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一
財団法人 日本特許情報機構 専務理11:

兼 特許情報研究所長   f一屋 敏道

 特許は、新たに開発された斬新な技術(発 明)を

他人による無断使用から守るために、出願者に与え

られる排他的独 占権です。研究開発の成果である発

明について特許を取得するには、出願者は、発明の

詳細を説明する文書(明 細書)と 、特許を求める発

明を定義す る文書(特 許請求σ)範囲)な どの所定の

書類を整えて各国特許庁にその国の公用語で特許

出願をし、特許審査を受けなければなりません。こ

れ らの文書の内容が特許情報の重要な部分を構成

します。特許情報は、発明技術の他人による無断使

用を禁止する範囲を示す権利情報の性格 と新 しい

技術を公開する技術情報の性格とを持っています。

技術開発に携わる研究者や国内外でビジネスを展

開する企業にとって、自らの研究の先進性や事業の

競争力を見極めるため、また特許侵害を避けるため

に、特許情報は大変重要な情報です。特許審査にお

ける先行技術情報として、特許情報の利川が欠かせ

ないのは言うまでもありません。

 世界知的所有権機関(WIPO)の2008年 統計によ

れば、2006年 一年間の世界の特許出願総数は実に

176万 件もあります。その内訳を見ますと、各国国

内へのオリジナル出願の総数が106万 件であ り、残

り70万 件が国境を越えて【餅夏して出願 されている

ものです。2006年 の日本人のオリジナル出願が35

万件で、外国から日本への出願が6万 件ですから、

65万 件のオリジナル出願は日本語以外の言語で公

表されています、,日本語の出願書類を英語等の各国

公用語に翻訳 して日本から海外に特許出願するものは

約16万 件です。

 経済のグローバル化が進み、技術開発の国際競争

が激 しくなっている状況 下、研究開発投資の増大を

反映 して、世界全体 として特許出願は増加傾向にあ

ります。海外への特許出願や他国特許情報を利用す

るための翻訳に掛るコストは膨大なものとなっています。

1

 特 許 庁 に 提 出 す る特 許 出願 書類 は 特 許 権利,妻1:の11;〔

本 に な るた め 、そ の 翻 訳 を機 械 翻 訳 の み に 任 せ る こ

とは 極 め て 難 しい で す し、適 切 で もあ りませ ん 翻

訳 を 人 が 最 終 的 に 精 査 す る こ とが 必 要 で す 、、 しか

し、翻 訳 精 度 の 高 い機 械 翻 訳 が あれ ば 、特 許 出願 詐

類 の 翻 訳 負 担 は か な り軽 減 され る と 考 え られ 主す、,

 Japioは 、特 許分 野で の機 械 翻訳 の利川 拡 大 と精度 向

Lを 目指 して 、AAMTの ご協 力を得 て、2003年 度 か

らAAMT/Japio特 許翻 訳研 究 会を発 足 させ 、研 究活

動 に参加 してお ります。

 Japioは 長 年 、翻 訳 事 業 にお い て機 械 翻訳 を実 際

に 利 用 して お り ます の で 、機 械 翻 訳 結 果 に触 れ る機

会 が 多 くあ り ます。機 械 翻 訳技 術 が 大 き な進 歩 を遂

げ て い る と称 賛 す る一 方 、機 械 翻 訳 の 一層 の精 度 向

Lに は 、翻 訳川 辞 書 の 充 実 と と もに 、人 と機 械 との

協 働 作 業(コ ラ ボ レー シ ョン)が 不"∫欠 で は ない か

と感 じてお りますD機 械 翻 訳利 用 者 の ス トレス を少

な く し、人 と機 械 の コ ラ ボ レー シ ョン を進 め る観 点

か ら、今 後 の機 械 翻訳 研 究 で 次 の よ うな こ とが実 現

で き る こ とを期 待 してお ります 。

(1)機 械 翻 訳 シ ステ ム の 能 力 で はrに 負 え な い ほ

  どに非 明晰 な 日本 語 文 は 、翻 訳 を拒 否 され 、修

  lEを 勧 告 され る か 、望 ま しく は 、機 械 翻 訳 可能

  な明晰な文勧 糊 戒翻 沢システム倶か ら提案 され ること

(2)機 械 が機 械 翻訳 を した場 合 には 、機 械 自身が 日本

  語原 文 を どの よ うに理解 したかが 分か る よ うに 、

  そ の理 解内 容 を示 す 日本 語文が 表示 され るこ と

(3)機 械 翻 訳 で の 翻 訳 文 は 、文法 に従 った 文';㌔で ア

  ウ トフ ッ トされ る こ と

(4)機 械 翻 訳 しや す い 日本 語 文 を,1}:く意 識 とそ の

  書き方 が 広 く 普及 す る こ と

 Japioは 、機 械 翻 訳 の 一層 の 実 業利 用 を 目指 して 、

機 械 翻 訳 研 究 に 携 わ る皆 様 と 共 に 活 動 を続 け た い

と 考えて お ります 。



サン ・マイクロシステムズでの機械翻訳実用化への取 り組み

サン ・マイクロシステムズ株式会社

           俣野 宏子

1. は じめ に

 サ ン ・マ イ クロ シ ステ ム ズで は 、数 年 来 、製 品 を

ロー カ ラ イ ズ す る 際 の 機 械 翻 訳 技 術 の 最 適 な使 用

方法 につ い て評 価 検 証 を行 い 、実用 化 に 向 け て取 り

組 ん で き ま した 。現 在 、 い くつ か の 言語 で は 、実 用

レベ ル に達 した と考 えて い ます 。

 本 稿 で は 、当社 で の これ ま で の機 械 翻 訳 へ の取 り

組 み と現状 、お よび今後の展 望につ いて ご紹介 します。

2. これ ま で の取 り組 み

2.1.背 景

 近 年 、グ ロー バ リゼ ー シ ョン の進 展 に伴 い 、英 語

以 外 の 言 語 に ロー カ ライ ズ され た 製 品 の 需 要 は 一

層 増 大 し、大 き な ビジ ネ ス チ ャ ン ス を も た ら して い

ます 。

 一一方 、wikiや プ ロ グ 、動 画 な どの 新 しい メデ ィ

ア が台 頭 し、日々膨 大 な コ ンテ ン ツが 世 界 中で 量 産

され て い ます 、、多 くの コ ンテ ン ツは 翻 訳 しきれ て い

な いた め、有 望 な ビジ ネ スチ ャ ン ス を逃 して い る可

能 性 が あ ります 。

 そ の 中で"i#tは 、ロー カ ライ ズ製 品 の 製 造 コス ト

を削 減 し、製 品 の リ リー スサ イ クル を短 縮 し、新 し

い メデ ィア に柔 軟 に 対応 しつ つ 、お 客 様 に迅 速 に コ

ン テ ン ツ を提 供 す る た め の 最 も有 望 か つ 実 用 化 可

能 な 技 術 の1つ と して機 械 翻 訳技 術 に 着 目 し、下記

の プ ロセ スで 実 用化 に 向 け て 取 り組 み 始 め ま した。

● 機 械 翻 訳 技 術 を 当社 の 翻 訳 プ ロセ ス に 実装 可

  能 か ど うか検 証

● 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン を決 定

● フ ィー ジ ビ リテ ィス タデ ィ

2.2.検 証

 近 年 、SMT、 RBMT、 ハ イ ブ リ ッ ド型 な どの さ

ま ざ まな機 械 翻 訳 エ ン ジ ン の 多 言 語 で の 研 究 開 発

が 進 み 、実 際 の 製 品 と して 使 用 で き る よ うに な っ て

き ま した。

 そ こで 当 社 で は 、 プ ロ ジェ ク トチ ー ム を 結 成 し、

下 記 の 観 点 か ら、機 械 翻 訳 技 術 を 当社 の 翻 訳 プ ロセ

スに 実 装 可 能 か ど うか 各 種 検 証 を 行 い ま した。

● 機 械 翻 訳 技 術 の ベ ス トプ ラ クテ ィ ス は 何 か 。

  そ れ は 当社 に 適 用 可 能 か

・

・

・

・

製品のローカライズコス トを削減 し、翻訳作

業効率を向上しつつ、現在 と同 レベルの翻訳

品質に管理できるか

従来ローカライズ対象外だった製品や言語に

も拡張可能か

現在使用 している翻訳メモ リー、用語集ツー

ル、翻訳管理ツール と組み合わせて自動化で

きるか

十分なROIを 得 られ るか

 検 証 の結 果 、下記 の翻 訳 プ ロセ スで 、機 械 翻 訳 後

にポス トエデ ィッ トし使 用す るこ とに決定 しま した。

● 従 来 か ら製 品 ドキ ュ メ ン トを 翻 訳 して い る 製

  品群

● 従 来 翻 訳 して い な か った ポー タル サ イ トや オ

  ン ラ イ ン コン テ ン ツ群

2.3.評 価 方 針

 プ ロ ジ ェ ク トチー ム で は 、下記 の 方針 で 言 語 ご と

に最 適 な機 械 翻 訳 技 術 の 定 量評 価 を行 い 、機 械 翻 訳

エ ン ジ ン を決 定 す る こ とに し ま した。

● 翻 訳 量 の 多 い 言 語 で使 用 で き る か(例:日 本

  語 、 簡 体 中国 語 、 フ ラ ン ス語 、 スペ イ ン語)
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● そ の言 語 でベ ス トの 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン は何 か

    SMT vs RBMT

  > ポ ス トエ デ ィ ッ トしや す い か

● 最 適 な翻 訳 対 象 コ ン テ ン ツ は 何 か(例:テ ク

  ニ カル ドキ ュ メ ン ト、 マ ー ケ テ ィ ン グ資 料 、

  ユ ー ザ サ ポ ー ト用 コ ンテ ンツ 、wiki、 プ ロ グ)

● フ ェー ズ に 分 け て 、 言 語 ・製 品 ご と に順 次 実

  用 化 で き るか

2.4.フ ィー ジ ビ リテ ィ ス タ デ ィ

 実 際 の 製 品 ドキ ュ メ ン トか ら生 成 した 英 文 と翻

訳 対 象 言 語 の ペ ア で 構 成 され た テ ス トセ ッ トを使

い 、言語 ご とに複 数 の レ ビュ ー ア が 下記3項 目の 評

価 を 行 い ま した。

 ● オ リジナ ル(ポ ス トエ デ ィ ッ ト前)の 機 械

   翻 訳 の 品 質

 ● ポ ス トエ デ ィ ッ ト後 の 翻 訳 品 質

 ● ポ ス トエ デ ィ ッ トを含 む 翻 訳 作 業 の 効 率

 翻 訳 品 質 の評 価 は 、セ グ メ ン トご とに読 み や す さ

を数 値 基 準 で評 価 し、問 題 が あ る場 合 は 、そ の理 由

を カ テ ゴ リか ら選 択 します 。

 翻 訳 作 業 の 効 率 評 価 で使 用 した テ ス トセ ソ トに

は 、機 械 翻 訳 、翻 訳 メモ リー か らの再 利 用 、英 文(翻

訳 な し)が 混 在 して い ます 。 レ ビュー ア が翻 訳 も し

くは編 集 を行 い 、次 のセ グメ ン トに移 動 す る ま で の

時 間(秒)を セ グメ ン トご とに計 測 し、単語 ま た は

カ テ ゴ リ ご と の所 要 時 間 と編 集 距 離 か ら作 業 効 率

を 算 出 し、 定 量 的 に評 価 しま した。

 これ らの評 価 結 果 か ら、言語 ご とに機 械 翻 訳 エ ン

ジン を決 定 し、適 用 可能 な製 品群 か ら順 次 使 用 す る

こ とに しま した。

3.現 状(フ ェー ズ1)

 本 年5月 に リ リー ス され た 最 新 のSolaris製 品

の フ ラ ン ス 語 とス ペ イ ン 語 の テ クニ カル ドキ ュ メ

ン ト(1)と 、シ ス テ ム 管理 者 向 け ポ ー タ ル サ イ ト

(2)の5言 語 の翻 訳 プ ロセ ス で機 械 翻訳 を使 用 し

は じめ て い ま す。

 フ ェー ズ1で は 、機 械 翻 訳 の使 用 に よ り翻 訳 作 業

効 率 が 約20%以 上 向 上 しま した 。そ の結 果 、翻 訳

コ ス トを 削 減 で きま した 。

 機 械 翻 訳 を使 用 して も、翻 訳以 外 の ステ ップ(た

とえ ば レ ビュ ー)に 与 え る影 響 は 限定 的 で 、翻 訳 プ

ロジ ェ ク ト全 体 は従 来 通 り、も しくは そ れ 以Lの ス

ピー ドを キ ー プ で き ま した。

 ま た 、翻 訳 の 品 質 も実 用 に 十分 な レベ ル を 保 証 で

き ま した。

 一方 、機 械 翻 訳 エ ン ジ ン を 、従 来 か ら使 用 して い

る翻 訳 ワー ク フ ロー シ ス テ ム に統 合 した た め 、機 械

翻 訳 を特 に意 識 せ ず に利 用 で き ます 、,

 以 上 の こ とか ら、プ ロジ ェ ク トマ ネー ジ ャ の 目か

ら見 る と、機 械 翻 訳 を使 った プ ロ ジ ェ ク トで も、コ

ス ト以 外 は 、従 来 の翻 訳 プ ロジ ェ ク トと同 じよ うに

見 え ます 。

4. まとめ

 当社では、言語ごとに異なる機械翻訳エンジン、

評価方法、カスタマイズ、周辺コンポーネン トを統

合 した現在の機械翻訳プロセスは、全体 として ト分

実用 レベルに達 していると考えています。

 今後は、他の言語や製品群にも川頁次適用範囲を広

げていく予定です。

 当社では翻訳対象の99%は 英語から英語以外の

言語ですが、英語以外の言語間での機械翻訳の実用

性についても現在評価中です。

5.

(1)

(2)

関 連 資 料

http:〃docs.sun.com

htt:〃www.sun。com!bi admin!hubslmultilin

gual
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翻 訳 品 質 の 定 量 評 価 一ッールによる納品検査の成功/挫折 と現状

日本アイ ・ピー ・エム株式会社

       脇 田 早紀子

 筆 者 は 、IBM製 品 を 日本 語 化(マ ニ ュア ル や 画 面 を 英

語 か ら 日本 語 に翻 訳)す る部 門 に 所 属 して い る。翻 訳 作

業 自体 は翻 訳 会 社 に依 頼 して 行 うが 、 そ の 品 質 を 日々

確 認 し、 向Lを 図 るの が 筆 者 の 仕 事 で あ る。

 品質 につ い て説 得 力 を持 って 語 るた めに 、 翻 訳 に 携

わ る 、 立場 の違 う多数 の 人 間 が 納 得 で き る形 で 品 質 を

定 量 的 に 表す こ とが強 く求 め られ て き た。 本 稿 で は 、

当 部 門 で使 用 して い る 品質 の 定 量化 の 仕 組 み につ い て

述 べ る と と もに 、 品 質 評価 の プ ロセ ス の移 り変 わ り、

特 に ツー ル に よ る評価 と人 に よ る評 価 の比 較 につ い て

述 べ る、,

 以 下、 「評 価 」 と 「納 品検 査 」 を似 た意 味 で使 用 し

て い るが 、 細 か くい え ば 、翻 訳 会 社 か らの翻 訳 納 品物

を 「評 価 」 して 、 問題 の あ る もの に つ い て は 見 直 し と

修 正 を依 頼 す る営 み が 「納 品 検 査 」で あ る。ま た 、 「納

品 検 査 」 の 結 果 は そ れ ぞ れ フ ィー ドバ ッ ク と して 送 付

し翻 訳 会 社 の 品 質 向Lの 材 料 と して も ら うと と もに 、

集 計 して グ ラ フ化 し、品質 状 況 の把 握 に役 立 てて い る。

1.品 質の 定量 化 、基 本の 考 え方

 仮 に 、翻 訳 物 を詳 細 に レ ビ ュー して 、 「誤 り」 を 漏

れ な く指 摘 した とす る。 この 「誤 り」の 「密 度 」を100

点 満 点 か ら引い て 、 これ を品 質 の 評 価 値 と し よ う。

 こ の シ ン プル な、 そ して 誰 で も思 い つ くア イ デ ィア

が 、私 た ち が便 宜 的 に使 用 して い る評 価 シ ステ ム の 根

幹 とな っ て い る。 品 質 とい うもの が 、 実 際 に は 誤 りの

多 寡 だ け で測 る こ とが で きな い 多 面的 な もの で あ る こ

とは も とよ り承 知 してい る。 しか し現 状 は 、 多 す ぎ る

誤 りの海 に 日々苦 戦 して い る と こ ろで あ り、 と りあ え

ず これ が減 っ て くれ た ら うれ しい の で 、 正 確1生に偏 っ

た こ の 評価 を 日常 的 に用 いて い る。 以 下、 そ の つ も り

で お 読 み い た だ き た い。

 こ こで 「誤 り」 と呼 ん で い る の は 、次 の表 の よ うな

もの で あ る。

表:誤 りの分類と重要度

 }一.の 「誤 り」 の 出 現 数 をた だ 数 えて しま うと 、感

覚 的 な 「誤 りの 量 」 と ま った く合 わ ない こ と にな る。

例 え ば、 ま った く意 味 が 違 って い る誤 訳 はか な り困 る

の に 比 べ て 、 用 語 不統 一 の 困 り方 は 「少 し」 と考 え ら

れ る。 そ こで 、 上記 の 表 に あ る重 要 度 に従 っ て 「大 」

は5点 、 「中」 は3点 、 「小 」 は1点 、 「微 」 は0.1点 と

して 重み 付 け して 合計 した もの を 「誤 り」 の ポ イ ン ト

とす る。 さ らに、 そ の ポイ ン トを10000ワ ー ドあ た り

に 直 した も の を100点 か ら 引 い て評 価 値 とす る。 以 上

を ま と め る と、 次 の よ うな式 に な る。

品 質 評 価=100-(「 大 」×5+「 中 」x3+「 小 」×1+

「微 」 ×0.1)×10000÷ ワ ー ド数
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 品 質 の表 し方 に 、 た だ ひ とつ の 正解 が あ る わ け で は

な い。 上記 の 分類 や 式 は 、試 行 錯 誤 を繰 り返 しつ つ 、

作業 しや す く、 か つ 、感 覚 に合 う評 価 値 が 出 る よ うに

微 調 整 を繰 り返 して で き た もの で あ る。 だ か ら、 ひ と

つ の現 実 的 な近 似 の仕 方 とい っ て もい い。

 分 類 作 業 を してみ る とす ぐにぶ つ か る 問題 が 、分 類

の難 しさ 、不 安 定 さで あ る。 これ は 「誤 訳 」 に あ た る

もの か 、 「不 正 確 」 程 度 で いい のか 、評 価 者 に よ っ て

違 って しま うこ と は よ くあ る し、 自分 が 昨 日つ け た分

類 に違 和 感 が あ る こ と さ え よ く あ る。 ま さ に 「分 類 は

お 天 気 次 第 」 。

 完 壁 な 分 類 が で き る よ うにな る と思 って い るわ けで

は な い が 、 な るべ く安 定 性 を持 た せ る工 夫 は す る。 各

分 類 と例 文 、 考 え方 を ま と めた ガ イ ドを作 成 して 評 価

者 の 間 で 共 有 す る こ とは も ち ろん 、 お 互 い に 「これ は

『タイ プ ミス 』 で は あ るけ れ ど、 意 味 が ま っ た く違 っ

て るか ら 『誤 訳 』 じゃな い?」 とい うよ うな フ ィー ドバ

ッ ク をま め に 行 い 、 す り合 わ せ を続 け て い く こ とは 欠

か せ な い。

 ま た 、単純 な 問題 の よ うで け っ こ うや っ か い な の が 、

「誤 り」 の 繰 り返 しで あ る。 あ るひ とつ の 概 念 が 、 望

ま しくな い 用 語 で 表 現 され て い た と して 、 そ れ が あ る

資 料 に100回 出 現 して い た ら ど うだ ろ うか。 これ を そ

の ま ま100個 と数 え て しま っ た ら、 ほ か の 誤 訳 や タイ

プ ミス の 問 題 は 消 し飛 ん で しま う。 一 方 、 繰 り返 しは

全 部 合 わせ て1個 と数 え る とい うの も極 端 な 話 で 、 た

く さん 出 て く る用 語 が 間 違 って い れ ば 、 少 し しか 出 て

こな い 用 語 が 間 違 って い る よ り影 響 が 大 きい と感 じる

の は 当然 だ 。 結 局 、 出 現 頻 度 が25ペ ー ジ 当た り3～

10回 程 度 な らダ ブル カ ウン ト、 それ を超 え る場 合 は

トリプ ル カ ウ ン トとい うル ー ル に して い るが 、 これ が

理 屈 の 上 か ら正 しい の か ど うか わ か らな い 。 な ん とな

く、 人 間 の 感 覚 はlog関 数 的 か な と思 うの で(視 覚 聴 覚

な ど をお 手 本 に す る と)、だ い た い こん な 感 じで い い よ

うな 気 が す る。

 「気 が す る」 とい う言 葉 を論 文 で 使 う人 は あま りい

ない と思 うが 、 こ こで は け っ こ う大 切 な こ と なの だ 。

安 定 した分 類 も評 価 も 、理 屈 に合 うこ とと感 覚 に合 う

こ と、 この 両面 をバ ラ ン ス よ く取 り入 れ て い か な け れ

ば 説 得 力の あ る評 価 には な ら ない 。

 さて 、 この よ うな 考 え方 に 基 づ い て 、 曲 が りな りに

も評 価 の 作 業 を始 め た の が2002年 。この と きの 活 動 は 、

評 価者 、 評 価 対 象 ボ リュー ム 、 作 業 時 間 を 固 定 にす る

こ とに よっ て評 価 の 安 定 を図 ろ うと した もの。確 か に、

あ る月 に評 価 した10件 の 資 料 の 中 で 、 どの 資 料 の 品 質

が 良 く、 どれ が悪 い とい っ た 相 対 的 な把 握 は で き る よ

うに な り、 それ だ け で も画期 的 な こ とで は あ っ た の だ

が 、一 月 に 評 価 して80点 だ っ た も の と 、九 月 に評 価 し

て80点 だ っ た もの の 品質 が 同 じか とい う と、これ は非

常 に心 も とな い状 況 だ っ た。

 明 らか に 、一 月 の 評価 よ り九 月 の評 価 の ほ うが 甘 く

な っ て い る ので あ る。 これ は 、評 価 者 個 人 がい く ら ま

じめ にや っ てい るつ も りで も 、 単調 な作 業 で適 切 な フ

ィー ドバ ック も な く 、慣 れ て くれ ば い わ ゆ る 「流 れ て

しま う」 面 が ど う して も 出 て くる とい うこ とで 、今 か

ら考 えれ ばす ご くあた りま え な こ とな のだ が 、 そ の こ

ろ は よ くわ か って い なか っ た。 こ の あ と、評 価 者 に よ

る ば らつ き を見 る実 験 や 、そ もそ も評 価 者 の 選 定 、 育

成 な どの課 題 に否 が 応 で も分 け入 っ て い く こ とに な る

が 、ひ とまず2002年 、2003年 前 半 く らい の成 果 と して

は 、相 対 的 な品 質 の 良 し悪 しが わ か る よ うにな った こ

と、そ して 、人 に よ る評 価 の難 し さが わか った こ とが

挙 げ られ る。

2.ツ ー ル に よ る納品 検査 、夢 の実 現

 人 に よ る評 価 は、 そ の 評 価 者 の能 力 や 状 態 に よ って

大 き く左 右 され る し、時 間 もお 金 もか か る。 これ が 、

翻 訳 物 を ち ょい ち ょ い と機 械 に通 して 、 「78点で す 」

な ん て 出て きた ら、 なん て幸 せ な こ とだ ろ うか 。

 無 茶 な上 司が い る もの で 、そ うい う機 械 を作 って よ、

とい う リクエ ス トが あ っ た。 そ ん な こ と、 で き るわ け

が な い じゃ な い です か とい っ て い っ た ん は あ し らい 、

で もな ん とか な る か も と思 い 直 した の は2004年 前 半

の こ とだ っ た。
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 2002年 か らの 評 価 活 動 の 中 で 、い ろい ろな 誤 訳 が 蓄

積 で き 、そ れ をつ らつ ら と眺 め て み る と、 結 局 の と こ

ろ か な り単純 な 取 り違 い に よ る誤 訳 が 多 い こ とが わ か

っ た。 「deployment」 と 「development」 、 「detect」

と 「delete」の よ うな 見 た 目が似 て い る語 、あ るい は 、

見 た 目は似 て い な くて も 、 「server」 と 「client」の よ

うな 対 語 は脳 み そ の なか で近 い部 分 に あ る ら しく、 間

違 っ て い る こ とが け っ こ うあ る。 こん な間 違 い だ った

ら ツー ル で 見 つ か る の で は な い だ ろ うか?と 思 い っ い

て 、 ツ ー ル を 作 っ て み た の が2003年 。

 ツー ル の仕 組 み は い た っ て簡 単 で あ る。 翻 訳 者 用 の

技 術 用 語 対 訳 集 は 、 い つ も使 っ て い る もの がす で に あ

るの で 、 「server」 の 訳 語 は 「サー バー 」 、 「client」

の 訳 語 は 「ク ライ ア ン ト」 とい っ た調 子で何 万 語 も登

録 され て い る。 一 方 、 翻 訳 はTMバdinと い う翻 訳 専 用

エ デ ィ ター で 行 って い る の で 、 セ グメ ン トと呼 ばれ る

「文」 の よ うな 単位 で 、 英 日がペ ア に な っ て保 存 され

て い る。 まず 原 文 の ほ うを文 字 列 検 索 して 、 対 訳 集 に

載 って い る語 を探 す 。 例 えば 「server」 が あ っ た とす

れ ば 、今 度 は訳 文 の ほ うに 「サ ー バ ー 」 が あ るか ど う

か探 してみて、あれば よし、なければ 少しrし いとい うわけだ,

(実際 に は 、ひ とつ び)英語 に複 数 の 訳 語 が 登 録 され て い

る こ とが 多 い の で、 そ の 訳 語 の どれ か が あ れ ば よい と

い う探 し方 をす る)

 文字 列 検 索 以 外 の 解 析 は して い ない の で 、 朝 思 い つ

い て 午 前 中 にperlで ツ ー ル を 作 り、 午後 は テ ス トが で

き た く らい の 単純 な もの だ。 そ れ で も非 常 に強 力で 、

これ ま で うっ か りそ の ま ま出 して いた 大 量 の 誤 訳 を明

る み に 出す こ とが で きた 。 誤 訳 だ けで な く、 訳 漏 れ の

場 合 もあ り、 タ イ プ ミス で あ るた め に検 索 で きな か っ

た とい う場 合 も あ る。 そ れ らはい ず れ も間 違 い だ か ら

修 正 しな けれ ば な らな い が、 省 略 や 意 訳 に よ り訳 語 が

見 つ か らな い とい うこ とも多 い。 だか らツー ル が 警 告

して きた個 所 に つ い て は 、そ の後 に 人 がチ ェ ック しな

け れ ば な らな い が 、 それ に して も 目の 子 で チ ェ ック し

て い る の に 比べ た ら超 速 で確 認 で き る1)。 この ツー ル

は 翻 訳 会 社 に リ リー ス し、 ツー ル でわ か る誤 訳 な ど を

つ ぶ して か ら納 品 して も ら うよ うに した(2003年 後 半)。

誤 訳 チ ェ ッカ ー で 見 つ か る 「誤 り」の 例 を以 下 に示 す 。

[見 た 目 似 て い る]conversion/conversation, now/no,

procedure/processor, filler/filter, image/main,

initiate/initialize, detect/delete, data/date,

program/problem ellipses/ellipse, build/bind,

service/server, description/destination

[対 話 な ど]offline/online,

first‐level/second‐level, server/client,

reactivate/inactivate,

caller/callee, valid/invalid, descending/ascending

[英 数 字]DVHPROFA/DVHPROFM(コ マ ン ド),

CWVRR5000E/CWVRR5001W(エ ラ ー 番 号)

[否 定/肯 定]
‐ The server has been renamed .

 サ ー バ ー は 名 前 変 更 さ れ て い ま せ ん 。
‐ OMPROUTE does pass tags created by others .

 OMPROUTEは 、 上 記 以 外 で 作 成 さ れ た タ グ は 渡 しま せ

ん 。

‐ The lock file must not res ide on the DOSRES or

SYSWKI SCS[ d i sks.

 ロ ッ ク ・フ ァ イ ル は 、DOSRESま た はSYSWKI SCSIデ

ィ ス ク に な け れ ば な り ま せ ん 。

- Incoming packets that had unknown protocols

 踏 め プ ロ トコ ル を 持 っ て い た 着 信 パ ケ ッ ト

図:誤 訳チェッカーの検出例

 い うまで も な く 、この ツ ール に よっ て 検 出 で きる 「誤

り」 は全 体 の 「誤 り」 の ご く一 部 で あ る。 そ れ で も 、

そ の 一部 の 「誤 り」 が 多 い とい うこ とは 、や は り全体

にい い加 減 な翻 訳 を され た 資 料 で あ る可 能 性 が 高 い と

い うこ とで は な い だ ろ うか 。 そ う考 え て 、 こ の ツー ル

で検 出 で き る 「誤 り」 を使 っ て評 価 した結 果 と、 人 が

レ ビュー して わか っ た 「誤 り」 を使 っ て評 価 した結 果

を比 較 す る実 験 を行 っ た3)。

 そ の結 果 、 高 い相 関 が あ る こ とが わ か り、 ツー ル に

よ る 品質 定量 評 価 へ の道 が 開 け た。2004年 後 半 か らは 、

翻 訳 会 社 か らの納 品物 を全 数 検 査 し、 品質 の観 測 を し

てグラフが描けるとい う、夢の納品検査プロセスが実現したのだ,

 こ こで 、注 意深 い読 者 はす で にお 気 づ き か も しれ な

い が 、 こ の ス トー リー に は 大 き な欠 陥 が あ る。 「相 関

が 高 い 」 とい っ て もそれ は あ くま で 、 ツ ール の か か っ

て な い ま っ さ らの翻 訳 物 に 対 して ツ ール で検 査 を 行 っ

た場 合 で あ っ て 、 ツー ル を翻 訳 会社 に 開示 して しま っ

て い る以 上 、検 査 前 に 既 に 、ツ ー ル で 見 つ か る 「誤 り」
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に つ い て は 出 が ら し状 態 に な っ て い るは ず で あ る。

 そ うな の だ。 ツ ー ル に よ る検 査 を 思 い っ い た と き、

す で に ツ ー ル を 開 示 して しま っ た こ とに つ い て 後悔 し

き りだ っ た。 開示 して しま っ た ツー ル を使 っ て 品 質 の

観 測 をす る こ とは で き な い。

 しか し、 こ の思 いつ き は 、 た だ捨 て る に は あ ま りに

も もっ た い な い ほ ど魅 力的 だ っ た。 開示 済み の ツ ール

で は 見っ か らな い 、 重 大 な誤 訳 を検 出す る新 ア イ デ ィ

ア(否 定 語 の チ ェ ック)も ひね り出 した が 、 これ だ け で

は検 査 に使 え る ほ どの 出現 頻 度 に は な らな い よ うだ っ

た。 そ こ で私 は 、 姑息 な方 法 を 思 い つ い た。

 開示 済 み の ツー ル か ら、ハ ッシ ュ値 を つ か っ て ラ ン

ダ ム に2割 の警 告 を 「ぶ っ こ ぬ い た」 ツー ル を 作 り、

これ を 「バー ジ ョン ア ップ 」 と称 して翻 訳 会 社 に リ リ

ー スす る
。 「自称 」バ ー ジ ョン ア ップ版 に は 、 対 訳集

の変 更 な ど も盛 り込 まれ て い る か ら、翻 訳 会 社 と して

は 当然 新 しい バー ジ ョン を使 用 す る。そ して こ ち らは 、

抜 い た2割 と、 新機 能 で あ る否 定 語 の チ ェ ッ ク部 分 を

利 用 して 、 品 質 の観 測 を行 う。

 この よ うな 苦 し紛 れ の 手 で 、2004年 後 半 か ら一 年 ち

ょっ と く らい は 、 ま さに 品 質 チ ー ム の 夢 の 実 現 とい う

状 況 で あ っ た2)。 専任 の検 査 者 が 一人 と、私 が ワー ク

ロー ドの 半 分 を割 く く らい の 体 勢 で 、納 品物 の 全 数 検

査 が 行 え て 、 大 量の 「誤 り」 の 修 正 と品 質 の 観 測 を同

時 に 行 うこ とが で きた の だ 。

 この プ ロセ スで 観 測 した 品 質 は 、 人 に よ る評 価 と異

な り、 体 調 や 気 分 や ス キル に左 右 され に くい 。 月 に よ

る品 質 の 変 動 も把 握 で きた し、 会 社 ご との 品 質 の 特 徴

もわ か って き た。 例 え ば、 あ る会 社 は翻 訳 ボ リュー ム

が一 定 限 度 を超 え る と急 に 品質 が落 ち る とか 、 ま た あ

る会 社 は コー デ ィネー ター の体 勢が 変 わ っ て 品質 ガ タ

落 ち に な っ た もの の 、少 しず つ 持 ち 直 して い る とか そ

うい うこ とで あ る。

3.ツ ール に よ る納 品検 査 、挫 折

 この 幸せ が 長 く続 か な い こ とは 、 ス タ ー ト時 の 無理

や りな 方 法 か ら して も、 明 らか な こ とだ っ た 、 もっ と

も、 仮 に ツ ー ル を 開 発 した 当 初 か らそれ を 秘 匿 し、 検

査 プ ロセ ス を実 現 して い た と して も 、 あ ま り本 質 的 な

違 い は なか った か も しれ ない 。 な に しろ、 ツー ル 自体

が とて も 単純 な 、底 の浅 い も ので あ るか ら、 人 間 様 の

学 習 能 力 にか か った らひ とた ま りもな い の で あ る。

 各 翻 訳 会 社 は 地 道 に品 質 改 善 に取 り組 み 、 当然 の こ

とな が ら、 納 品 検 査 で も ら うフ ィー ドバ ックの 蓄積 と

解 析 に 努 め た 。 そ の 結 果 、 納 品 検 査 で わ か る 「誤 り」

は 非 常 に偏 って お り、 何 か ツー ル っぽ い_と い う こ と

は ほ どな くわ か って しま う。 よ く指 摘 され る事 例 を 集

め て 、 独 自 ツー ル の 開 発 を しよ うとす る会 社 もあ っ た

し、 あ る会 社 に 至 っ て は 、 旧バ ー ジ ョンの ツー ル を 利

用 す る と、 検 査 で 指 摘 され る個 所 の い くつ か が 出 て く

る こ と まで 突 き止 め た。

 こ うな って く る と、 ツー ル が ご く.・部 の 「誤 り」 し

か 見 つ けな い とい うこ とが とて も痛 い 。 翻 訳 会 社 が ど

う して も人 情 と して 「検 査 対策 」に走 っ て しま うの で 、

あ るべ き品 質 改 善 の 取 り組 み か ら比 べ る と ど うして も

歪 み が 出て しま うの だ 、,結局 、 プ ロセ ス開 始 か ら:年

た った こ ろに は 、 この 検 査 が 利 くの は 新 参 の 翻 訳 会 社

だけ、とい う状態にな り、観測の役を果たさなくなって しまった,

4.人 に よる納 品検 査

 この よ うに、 ツー ル に よ る納 品検 査 は 中断 せ ざ る を

得 な くな った が 、 この こ ろ に は 、 品質 の観 測 が で き る

とい う状 態 にす っか り馴 染ん で しま い 、 この 快 適 と安

心 を 手放 す こ とはで き な く な っ て し まっ て いた 。 そ こ

で 、もの す ご く手 間 が か か る こ とは わ か って い な が ら、

人 が 読 む こ とで 納 品 検 査 をす る プ ロセ ス を開 始 した の

が 、2007年 だ っ た。原 始 的 な 方 法 に 逆 戻 り した とマ イ

ナ ス に捉 え る こ と もで き る が 、 ツ ー ル に よ る検 査 プ ロ

セ ス を踏 み 台 にす る こ とで 、 品 質 観 測 の本 来の 形 に進

化 した とプ ラ ス に捉 え る こ と もで き る、 ツー ル に よ る

検 査 を や っ て み て い な か っ た ら、 とて も人 手に よ る 大

規模 な納品検 査に は踏 み 切れ な かっただ ろ うと思 うか らだ1

 ツー ル に よ る検 査 は 、 品 質 の 捉 え方 を 歪 ませ た 面 も

あ った が 、 と もか く 単純 な 取 り違 い 誤 訳 と タイ プ ミス

を駆 逐 す る効 果 は 絶 大 だ っ た。 今 度 は、 抜 い て 隠 した

2割 も戻 し、 否 定 語 チ ェ ック も追 加 して フル バ ー ジ ョ
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ンの ツー ル を リ リー ス 。 翻 訳 会 社 に は 、 そ の ツ ー ル を

か けて わ か る 「誤 り」 を つ ぶ して か ら納 品す る よ うに

依 頼 し、そ こか らの 再 ス ター トで あ る。

 品質 チ ー ムの レビ ュー ア ー は 増 員 し、 しか も検 査 対

象 は減 っ て い る。 全 数 検 査 を 行 っ て い た 前 プ ロセ ス と

比 較 す る と 、対 象 資 料 は 全 体 の3割 程 度 、 しか も各 対

象 資料 の2000ワ ー ド分 をサ ンプ ル して チ ェ ッ ク とい

うこ とに な り、 そ の 点 か ら見 る と力 弱 い 。

 とは い え 、検 出 で き る 「誤 り」 の バ ラエ テ ィー や き

め細 か さはや は りツー ル 検 査 とは 比 較 に な らな い の で 、

結 果 と して 得 られ る品 質 の 観 測 デ ー タの 質 と して は 、

同等 か や や 良い くらい の もの と感 じて い る。 特 に 、 あ

る ひ とつ の 資 料 につ い て 「良 い 」 か 「悪 い 」 か を判 断

す る材 料 と して は、格段 に信 頼 が お け るよ うに な っ た。

 結 局 の とこ ろ 、品 質 の 観 測 とい う点 で い えば 、 数 で

稼 い で もい い し、深 さで 稼 い で もい い の だ 。 あ る程 度

のバ ラ ン ス は必 要 だ けれ ど も。

5.評 価 精 度 向上 のた め に

 人 に よ る評 価 の 精 度 は 、 ひ と えに そ の 人材 の 質 に か

か っ て い る。 ザ ル な 評 価 者 に か か れ ば 、 どん な 資 料 も

高 品質 との 評 価 が 得 られ る。

 あ る評 価 者 が 挙 げ た 「誤 り」 を確 認 し、 そ の 指 摘 が

正 しい か ど うか を判 断 す るの は 比 較 的 た や す い。一 方 、

挙 げ なか っ た 「誤 り」 が あ るか ど うか 確 認 す る の は...

結 局 、 全 部 読 ん で み る しか な い 。 とい うよ り、 読 ん で

み た と して 、今 度 は 自分 の 評 価 精 度 に 自信 が 持 て る か

とい う話 に な って しま う。

 人 に よ る評 価 に つ い て 、 実 験 を繰 り返 す うち に 、 い

や お うな しに辿 り着 く結 論 は 、 「漏 れ の な い レ ビュ ー

と い うの は 幻 想 だ 」 とい うこ とで あ る。 二 人 の評 価 者

が 同 じ資 料 の 同 じ個 所 を レ ビュ ー して 、 見 つ け た 「誤

り」 の ポ イ ン トが 倍 半 分 違 うな ど とい うこ とは 珍 し く

な い し、 ポ イ ン トと して は だ い た い 合 っ て い る場 合 で

も、 挙 げ て い る 「誤 りJの 内 容 が あ ま り重 な っ て い な

い な ど とい うこ とは 日常茶 飯 事 だ。 い っ た い 「誤 り」

は 全 部 で どの く らい 眠 っ て い る の だ ろ う?

 まず 、 評 価 者 の 選 定 の 問題 と して 、 い つ も 「誤 り」

ポイン トがとても低くなってしま うような(ザルな)評

価者では困るし、あるときはとても詳 しく、あるとき

はとてもあっさりしているような、ムラのある評価者でも困る。

 また、評価者の育成の問題として、自分が見つけた

「誤 り」のほかにどれくらい 「誤 り」があったのかを

知ることが重要であるし、そもそも自分の仕事の質が

見られているとい う緊張感がやは りどうしても必要だ。

 そこで、二人の評価者が同 じ資料の同 じ個所を、同

じ時間をかけて レビューするとい う 「ペア評価」の仕

組みを重視 している。ローテーションで組み合わせを

次々変えて行 う 「ペア評価」を軸に評価者の選定 と育

成を行 うほか、現在では評価者によるば らつきを軽減

するための補正値算出にも使用 している。

 評価者 としては是非、 しっか り誤訳な どを見つける

眼力のある実力者が望ましく、そ ういった人材は常に

払底 しているので、品質チーム内の担当者のほかに、

翻訳会社で活躍中の、優秀な翻訳者さん ・校閲者 さん

に依頼することもある。もちろん、その翻訳会社の翻

訳物の納品検査をしてもらうことはできないので、他

者の翻訳物の検査を依頼する。翻訳者さんとしては、

普段なかなか得られない、自分の仕事に対するフィー

ドバ ックを得られる機会でもあ り、翻訳の仕事の山谷

を埋めることができるのでおおむね歓迎のようである。

 これからも、人材育成と品質向上と効率化、二兎も

三兎も追いながら、バランスよく進めていきたい。品

質を測定する営みは、たいへんコス トのかかるものな

ので、あの手この手で元をとっていくのが正 しい態度

だと思っている。
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2)誤 訳1訳漏れチェッカーの利用 一翻訳納品物の受け

入れ検査プロセス

脇田早紀子,前 「伸子(第68匝情報処理学会全国大会X11.

3)翻 訳品質定量評価作業への校正支援ツール導入効果

脇田早紀子(2004年 前期IBM大 和技術論文)
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高度言語情報融合フォー ラム(ALAGIN)に ついて

                 鳥澤 健太郎†,木俵 豊‡,隅田 英一郎†,中村 哲†

†MASTARプ ロジェクト(独)情報通信研究機構,‡知識処理グループ(独)情 報通信研究機構

1.背 景 二情報爆 発 とi_M'i'と しての音声 言語研 究

 本 稿 で は 本 年3月 に発 足 し た 高 度 言語 情 報 融 合

フ ォー ラ ム につ い て紹 介 す るが 、フ ォ ー ラ ム 自体 の

説 明 に入 る前 に 、昨 今 の 音 声 ・言 語 処理 技 術 を 取 り

巻 く環 境 に つ い て 概 観 した い。 近 年 、Web上 に お

け る い わ ゆ る情 報 爆 発 を背 景 と して 、音 声 ・言 語 処

理 技 術 に は か つ て な い ほ どの注 目が集 ま っ て い る。

実 際 にWeb上 の 膨 大 な テ キ ス トに 、 い わ ゆ る

corpus-drivenな 方 法 論 を適 用 して 、 実 社 会 に イ ン

パ ク トを 与 え うる技術 が 実 際 に 開 発 され つ つ あ る。

 ま た 、爆 発 して い るWebは コー パ スの 供 給 源 、

つ ま り、ブ レー ク スル ー のenablerと して 機 能 す る

だ け で は な く、 新 た な 社 会 問題 も もた ら して い る。

例 えば 、情 報 の 信 頼 性 、違 法 有 害 情 報 、検 索 にお け

る ロ ン グテ ー ル の 存 在 とい った 諸 問 題 で あ る。社 会

の進 化 が ク ロー ズ ア ップ させ る類 似 の 問 題 と して 、

言 語 の壁 も あ る。社 会 の グ ロー バ ル 化 の 進 展 で 、資

本 、物 品 の 国境 を跨 い で の移 動 は か つ て な い ス ケ ー

ル に達 して い る。 しか しな が ら、情 報 の移 動 は 、い

わ ゆ る言 語 の壁 に 阻 まれ て 資本 、物 品 の 流 通 に 釣 り

合 う適切 なペ ースで生 じていないのではないだろ うか?

 例 え ば 、い わ ゆ る リー マ ン シ ョ ック は 、国 境 を越

えた 資本 の ネ ッ トワ ー ク に よ っ て 世 界 中 に 大 きな

衝 撃 を伝 搬 させ た 訳 だ が 、一 体 どれ だ けの 日本 人 が

そ の 引 き金 で あ っ た サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン の存 在 を

シ ョ ッ ク以 前 に 認 識 して い た だ ろ うか? 後 知 恵

で は あ るが 、 言 語 の 壁 が な け れ ば よ り大 勢 の 人 間

が 、問題 の 可能 性 を認 識 で き た の で は な い か と も思

われ る。私 見 で は 、こ の よ うな例 は 、グ ロー バ ル 化

の進 展 に と もな い 、言語 の壁 が もた らす諸 問題 が よ

り深 刻 に な る こ とを示 唆 す る も の で あ る。こ うした

問題 に 対 処す る に あ た っ て 、音 声 ・言 語 処 理 技 術 が

大 き な役 割 を果 たす こ とは 間違 い な く、そ うした技

術 の研 究 開発 の加 速 が 望 まれ る とこ ろ で あ ろ う。

 ま た 、こ こで も う一 つ 重 要 な こ とは 、研 究 開発 が

corpus-drivenな 方 法論 に シ フ トしっ つ あ るた め 、

計 算 の規 模 が 飛躍 的 に 大規 模 化 し、多 数 の 計 算機 を

結 合 した ク ラ ス タ の利 用 が 必 須 とな りつ つ あ る 、と

い う こ とで あ る。近 年 、い わ ゆ るテ キ ス トか らの 知

識 獲 得 の 研 究 が 脚 光 を 浴 び て い るが 、 実 際 にWeb

中 の 数億 文 書 に構 文解 析 を 適 用 し、種 々の 知 識 獲 得

手 法 を適 用 す る研 究 は ク ラ ス タ無 しで は ほ ぼ 不 可

能 で あ る。 ま た 、研 究 で 利 用 され る注 釈 付 き コー パ

ス も よ り大 規模 に な る傾 向 が あ る こ とか ら、研 究 に

あ た っ て は よ り大 規 模 な グル ー プ に よ っ てそ う し

た デ ー タ を準 備 す る必 要 が でて きて い る。

 つ ま り、音 声 ・言 語 処 理 技 術 の研 究 は 、出 口 と し

て様 々な ニ ー ズが 生 まれ て き て い る もの の 、世界 に

伍 して 研 究 を す る た め に は よ り大 規 模 な 研 究 予算

が必 要 と され るbig scienceに な りつ つ あ る とい う

こ とで あ る。特 に 、研 究 予算 に 関 して は劇 的 な増 大

は 困難 で あ り、コ ミュニ テ ィ全 体 で の リソー ス の 共

有 に よっ て研 究 効 率 を 改 善 す るの が 、まず 最 初 の ス

テ ップ で あ ろ う。 また 、big scienceと して の 痔声 ・

言 語 処 理 を コ ミュ ニ テ ィ外 の 人 々に 認 識 させ 、予算

的な面 も含めて研究 を促進 させ ることが必 要となろ う。

2.高 度 言語 情 報 融 合 フォ ー ラ ム(ALAGIN)の 設 立

こ う した 背 景 を踏 ま え て 、 本 年 の3月 に 高 度 言語

情 報 融 合 フ ォ ー ラ ム(ALAGIN-Advanced

Language Information Forum)が 発 足 した。 会 長

は辻 井 潤 一 東 大 教 授 、副 会 長 は 喜連 川 優 東 大 教授 と

松 島裕 一 情 報 通 信 研 究 機 構 理 事 で あ り、現 在 企 業6

3社 、大 学 関 係 者65名 が メ ンバ ー で あ る。フ ォー
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ラ ム の 目的 は 、産 学 官 を 巻 き込 ん で 、 い っ そ うの

技 術 共有 、 リ ソー ス の 共 有 を図 り、研 究 の 効 率 化

を 図 る と とも に 、 出 口 と して の 将 来 の ア プ リケー

シ ョ ン像 を明 確 にす る た め の 議 論 を行 な う こ と で

あ る。 これ 以 上 の フ ォー ラ ムの 大枠 に つ い て は 、

フ ォー ラ ム のWebサ イ ト(http:〃www.alagin.jp1)を

参 照 され た い。

3.情 報 通 信 研 究 機 構 か らの フ ォー ラム へ の 貢 献

 こ う した活 動 の 一 環 と して 、 まず 、情 報 通 信 研

究機 構 か らは音 声 ・言 語 資 源 と ツー ル を フォ ー ラ

ム 会 員 に む け て配 信 を 開 始す る。 具体 的 にH21年

度 にr定 して い る もの は以 ドの通 りで あ る。

L

2
。

a

4

翫

a

7
。

対 訳 コー パ ス

ILF1声対 話 コー パ ス

中 国 語 形態 素解 析 器

文 脈 類似 語 リス ト(100万 語)

1二位 語 オ ン トロジー

負 担 ・トラ ブル 表現 リス ト

単 語 ク ラ ス 抽 出 サ ー バ ー,意 味 関 係 抽 出

サ ー バ ー

対 訳 コー パ ス と音 声 対 話 コー パ ス 、 中 国 語 形 態 素

解 析 器 は 特 に説 明 を 要 しな い も の と思 わ れ るが 、

特 に 対 訳 コー パ ス は今 後 数 百 万 文 オ ー ダ ー で フ ォ

ー ラ ム で の 配 信 を進 め て い く
。 ま た 、 そ れ 以 外 の

言 語 資源(4-6)は 日本 語 に 関す る もの で あ り、情 報

通 信 研 究機 構 で ク ロー リン グ した 億 単 位 のWeb文

書 か ら 自動 獲 得 した もの を ベ ー ス と して い る。4

の 文 脈 類 似 語 リス トは 文脈 が 類 似 して い る語 を集

め た もの で 、 高 精 度 な 類義 語 リス トと して利 用 で

き 、 例 え ば 、 地 魚 の一 覧 を 含 む ク ラ ス な どが 入 手

で き る。

 5は 、情 報通 信 研 究 機 構 が 別 途 一 般 公 開 して

い る ヒ 位 ド 位 関 係 抽 出 ツ ー ル

(http:〃nlpwww.nict.go.jp/hyponymy/index.html)

の 出 力 を 補 完 す る も の で あ る 。 ツ ー ル 自 体 は

Wikipediaか ら100万 語 以 上 を カ バー す る 上位

下 位 関 係 を抽 出 す るが 、こ の 上位 語 オ ン トロジー を

併 用 す る こ とで よ り高 い精 度 の 上 位 ド位 関係 が 入

手 で き る。 また 、6は 検 索 支援 シ ス テ ム 「鳥 式 改 」

(鳥澤 他 、情 報 処 理 学 会 学 会誌 「情 報 爆 発 特 集 号 」,

2008.8)で 利 用 され て い る負 担 や トラ ブ ル を表 す 表

現 の リス トで あ り、これ に よっ て意 外 な トラ ブル を

網 羅 的 にネ ッ ト上 で 検 索 す る こ とが 可 能 とな る。7

は例 え ば、Webサ ー ビス で特 定 の 単語 クラ ス(e.g.,

自動 車 の部 品)や 意 味 的 関 係(e.g.,ト ラ ブル ・対 策)

が 必 要 に な っ た 時 に 、Web文 書 の 情 報 を も とに フ

ォ ー ラ ム会 員 が それ ら を作 成 で き る サ ー バ ー で あ

り、情 報通 信 研 究 機 構 が運 営 す る。 これ に よ り、 自

然 言語 処 理 を用 いたWebサ ー ビス の 開発 を 効率 化

す る こ とが 狙 い で あ る。

4.今 後 の 展 開

 フ ォー ラ ムで は まず こ う した音 声 ・言 語 資 源 、ツ

ー ル を 共 有 す る こ とで 会 員 の ア ク テ ビテ ィ をサ ポ

ー トす る こ とか ら始 め る
。本 稿 で は情 報 通信 研 究機

構 か らの 貢 献 を 中心 に述 べ た が 、他 会 員 か らの 資源

共 有 の 申 し出 もす で にい くつ か 出 て お り、今 後 、 コ

ミュ ニ テ ィに お け る 資 源 共 有 は よ り ス ム ー ス に行

な わ れ るで あ ろ う。最 終 的 に は 、よ り実 質 的 な 議 論 、

共 同研 究 を会 員 間 で 開 始 し、音 声 ・言語 処 理 の領 域

で 、フ ォー ラ ム の 中 か らブ レー ク スル ー が生 まれ る

環 境 を 育む こ と を狙 い た い 。ま た 、よ り遠 大 な 目的

と して は 、 音声 ・言 語 処 理 技 術 の重 要 性 、必 然 性 を

コ ミュ ニ テ ィ外 にむ け て フ ォ ー ラ ム と して 訴 え 、

big scienceと して の 音 声 ・言 語 研 究 を促 進 させ る

運 動 を起 こす べ き と考 え る。今 後 フ ォー ラ ム会 員 に

む けて 、 こ う した 意 見 を 発信 し、コ ミュニ テ ィ全 体

で 追 求 す べ き よ り適 切 な 方 向 を探 る こ とに な ろ う。

関係 者 の 協 力 を願 い つ つ 、 筆 を 置 く次 第 で あ る。
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み ん な の 翻 訳 一ボランティア翻訳者の支援 と翻訳の共有のためのWebサ イ ト

 内 山 将 夫 †,阿 辺 川 武 ††,隅 田 英 ・一・郎 †,影 浦 峡 ‡

†(独)情 報通 信 研 究機 構
, ††国 立情 報 学 研 究 所, ‡東 京 大 学

1.ボ ラ ン テ ィア に よ る翻 訳

ボ ラ ンテ ィア の翻 訳 者 は 、様 々 な 文 書 を翻 訳 して い

ます 。 そ の な か に は 、た とえ ば 、オ ー プ ン ソー ス の

マ ニ ュア ル の 翻 訳 や 、プ ロ グ の翻 訳や 、NPO!NGO

の文 書 な どの 翻 訳 が あ ります 。

ボ ラ ンテ ィア の 翻 訳 者 は、翻 訳 に よ り、世 の 中 に貢

献 して い る と言 え ます 。た とえ ば 、オ ー プ ン ソー ス

の マ ニ ュア ル の 日本 語 訳 は 、日本 人 の ユ ー ザ ー に と

って は 、 大 変 有 難 い もの で す し、 プ ロ グの 翻 訳 は 、

他 の メ デ ィ ア が 注 目 しな い 場 所 や 人 々 につ い て 光

を 当て る もの と 言 え ます 。

した が っ て 、ボ ラ ンテ ィア の 翻 訳 者 を支 援 す る こ と

は 、 世 の 中 に 貢 献 す る こ とに な ります 。

ま た 、 日本 に い る ボ ラ ンテ ィア の翻 訳者 は 、現 在 、

数 千人程 度 で す が 、外 国 語 特 に 英 語 を 翻 訳 で き る潜

在 的 な ボ ラ ン テ ィア翻 訳者 の数 は 、数 十万 人程 度 で

は な い か と推 定 され ます 。

そ の た め 、翻 訳 を した い 人 が 、簡 単 に翻 訳 がで き る

環 境 を提 供 す れ ば 、現 状 よ りも、 もっ と多 くの 人が

翻 訳 をす る よ うに な り、よ り多 くの外 国の 情 報 を取

り込 め る と と もに 、日本 の情 報 を発 信 す る こ と もで

き る よ うに な る と思 い ます 。

この よ うな 動機 か ら、情 報 通 信 研 究 機 構 言語 翻 訳 グ

ル ー プ と東 京 大 学 図 書 館 情 報 学 研 究 室 は 、 共 同 で 、

「み ん な の 翻 訳 」とい うWebサ イ ト(trans-aid .jp、

図1)を 開発 しま した。

  ,け :1.
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図1:「 み ん なの 翻 訳 」 サ イ ト
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み ん な の 翻 訳 の 特 徴 は 、(1)高 機 能 な翻 訳 支 援 エ デ

ィ タQReditを 誰 もが利 用 で き る こ とと 、(2)みん な

の 翻 訳 で 公 開 され て い る翻 訳 には 、 「2次 的著 作物

を 作 成 し、そ れ を公 開 して も良 い 」 とい うラ イ セ ン

ス が 付 与 され て い る た め 、適 切 な使 用 で あれ ば 、翻

訳 を利 用 で き る とい うこ と と、(3)三 省 堂 の 協 力 に

よ り 「グ ラ ン ドコ ン サ イ ス 英 和 辞 典(36万 項 目収

録)」 が 翻 訳 支 援 に 利 用 で き る こ とで す 。

2.高 機 能 な翻 訳 支 援 エ デ ィ タQRedit

翻 訳支 援 エ デ ィ タQReditの 基 本 設 計 理 念 は 、以 下

の4点 に 集約 され ます 。(1)新 た な情 報 ・機 能 を提

供 す る の で は な く、翻 訳者 が現 に行 っ て い る作 業 の

手間 を 省 く、(2)シ ステ ム が 決 め るの で は な く翻 訳

者 が 決 め る の に 必要 な情 報 を提 供 す る 、(3)翻 訳 者

の 発 想 を 豊 か にす る 情 報 を表 示す る、(4)で き るだ

け シ ンプ ル に す る。 これ らの 方針 は 、翻 訳 者 へ のイ

ン タ ビ ュー お よび 現 状 の 翻 訳 支 援 技 術 の 水 準 に基

づ い て決 め ま した 。QReditで は 、入 力 され た原 文

に対 し、複 数 の 辞 書や 翻 訳者 が 登録 した 用 語 を 対象

に辞 書 引 き を行 な い 、翻 訳者 は 単 語 を ク リッ クす る

こ とで簡 単 に そ の 訳 語 を把 握 す る こ とが で き ます 。

ま た 、高 度 なイ デ ィオ ム検 出機 能 を備 え て い て 、語

間 に挿 入 を許 した 異 形 イ デ ィオ ム を 検 出 で きま す 。

これ らの イ デ ィオ ム に 対 して 、QReditで は 、図2

の よ うに 、下線 を 引 い て示 す な ど して 、翻 訳 者 が 見

落 さな い よ うに して い ま す 。イ デ ィオ ム は 、熟 練 翻

訳 者 で も誤 訳 す る可 能 性 が あ ります の で 、こ の よ う

に 、 エ デ ィ タ側 か ら何 らか の 警 告 を与 え る こ とは 、

有 用 で す 。
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図2:翻 訳 支 援 エ デ ィ タQRedit
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そ の他 に も、QReditで は 、 Web検 索 が で き る とか 、

用 語 を 登録 で き る とか の機 能 が あ ります 。特 に 、用

語 を登 録 す る と、そ の 用 語 をQRedit内 か ら検 索 で

き ます 。 この 検 索 は 、 自分 が 登録 した用 語 だ け で な

く、他 の人 が登 録 した用 語 も 同様 にで き ます の で 、

み ん な の翻 訳 で 公 開 され て い る用 語 が 増 えれ ば 、辞

書 にの って い な い用 語 で あ っ て も 、辞 書 引 き が で き

る よ うにな ります 。

3.翻 訳の共有

翻訳結果を共有するためには、原文と翻訳文の使用

許諾について考慮する必要があ ります。たとえば、

当然ですが、原文の著者が翻訳文の公開を許可して

いない場合には、翻訳文は公開できないので、翻訳

結果を共有することはできません。

そのため、みんなの翻訳の利用者には、原文と翻訳

文 の使 用 許 諾 に つ い て 確 認 を 求 め て い ま す。 ま た 、

み ん な の 翻 訳 の利 用 者 に は 、 各 自が 翻 訳 した 文は 、

2次 的 利 用 が で き る よ うに 許 可す る こ とを 求 め て い

ます 。 そ の た め に 、 シス テ ム は 、み ん な の 翻 訳 の利

用 者 が 翻 訳 文 を保 存 す る と き に 、 以 ドの よ うに し

て 、使 用 許 諾 な どを確 認 して い ます(図3),,

(1)ま ず 、 シ ステ ム は、 「あ な た が翻 訳 の 対 象 と した

文書(原 文)は 、原 文 著者 が 明示 的 に許 可 して い る場

合 を除 いて 、私 的 な 利 用 そ の 他 な ど、著 作権 法 で 認

め られ てい る範 囲 で しか 利 用 で き ませ ん 。原 文 答者

は 、そ の翻 訳 を 公 開 して も良 い と(あ な たや 他 び)人

に)許 可 を して い ます か?」 と確 認 します 。(2)そ れ

が 「は い 」 の場 合 に は 、 シ ステ ム は 、 ク リエ イ テ ィ

ブ ・コモ ン ズ等 の 「あ な た の 文書 か ら2次 的 箸作 物

を 作成 し、そ れ を公 開 して も 良 い」 とい う条 件 に 矛

盾 しな い使 用 許 諾 条 件 を 設 定 して も ら うよ うに し

て い ます 。

    ,' :1

1蜘 漁齢纐 撫麟欄 翻団FF&㎞L輔擁蹄                            、二∫
                                               A

公開設定                         図

 、φ公 開情 報を入力して下さい みんなの ・にお1る 刺一 の '

 あなたが翻訳の対象とした文書(原文)は.原 文著者が明示的に許可している場合を除いて私的な利用その他など.著

 作権法で認められている範囲でしか利用できません。

 原文著者は,そ の翻訳を公開しても良いと(あなたやみんなに)許可をしていますか?

  oは いoい い え

 使用許 あなたの文書(訳文}の使用許諾条1辱を選択して下さい。

 諾条件 越 クリエイティブコモンズの 場合

◎ 表示

◎ 表示・継承

○ 表示・非営利

o蓑 示 ・非 営 利 ・継 承

0制 限なしに利用可能(パブリック・ドメイン)

_の 作 品 を利 哨 するとさに は 原著 作蓄 の 腕、ジ ・トを

装示 して下さい(説 明齢)

「表示 」に加 えて、2次 的 著 作 物をこのf'品r同 一一の

使 鋼 言午≡若条1牛として 下さい(≡党明厨)

「蛋 孝tに 加 て.て 非 営 利 ての 嘆用 の み 蓬許 ・II一ま ナ

(説 明e)

「蓑 示・継 承」に 駕えて、非 宮 利 ての 便 用の み を許 司1.

ま す (言免目尾晒)

バ ブリッ17・ドメインに 騰 するもの とし じ、世 の 中に 審贈

します{説 明日}

v

完了

図3:文 書の使用許諾権の設定
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このように して、みんなの翻訳では、原著者や翻訳

者の著作権を尊重しつつ、翻訳を共有できる仕組を

準備 しています。

4.今 後 の 展 開

み ん な の翻 訳 は2009年4月8日 に一 般 公 開 しま し

た 、 それ か ら1ヶ 月 ほ どで 、500人 弱 の ユ ー ザ が

登録 しています。また、アムネスティインターナシ

ョナル 日本を含む4つ の翻訳グループにも使って

いただいています。現状のみんなの翻訳は、英 日お

よび日英の翻訳 しかサポー トしていませんが、これ

を多言語に展開するとともに、共有された翻訳や用

語を有効利用す るための言語処理技術 を研究開発

していきたいと思います。
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自由に翻訳

         エ ラ リー ジ ャ ン ク リス トフ

    翻 訳 ・通 訳(株)DOUBLET代 表取 締 役

OmegaT現 地 化 管 理担 当/ユ ー ザ ー サ ポ ー ト担 当

翻訳支援 ソフトとは?

翻 訳 支 援 ソフ トは 翻 訳 メモ リ ソ フ トと も呼 ば れ 、翻

訳 メ モ リ機 能 に よ っ て 翻 訳 支 援 を 行 う ソ フ トで あ

る。

機 械(自 動)翻 訳 と の 決 定 的 な 相 違 点 は 、 翻 訳 を行

うの が ソフ トで は な く、翻 訳者 で あ る こ とだ。

翻 訳 メモ リソ フ トに は い くつ か の 共 通機 能 が あ る。

一原文を全体 として扱 うのではな く
、部分(分

節)に 分けて扱 う
一翻訳済みの分節 を原文と訳文を合わせたペア と

して記憶する
一記憶 したペアを次の分節の参考翻訳として使 う

上記の 「翻訳済みの分節 を原文 と訳文を合わせたペ

ア」の集合、及びそれを含むデー タファイルは翻訳

メモ リ(ま たは翻訳メモ リファイル)と 呼ばれる。

上記の基本的機能に加え、ソフ トによって下記のよ

うな機能 も提供される。

'様々な原文ファイル形式を直接扱える

'翻訳者が分節化の規則を設定できる

'原文の特徴(見 栄えな ど)を 訳文に反映できる

"分節 に含まれ る単語訳の参考となる用語集を扱

える

ま た 、 原 文 、 訳 文 、 翻 訳 メ モ リ、 用 語 集 な どの デ ー

タ を ま とめ て 効 率 よ く扱 うた め に は 「翻 訳 プ ロ ジ ェ

ク ト」 とい う仕 組 み も必 要 とな る。

OmegaTは 上 記 の そ れ ぞ れ の機 能 を提 供 す る だ け で

な く、使 いや す さ に も重 点 をお いた ソフ トで あ る。

自由なソフ トウェア

OmegaTは 自分 に 合 っ た環 境 で 使 用 が 可 能 だ 。 Java

べ 一 ス の ソフ トウ ェア で あ るが 故 に 、OSに 拘 らず 使

用 で き る。 通 常Java実 行 環 境 が 必 要 とな る が 、 Java

実行 環 境 の な いOSの 場 合 は 、 Java実 行 環 境 付 き の

OmegaTを 使 用 す る こ と も可 能 だ 。

OmegaTの も つ 自 由 度 はOSだ け で は な い 。

OmegaTは ま さに 「自由 な ソフ トウェ ア」 な の だ。

「自 由 な ソ フ トウェ ア:コ ピー 、研 究 、 変 更 、 配 付

等 の 扱 い に 関 して 、 ほ とん ど、 ま た は ま っ た く 、 制

限 が 付 け られ て い な い ソ フ トウ ェ ア 。 ソー ス コー ド

の 開示 を 前 提 とす る。 」

トウ ェ ア」)。

(Wikipedia、 「自 由 な ソフ

OmegaTの 場 合 、 使 用 権 利 はGPLラ イ セ ン ス に よ

っ て 与 え られ る 。 基 本 的 に は 、 ソフ トそ の も の を 自

由 に 使 う権 利 、 自 由 に 改 良 す る 権 利 、 変 更 点 配 布 の

権 利 が あ り 、 配 布 す る コ ー ドに 対 して は 、 同 じ権 利

を 与 え る 義 務 が あ る。 言 い 換 え れ ば 、 誰 で も 自 由 に

使 用 で き 、 コ ピー や 改 良が で き るわ け で あ る。

も う一つ のOmegaTの 特徴 は ボ ラ ンテ ィア に よっ て

開発 、 多 言 語 化 、 テ ス ト、 サ ポ ー ト、 普及 化 が 進 め

られ て い る こ と で あ る 。 ボ ラ ン テ ィ ア が 中 心 な た

め 、OmegaTに 関 わ る 活 動 もま さ に 白由 だ 。 優 先 順

は 人 に よ って 異 な る が 、 ボ ラ ン テ ィア が 同 時 に翻 訳

の プ ロ で も あ る た め 、 不 完 全 な が ら、 翻 訳 者 が 求 め

る機 能 を 知 り尽 く した 人 々 た ち に よ っ て 作 られ た わ

けだ 。

2009年5月 現 在 、 開 発 管 理 者 は4代 目とな り、 、 多

言語 ユ ー ザ ー リス トの 登 録 者 数 は1000人 を 超 え る。

開発 サ イ トか らの 平均 ダ ウ ン ロー ド数 は(12ヶ})に

わ た っ て)月 に4200を 超 え て い る が 、殆 どのLinux

デ ィ ス トリ ビュ ー シ ョン に も 入 っ て い る た め 、 実 際

の使 用 者 数 は集 計 不 可 能 だ 。 人 気 の あ る フ リー ラ ン

ス翻 訳 者 の登 録 サ イ トで あ るproz.comで も、 他 の 翻

訳 支 援 ソフ トと同様 に扱 われ て い る。

OmegaTの 仕 組 み

こ こ で 紹 介 す る の はOmegaT 2.0.2べ 一 タ版 で あ

る。OmegaTの 開 発 過 程 に は 、 「安 定 版 」 、 「ベ ー

タ版 」 、 「開発 版 」 な どが あ る。

「安 定版 」 とは 、 公 開 時 に十 分 に 安 定 し、 取 扱 説 明

書 も 更新 され た 版 で あ る 。 「ベ ー タ版 」 も公 開 時 に

十 分 に 安 定 し て い る が 、 取 扱 説 明 書 が 未 更 新 で あ

る。 「開 発 版 」 は 上 記 の 二 つ と違 っ た 形 で 公 開 され

て お り、 開 発 中 の た め テ ス ト用 の み に使 用 され て い

るが 、 特 にア クセ ス制 限 され て い な い た め 、 バ イナ リ

構築 が 可能 な環 境 さえ整 えて いれ ば 普通 に使 え る。

OmegaTが 扱 うの は フ ァイ ル で は な く 、翻 訳 プ ロ ジ

ェ ク トで あ る。 先 ほ ど述 べ た 様 に 、 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク

トは 「原 文 、 訳 文 、 翻 訳 メ モ リ、 用 語 集 な どの デ ー

タ」 を関 連 付 けて 管 理 す る仕 組 み で あ る。

OmegaTに お け る こ の 仕 組 み は 非 常 に 分 か りや す

く、使 い や す い の が 特 長 だ 。

なぜ なら、それぞれのデータを関連付けるのは単純
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に フ ォル ダ で あ るか らで あ る。

新 規 プ ロ ジ ェ ク トを 作 る と、 「原 文 」 を入 れ る フ ォ

ル ダ 、 「翻 訳 メモ リフ ァ イ ル 」 を 入 れ る フ ォ ル ダ 、

「用 語 集 」 を 入 れ る フ ォ ル ダ 、 そ して 、 翻 訳 者 が 求

め る とき にOmegaTが 訳 文 を 入れ る フォ ル ダ が 作 成

され る。

フ ォル ダ 単位 な の で 、 そ の 中 の デ ー タ が 全 て 扱 わ れ

る 。 つ ま り、 原 文 フ ァ イ ル を一 つ ず つ 訳 す の で は な

く、 原 文 フ ォ ル ダ 内 の フ ァイ ル を 集 合 と して 扱 わ れ

る の で 、HTMLサ イ トな どの フ ォル ダ階 層 の複 雑 な

フ ァイ ル集 合 も簡 単 に訳 す こ とが で き る。

操 作 。 例 え ば 、 原 文 か ら、 タ グ を 削 除 す る 、 あ る い

は 、 原 文 か らタ グの み を残 す_な どの 操 作 も 可能 に な

る。 下 記 の ス ク リプ トは 「原 文 か らタ グの み を残 す 」
一つ の例 で あ る:

on run{}

         do shell script"sed¥"s/〈[^〉]*〉/

         /g¥

         /Library/Preferences/OmegaT/s

         cript/source.txt l

         /usrnocal/bin/pbcopy"

end run

sed命 令 をMac OSXのApplescriptの 中 に入 れ たの

で 、UIか らそ れ を 起 動 す る こ と も可 能 に な る。

新 規 プ ロ ジ ェ ク トに お い て 、 既 に 存 在 して い る フ ォ

ル ダ を 使 用 す る こ と も 可能 で あ る。 た と え ば 、顧 客

ご とに デ ー タ を整 理 す れ ば 、新 規 プ ロ ジ ェ ク トで も

そ の 顧 客 用 の 原 文 フ ォル ダ や 過 去 の 参 考 翻 訳 メ モ リ

フ ォル ダを指 定す る こ とが で き る。

翻 訳 プ ロジ ェ ク トの 管理 作 業 はOmegaTに 依 存 す る

こ とな く、Mac OS Xな らばFinder、Windowsで

はExplorerな どの フ ァイ ル 管 理 ソフ トで 可 能 だ 。

そ して 、 設 定 フ ァ イ ル は す べ て テ キ ス ト形 式 で 、 普

通 の テ キ ス トエ デ ィタ で編 集 す る こ ともで き る。

こ れ く らい の規 模 の 機 能 開 発 な ら、 ち ょ っ と した 好 奇

心 と時 間 を もっ た 方 で あ れ ば 行 え る だ ろ う。 多 言 語 ユ
ー ザ ー リス トに は

、 そ うい っ た拡 張機 能 の コ ー ドが 公

開/交 換/改 良 され 、少 しで も ス ク リプ トの 知 識 の あ

る 方 な らす ぐに 使 え る。OSは そ れ ぞ れ な の で 、 共 通

の 言 語や 方 法 が 好 ま れ るが 、 自分 のOSで 適 用 で き な

い 方 法 で も 、原 理 さ え分 か れ ば 、数 行 で 書 き換 え る こ

とが で き る。

APIと い う程 の もの で は な いが 、 そ の機 能 に よ っ て 、

使 用 者 の コ ン ピ ュー タ リテ ラ シー も高 ま る だ ろ ケ。 そ

れ は 、 自由 な ソフ トの 基本 的 な 役割 と も言 え る。

OmegaTの 今

これ か ら…

最 新 の べ 一 タ 版 で は 「文 字 列 の 自動 テ キ ス ト出 力 」

機 能 が 導 入 され た。

これは、現在の原文分節、記録 された訳文分節 と選

択 されている文字列それぞれを、別のテキス トファ

イルへ自動的に出力する機能である。

Javaコ ー ドは プ ロ グ ラマ で は な い 使 用 者 に は か な り

難 し い 。 読 む の も 、 書 く の も で あ る 。 従 っ て 、

OmegaTの 機 能 拡 張 は 最 近 ま で は 開 発者 の み が 行 っ

て い た。

この 新 しい 機 能 に よ っ て 、bashな どの シ ェル ス ク リ

プ トや ス ク リプ ト言 語 のruby、 python、 perl、 ま た

は 、 単 純 にC言 語 で も、 そ の テ キ ス トフ ァ イル の 内

容 を処 理 す る こ と で 新 しい 拡 張 機 能 の 開 発 が 可 能 に

な る。

例 え ば 、現 在 の 分 節 をGoogle Translateへ 送 っ て 、

そ の 訳 を ク リ ップ ボ ー ドに 自動 的 に入 れ る こ と で 、

訳 文 にGoogleの 自動 翻 訳 を 参 考翻 訳 と して使 え る。

も う一 つ の 「拡 張 機 能 」 は 原 文 の 「見 栄 え タ グ」 の

OmegaTは 日本 語 化 され て い る の で 、 起 動 す れ ば 、

「お 手 軽 ス タ ー トガ イ ド」 が 表 示 され 、 そ こ で 記 述 さ

れ た 基 本 操 作 さ え覚 えれ ば す ぐ に仕 事 で 使 え る。 取 扱

説 明 ガ イ ドは1.6版 か ら更新 され て い な い ま まで あ る

が 、 原 理 は それ ほ ど変 わ っ て い な い し、 新 しい機 能 は

ソフ トの メ ニ ュ ー か ら 日本 語 で表 示 され る の で 、 試 せ

ば す ぐ にわ か る 。 分 か らな い と き に は ユ ー ザ ー リス ト

に 訊 く こ とが で き る。 そ して 、 い ずれ 、 最 新 版 の 取 扱

説 明 ガ イ ドを 日本 語 に訳 す ボ ラ ン テ ィア が 現 れ た ら_

完成!

さ あ 、 あ な た も是 非 、OmegaTを 試 して み て く だ さ

い!

開 発 サ イ ト:

https:〃sourcefbrge.net/protects!omegat1

ユ ー ザ ー リ ス ト:

http:〃tech.groups.vahoo.com!group10megaT1

オー プ ン ソー ス カ ン フ ァ レン ス2009関 西in京 都

7月11日(土)11時15分 「翻 訳 支援 ツ ー ル

OmegaT最 新 情 報1」

http:〃www.ospn.ip!osc2009-kansai!
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一
     人に理解しやすく 機械にも理解しやすい 産業日本語

財団法人 日本特許情報機構

  渡邊 豊英、大塩 只明

1.は じめ に

 財 団 法 人 日本 特 許 情 報 機 構(Japio)は 実 施 事 業

で あ る特 許 翻 訳 事 業 の 効 率 化 の 一 環 と して、日本 語

見直 しの 必 要 性 を実 感 し、 平 成19年 度 よ り技 術 用

日本 語 に 関す る研 究 に 着 手 し、 「産 業 日本 語 」 とい

う制 限言 語 の コ ンセ プ トをデ ザ イ ン し、そ の 開 発 計

画 を策 定 した。

 グ ロー バ ル 化 す る経 済 社 会 は 事 実 上 の 世 界 標 準

言 語 と い え る英 語 で の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン をベ ー

ス に動 い てお り、日本語 で の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を

ベ ー ス とす る我 が 国 の産 業 界 に とっ て 、言 語 の 相 違

に基 づ く負 荷 は 大 き く、国CrY競 争 力低 下 の リス ク要

因 に な っ て い る。 また 、表 現 上 の 自由 度 の 大 き さや

曖 昧 な表 現 が 、時 と して、言 語 本 来 の機 能 で あ る正

確 な 情 報 の伝 達 の 妨 げ とな る こ とや 、知 識 管 理 の 高

度 化 ・効 率 化 の 妨 げ とな っ て い る こ と も否 め な い 。

 「産 業 日本 語 」 は この よ うな 状 況 の 打 開 策 の 一 つ

に な る と考 え る。

2.産 業日本語 とは

 産業 日本語は産業技術文書の記述に用いられる

日本語を規格化ない し標準化することにより、当該

文書が伝達すべき情報を正確に伝達、かつ、機械処

理 しやす くする。これにより、日本語の情報力を強

化 し、産業技術分野 ・科学技術分野における知的生

産性の飛躍に貢献する。

 産業日本語は二つの側面を持つ。一つ目は人間の

コミュニケーション能力を強化す る日本語である。

 ・情報を的確かつ容易に表現できる

 ・情報を容易かつ正確に読み取れる

 ・産業関連の広範囲の人々に活用される

二つ目はコンピュータ処理に向く日本語である。

・コンピュータによる高度な文書処理(作 成 ・検寮

 翻訳 ・要約等)に 適す

・文書処理を知識処理へと発展させる

・現状の文書処理技術における蓄積を効果的に継承

する

3.経 緯

 「産 業 日本 語 」 の コ ンセ プ トは'ド成17年 に特 定

非 営 利 活 動 法 人 セ マ ン テ ィ ック ・コン ピュー テ ィン

グ研 究 開発 機 構(ISeC)か らJapioに 「明晰 日本語 」

の名 称 で提 案 され た。ISeCがJapioに 提 案 した理

由 は3つ あ る。一 つ 目は 特 許 デ ー タが 大 量 に使 え る

こ とで あ る。1993年 以 降 に 公 開 され た 文 献 が 全 て

テ キ ス トデー タ と して整 理 され て い る。二つ 目は外

国 語 の 対 訳デ ー タ を 蓄積 して い る こ とで あ る。特 許

の 国 際 化 の 進 展 で 外 国 か ら 日本 へ の 出願 が 年 間6

万 件 あ り、外 国 語 の 対 訳 テ キ ス トデ ー タが 入fし や

す い 。三っ 目は 正 確 性 を判 断 す る 専門 家 が い る こ と

で あ る。従 来 の 書 き方 と 「産 業 日本 語 」の 間 で 意 味

の 違 い が 生 じな い こ と、ま た違 い が 生 じた 場 合 に は

違 い の 詳 細 を分 析 す る こ とが で き る。

 JapioはISeCの 提 案 を受 け ド記 の技 術 文 吾の

問 題 を解 決 す る た め 、 「産 業 日本 語 」 を推 進 す る こ

と と した。

 ・現 在 の特 許 文 は機 械 翻 訳 で き な い場 合 が 多 く、

  翻 訳 コ ス トの低 減 が難 しい

 ・弁 理 士 が 作成 した 特 許 文 書 は 特 殊 な 言 い 回 しが

  多 く、発 明 者 に とっ て 読 み に くい 場合 が あ る

 ・翻 訳 者 に とっ て も同様 に読 み に くい た め 、外 国

  で 有 効 な 権 利 が 取 得 で きな い 場 合 が あ る

 ・特許 は 一般 の 人 に とっ て 難解 で 、技 術 文書 と し

  て 利 用 しに くい 場 合 が あ る
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 もう一っの要素 として、AAMTや 言語処理学会

等の産官学での研究開発の結果、日本語処理の知見

や経験の充分な蓄積がなされてきており、またコン

ピュータによる日本語文書作成の高度な支援が可

能 となってきたことがある。

・ 言語学における知見の蓄積

・ 言語処理における要素技術の蓄積

・ 言語資源 としての特許テキス トの蓄積

・ 日本語文章論や 日本語ライティングの経験や

  用途別文書作成におけるノウハウの蓄積

3.こ れ ま で の 成 果

 平成17年ISeCは 産 業 日本 語 を機 械 処 理 す る際

に利 用 す る予 定 の 言 語 で あ るCDL(概 念 記 述 言 語)

の基 本 仕 様 を策 定 した。CDLは 構 文木 に加 え て 文

間 の 照 応 等 の ネ ッ トワー ク 記述 が 可能 で あ る。

 平成19年 度 、 平成20年 度 の 一二年 間 にJapioは

「経 済 活 性 化 の た め の技 術 用 日本 語 プ ラ ッ トフ ォ

ー ム の 開 発 に 関 す る フ ィー ジ ビ リテ ィス タデ ィ」を

行 った。 こ の 中 で 開 発 計画 の 策 定 、産 業 日本 語 で の

文 書 作 成 を支 援 す る た め の オ ー サ リン グ シ ス テ ム

の 動 作 実 験 と評価 お よび 産 業 日本 語 文 へ の 書 き換

え に 必 要 な 知 識 デ ー タ の 実 験 開 発 と評 価 実 験 を行

った。 この ス タデ ィ と並行 してJapioは 言 語 処 理 、

知 的 財 産 お よ び 言 語 学 の 専 門 家 に 参 加 をお 願 い し

て 「明 晰 日本 語 委 員 会(平 成19年 度)」 と 「産 業 日

本 語 委 員 会(平 成20年 度)」 を 開催 して 、平 成19

年度 に 明 晰 日本 語 基本 仕 様(第0版)を 、 平 成20

年度 に産 業 日本 語 共通 基 盤 仕 様(第1版)、 特 許 版

TJ(第0版)、 翻 訳TJ(第0版)、 検 索TJ(基 本

仕 様 版)、 図 式TJ(基 本仕 様 版)を 策 定 した 。なお 、

TJは(Technical Japanese:技 術 用 日本 語)の 略 称

で あ る。 平成20年 末 、AAMTIJapio特 許 翻 訳研

究 会 にお いて 「産 業 日本 語 」を 説 明 して 協 力 を お願

い した。

4.今 年 度 の 予 定

 平成21年 度 は 特 許 分 野 で の 産 業 日本 語 の 活 用 を

具現 化 す る た め 、広 く配 布 可 能 な 特 許 文 書 ライ テ ィ

ン グ マ ニ ュ アル を 作成 す る と と もに 、産 業 日本 語 共

通基 盤 仕 様(第2版)、 特 許TJ(第1版)、 翻 訳TJ

(第1版)、 を 策 定 す る。 ま た 、 産 業 日本 語 の オ ー

サ リン グ シ ス テ ム の 作 成 に 着 手 した い と考 え て い

る。 さ らに 、 「産 業 日本 語 」 は 我 が 国 の産 業 界 全 体

で取 り組 むべ きテ ー マ で あ り、特 許 以 外 の 分 野 で 展

開す る た め の総 合 的 な議 論 ・研 究 ・開発 を 行 い 、普

及 を 図 る場 と して の 「産 業 日本 語 フ ォー ラム 」の 設

立 を 言語 処 理 学 会 等 と調 整 中 で あ る。

5.世 界 を睨 ん だ 知 的 財 産 戦 略 の 強 化

 「知的 財 産 推 進 計 画2008」 に お い て 、 国 際 競 争

力 を強 化 す る た め に、よ り一 層 の 知 的創 造 サ イ クル

の グ ロー バ ル 化 が 提 唱 され てい る。2008年5月 に

総 合 科 学 技 術 会 議 か ら公 表 され た 「革 新 的 技 術 戦

略 」で は 、研 究 開発 の初 期 段 階 か らの 戦略 的 な 知財

の創 造 ・保 護 ・活 用 を 図 る体 制 の整 備 の重 要性 が謳

われ てい る。2008年9月 に経 済 産 業省 か ら発 表 さ

れ た 「新 経 済 成 長 戦 略 の フ ォ ロー ア ップ と訂 正 」等

にお いて も、世 界 を 牽 引す る知 財 シ ス テ ム構 築 の 必

要 性 が 謳 わ れ て い る。 特 に 、2008年 夏 に発 表 され

た 「イ ノベ ー シ ョン と知財 政 策 に 関す る研 究 会 」で

の 提 言 に は 、特 許 関連 文 書 にお い て使 用 され る 日本

語 の 見 直 しと関 連 が あ る もの も多 い 。

 「産 業 日本 語 」の 導入 は 、これ らの 課 題 の 解 決 策

とな る と確信 して い る。

参 考 資 料

・産 業 日本 語 ホ ー ムペ ー ジ

 http:〃japio-tjp.org!index.html
・平成19年 度

、20年 度 シ ス協 報告 書要 約

 http:〃www.japio.or.jp/kenkyu/kenkyuOl.html

平成19年 度、平成20年 度の 「経済活性化のた

めの技術用 日本語プラッ トフォームの開発に関

するフィージビリティスタディ」事業は、(財)

JKAの 機械工業振興事業補助金の交付を受け
て行 う(財)機 械システム振興協会の委託事業

により実施 しています。

18



一
言葉 と人材 一

         (連載第_回)

グローバル時代における企業内の言語 とコミュニケーシ ョン

                         日本貿易振興機構(JETRO)

                                 九門 崇

1.は じめ に

 第1回 の原 稿 で は 、 グ ロー バ ル か が進 展 す る中 、

日本 企 業 が 「世 界標 準 」を考 え る に際 して重 要 な領

域 に な る と考 え られ る 日本 国 内 や 海 外 法 人 におけ る

グローバ ル人材(外 国人)の 活用 につ いて概論 を述べた。

 今 回 は 、こ う した 日本 企 業 の グ ロー バ ル 人 材 活 用

に お い て 、日本 企 業 の 社 内 言 語 と コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンス タ イ ル に つ い て 考 察 して み た い。

 中 国 で は 、上 海 な ど大 都 市 の 市 場 は 様 々 な 国 籍 の

企 業 が参 入 して い て 、す で に 「ミニ ・グ ローバ ル 」

とい え る状 況 で あ る。欧 米 系 企 業 で は 、中 国 で もオ

ー ス トラ リア 人 や シ ン ガ ポ ー ル 人 な ど様 々 な 国 籍

の 人 々 が幹 部 に な る ケー ス が 見 られ 、日系企 業 で も

現 地 化 と い うこ とで 中 国 人 を 幹 部 に す る 取 り組 み

を始 め てい る。こ う した 人材 登 用 を進 め る に お い て

も、 グローバル な発想 を さらに広 げてい く必要 があ る。

 そ こ で重 要 に な っ て く るの が、異 な る 国籍 の社 員

間 での コ ミュニ ケー シ ョン を ど こ まで 「世 界 標 準 」

に合 わ せ て い く のか とい う問 題 だ 。こ こ で は 言語 と

コ ミュ ニ ケー シ ョン の2つ に分 け て考 えた い。

2.英 語 が グ ロー バ ル ビジネ スの 共通 語 に

 まず 、グ ロー バ ル ビジ ネ ス の 世 界 で は 、英 語 が 共

通 語 化 して い る のが 現 実 だ 。作 家 の水 村 美 苗 氏 は 著

書 『日本 語 が 亡 び る と き一 英 語 の 世 紀 の 中で 』 で、

イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及 に よ り 、 英 語 が 普 遍 語

(universal language)と して の 地 位 を 確 立 す る時

代 に入 って い る と して お り、そ の上 で の 日本 語 教 育

や 英 語 教 育 の 必 要 性 を訴 えて い る。冒頭 に述 べ た 中

国 で の 例 の よ うに、 どの 国 の 企 業 で あれ 、組 織 で働

く人材 の国籍 が多様 化 していけば い くほ ど、共 通の言語

で コ ミュニケー シ ョンを とる必要が 出て くるた めだ。

 ア ジア で は 中国 や そ の 他 東 南 ア ジア に華 僑 が 多

い こ とか ら、英 語 に 次 い で 中 国語 の 重要度 も増 す だ

ろ う。今 後、中国系企 業が さ らにグ ローバル展 開 してい

く際の社内共通語 が英語 にな るのか 興味深いテー マだ。

 で は 、日本 企 業 に とっ て社 内共 通 語 の 英 語化 は必

要 な の か?ま た そ れ は 可 能 な の か?実 際 に 社 内 オ

ペ レー シ ョン をす べ て 英 語 化 しよ うとす る と、特 に

本 社 で 様 々 な 問題 が 起 こ るだ ろ う。海 外 との や り取

りや 会 議 を 英語 化す る こ とに と どま らず 、社 内 の 文

書 やe-mailな どす べ て 英 語 化 した 際 に 、 社 員 や 幹

部 が どこ ま で 対 応 で き る か と い う大 き な 課 題 が 生

じる た め だ。逆 に 、海 外 法 人 に お い て は 、 ロシ ア な

ど市 場 が 拡 大 す る も 日本 語 が 話 せ る 人材 が 不 足 し

て い る 国 ・地 域 で は 、社 内 共 通 語 を 英 語 に して い る

場 合 もみ られ る。そ の 中で 、三 菱 商 事 は 社 内 コ ミュ

ニ ケー シ ョン にお い て 、 日本 語 と英 語 の 「バ イ リン

ガル 化 」 を進 め てお り、今 後 の動 向 が 興味 深 い 。

 完 全 な 英 語 化 に 向 か う前 の 現 実 的 な 対 応 と して

は 、外 国 人 を採 用す る際 に 、 日本 語 よ りも使 用 人 口

が圧倒 的に多 い英語 を話 し、能力評価 の 高い人材 を よ り

大 きな世界 中の人材 市場か ら採 用す る ことだ。その上で

日本語 教育 を施す 方が よ り優 秀な人材 を確保で きる。

 しか し、実 際 に は い く ら英 語 が流 暢 に話 せ て も 日

本 語 が 十 分 に 話 せ な い 人 材 は そ れ だ け で 日系 企 業

に は採 用 され に くい の が 現 状 だ ろ う。ア ジ ア最 大 の

イ ン タ ー ネ ッ ト求 人 サ イ トを 運 営 す る ジ ョブ ス ト

リー ト(本 社マ レー シア ・登 録 者 数500万 人超)日

本 法 人 とエ ー オ ン コ ン サ ル テ ィ ン グ ジ ャパ ン が 調

査(2008年9月 、有 効 回答 数28,679人 、対 象 者 の

居 住 国 は イ ン ドネ シ ア 、 マ レー シ ア 、 シン ガ ポ ー

ル 、フ ィ リ ピン 、 タイ 、ベ トナ ム 、イ ン ド)し た と

こ ろ 、 日本 企 業 で 働 く 際 の 障 害 と して 、 「言 葉

(79%)」 が 「昇 進 の機 会 が 少 な い(26%)」 な ど

他 の 回 答 を圧 倒 的 に 引 き離 して トップ に挙 げ られ
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て い る。 しか し、 日産 や ソニ ー の トップ に 外 国 人 が

就 任 した よ うに 、今 後 は経 済 成 長 著 しい イ ン ドや 中

国 の 企 業 が 日本 企 業 を 買 収 して イ ン ド人 や 中 国 人

が トップ に な る ケー スが 出 る可 能 性 もあ る。そ の 場

合 の社 内共 通 語 が 日本 語 にな る とい う保 証 は な い 。

3.相 手を"同化'させない 蠕'の コミュニケーシ ョンへ

  も う一つ の課 題 は 、単 に 言 語 の 問題 とい うよ り

も、 一般 的 な コ ミュニ ケー シ ョンの 問 題 だ。 言語 の

障 壁 は 社 内 で通 訳 をつ け る な どす れ ば あ る 程 度 解

決 す る。しか し、それ だ け で は 不 十分 な場 合 も あ る。

 グ ロ ー バ ル 人 事 に 詳 しい コ ン サ ル タ ン トに よ る

と 、海 外 の 日系 企 業 で 、 日本 人 駐 在 員 が 英 語 や 中 国

語 が 話 せ な い た め 通 訳 を つ け た 時 、そ れ で も 自分 の

意 図 して い る こ と が相 手 に伝 わ ら な い こ と が あ っ

た とい う。 日本 人 の 場 合 、そ れ は相 手 の 理 解 力 が 不

足 して い る と考 えが ちだ が 、実 際 に よ く話 を聞 い て

み る と、日本 人側 が相 手 に わ か りや す く話 せ ない ケ

ー ス も多 い よ うだ
。

 ・般 的 に 日本 人の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン は"あ うん

の 呼 吸"や"察 す る"に 見 られ る よ うに 、しば しば 「暗

黙 知 」的 に な る。価値 観 が お 圧い 異 な る こ とを 前提

に コ ミュニ ケー シ ョン して い る 人 は少 な く、ま た そ

うい う教 育や トレー ニ ン グ も受 け て い な い。

 しか し、これ か らは、異 な る 価値 観 を持 っ て い る

か らお 互い 「対 立」 した り、相 手を 「同化 」 させ る

とい うこ とで は な く、それ 前提 と して 「対話 」に 変

え て い く努 力 が ビ ジ ネ ス の 世 界 で も一 層 必 要 に な

る。例 え ば 、欧 米 を始 め と して 、イ ン ド人 や 中国 人 、

ロ シ ア 人 な ど新 興 国 も 含 め た 多 様 な 価 値 観 を持 つ

世 界 の リー ダ ー との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン が で き る

人 材 を ど う育 て るか は 大 きな 課題 だ。

 英 語 で 、"Let's agree to disagree"と い う表 現 が あ

る。 「お 互 い 意 見 が 異 な る とい う点 に 同 意 し よ う」

とい うこ とだ 。 こ こで 重 要 な の は 、同 質 化 す るの で

は な く 、個 人 と しての 自分 の ア イ デ ンテ ィテ ィ を し

っ か りと持 った ヒで 「対 話 」して い く とい う こ とだ。

口本 人 が全 くア メ リカ人 の よ うな 考 え 方 に な っ た

ら、そ れ は個 性 が 失 わ れ る とい うこ とで 、相 手 もそ

うい う 日本 人 に魅 力 は感 じな い だ ろ う。 同様 に 、 日

本 企 業 が ア メ リカ 企 業 と全 く同 じよ うに 行 動 して

もそ の 強 み を 発 揮 で き るか ど うか は 疑 問 で あ る。

 グ ロー バ リゼ ー シ ョンが 進 ん だ 世 界 で は 、人 、情

報 、資金 な どが 自由 に 国境 を越 え て移 動 す る。そ の

本 質 は 、 「フ ラ ッ ト化 」 と 「多様 化 」 が ない まぜ に

な った 「多様 な価 値 観 を持 つ 世 界」 だ。 グ ロ ーバ ル

化 が 進 む こ とに よ っ て 世 界 が 全 て 同 質 化 に 向 か う

わ けで は な く、よ り多様 性 が浮 き彫 りに な る 世 界 に

な る とい う こ とだ。そ の 時 代 に は 、 よ り 自分 自身 の

個 性や 自国 の価値 観 を強 く意 識 しなが らど う異 なる価 値

観 の人々 と仕事 を進 めてい くか とい うことが重要 になる。

 例 え ば シ ンガ ポ ー ル が東 南 ア ジ ア の地 域 統 括 拠

点 と して の 地位 を維 持 して い るの は 、 近 隣 の タ イ 、

イ ン ドネ シア 、 マ レー シ ア ま で飛 行機 で1時 間 程

度 、イ ン ドや ベ トナ ム で も同5時 間 く らい で 行 け る

とい う地 政 学 的 優位 性 だ け が 要 因 で は な い 。イ ン ド

人 ・マ レー 人 ・華 人 な ど様 々 な人 種 が一 緒 に住 ん で

い る、 「ミニ ・ア メ リカ」 とい え る 多 様 性 の 社 会 で

あ る こ と も影 響 して い るの で は な い か 。ま た 、シ ン

ガ ポ ー ル 政 府 は 海 外 か ら優 秀 な 人 材 を 誘 致 す る こ

と に積 極 的 で 、イ ン ドで は シ ン ガ ポ ール に来 ませ ん

か とい うテ レ ビ広 告が 流 れ て いた り、世 界 中 か ら研

究 者 を集 め る よ うな努 力 を してい る。

 フ ラ ッ ト化 に よ り 「人 」の 自由 な移 動 が 国境 を越

え て企 業 間 で も起 こ る と、価 値 観 が 違 う こ とを 前 提

と した コ ミュ ニ ケ ー シ ョン や 企 業 の 人 事 シ ステ ム

が求 め られ る。そ して 、外 国 人 で あれ 、女 性 で あれ 、

転 職 者 で あれ 、全 て 同 じプ ラ ッ トフ ォー ム の 上 で 同

じシステ ムに基づ き評価 されて い く。 これ が欧米の グ ロ

ー バル企業 が行 って きた ことだ
。 日本企 業は 、社内 共通

言語を どこまで英語 にす るのか 、企業 システム を どこま

で世界で統一 してい くのかが問 われ てい る といえ る。

参考文献

「日本語が亡びるとき一英語の世紀の中で」

 水村 美苗、筑摩書房、2008年
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一
中国 ・韓国特許検索システムの紹介

株 式 会社 ク ロ ス ラ ン ゲー ジ

 株 式会 社 ク ロス ラン ゲー ジ に て 、2年 半 以Eサ ー

ビス を提 供 して き た 中 国 ・韓 国 の 特 許検 索 サ ー ビ

ス 、 「WORLDPATENT .JP」 の 仕 組 み を紹 介 す る。

本 サ ー ビス は 、検 索 シ ステ ム と機 械 翻 訳 シ ス テ ム を

組 み 合 わ せ た 特 許 情 報 の検 索 サ ー ビスで あ る。

1.概 要

 株 式 会 社 ク ロス ラ ン ゲー ジは 、2007年11月 、中

国 特 許 ・実 用新 案 ・意 匠 に 関 して検 索 サ ー ビス を 開

始 した。 ク ロス ラ ン ゲ ー ジ は 、中 国特 許 産 権 出版 局

(CNIPR)と 、 再 販 契 約 を締 結 し、 デ ー タ を購 入

して い る。 こ のデ ー タ は 、中国 語 簡 体 字 に よ るテ キ

ス トデ ー タ と、公 報 全 図 と、代 表 図 の 画 像 デ ー タで

あ る。 これ ら 中国 語 の テ キ ス トを、原 文 の ま まデ ー

タベ ー ス に蓄 積 して あ り、機 械 翻 訳 シ ステ ム に よ り

日本 語 の検 索 キー ワー ドを 中 国 語 に 変 換 して 検 索

し、検 索結 果 の 中 国 語原 文デ ー タを 日本 語 に機 械 翻

訳 して 、 画 面 に併 記 して 表示 す る シ ス テ ム で あ る 、

必要 に応 じ、代 表 図 、公 報 全 図 を 表 示す る こ と もで

き る。ま たデ ー タ に つ い て は 、必 要デ ー タを抽 出 後 、

複 数 デ ー タ を一 括 してTSVフ ァイ ル 、 PDFフ ァイ

ル へ 出 力 して ダ ウ ン ロー ドす る こ とが で き る。

WORLDPATENT.JPシ ステム概 要 図
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2。 中 国雁 の翻 訳 エ ン ジ ン

本 シ ステ ム に搭 載 して い る 中国 語 ・日本 語 の翻 訳 エ

ン ジ ンは 、ク ロ ス ラ ン ゲー ジ の 中 国語 パ ッケー ジ製

品で あ る 「翻 訳 ピ カイ チ 中国 語 」(旧 製 品名 ・蓬 莱)

のエ ン ジ ン に 、特 許 文章 用 の チ ュー ニ ン グ を加 え た

も の で あ る。 チ ュー ニ ン グ を 加 え な い ま ま の 訳 で

は 、例 え ば 「本発 明 」 と表 示 す べ き と ころ で 、 「本

の発 明 」な ど と表 示 して しま う。 これ ら特 許 特 有 の

表 現 を あ らか じめ登 録 して利 用 して い る。

韓 国 語 も 同様 に 「翻 訳 ピカ イ チ 韓 国 語 」(旧 製 品 名 ・

高麗)の エ ン ジ ンに 、チ ュー ニ ン グ を施 して利 用 し

て い る。

3。 デ ー タの 種 類

本 シ ステ ム は 、中 国特 許 、中 国 実用 新 案 、意 匠 に つ

い て のデ ー タ を蓄 積 して い る。特 許 は 、公 開 と登 録

と、両 方 を蓄 積 して い る。実 用新 案 と意 匠 に つ い て

は 、 登録 され たデ ー タ のみ 。

中 国 特許 、 実 用 新 案 につ い て は(1)書 誌 、(2)

要 約 、(3)第 一 請 求 項 お よ び(4)法 的 状 況 をテ

キ ス トデ ー タで 蓄 積 して お り、代 表 図 と公 報 は 画 像

デ ー タ と して 蓄 積 して い る。

意 匠は書誌 と要約 と法的状 況 、全図 を蓄積 してい る。

韓 国 につ い て は、特許 と実 用 新 案 に な っ て い て 、そ

れ ぞ れ の 公 開 と登 録 デ ー タ を蓄 積 して い る。意 匠 は

サ ー ビス対 象 外 で あ る。

4.検 索 の仕 様

検 索 の項 目は 、公 開種 別 系 、番 号系 、 日付 系 と全 文

検 索 系 で 、 下記 の 内容 に な る。

発 明 の名 称 、出願 人 、発 明 人 、代 理 人 、要 約 、 第 一

請 求項 、 フ リー キ ー ワー ド、 出願 日、 出願 番 号、 公

開(公 告)日 、公 開(公 告)番 号 、 国際 出 願 日、 国

際公 開 日、国 際 公 開 番 号、IPC分 類(主 分 類)、IPC

分類 、優 先権 主張番 号 、優 先権 主張 日、優 先権 主 張国

セ ッ シ ョン 中は 一 度 検 索 した 内 容 は セ ッ シ ョン集
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合として保持 されているが、別途保存集合 として保

ことも可能である。検索項 目として作成 した集合を

指 定す る こ とに よ り、 絞 込 み が 可能 で あ る。

5.表 示 の 仕 様

検索の結果は下記のように一覧表示される。下記の

場合は5件 つつの表示をする設定であ り、デフォル

トで 翻 訳 の 名 称 の み 、機 械 翻 訳 して 一 覧 表 示 す る。
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代表図を表示するオプションをオンにすると、要約 と第一請求項の間に代表図を表示する。

4 17 15 t

6

1

20

1

i

s

28

噸

4

30

31

鍵

7

{第一繕 求 壊 〕
i.一 稗 ㈱ 承(2)的 密 封 装 謹(1),醸 瀧 劫 輸承 包 括内1。 転 が り軸 愛 け(2)の 密 封渠 置 は(7).前 記 の 転が り

座圏(3)和 外 鷹圏(4).逮 些座 圏 櫓互 之n共3 #且 翰 受けは 内 座 儒 く3)と外 麗席 を吉 んで丸 を書く くa》.し

与 濃劫 紬啄(2〕 嫁 身的 旋斡 鏑 蝋A)共 繊,渡 密 封禁 か も転 がり≪●受け 〈2>白 身の 回 転軸 綿 〈A)共 軸 線 樵 亙

置(1)包 括:第 一 翠(5).官 由 金 樗材 料形 成.宅 達 接到 聞 の 共轍 泉とこれ らの 座 席は 圃 む隔.前紀 密 封漿 置(1)は

外m(a)上:第 徽 翠 《ア),E由 金属 材 料形 成.τ 爆 接 以 下 を念む:第 一 覆 う(5).モ れは 金 篇桝 料 から成形 す

動 内座 団(3)よ;及 密 難件(蕊O),舳 禽成 綱料 形 成.官 る。モれは 外硬 庸 が(4>.上 鷹團 む藁とに掻 続 する;融=は

与 第一 翠(5)形 成一f耕 且没 置 有密 封唇 く11).渡 密 封 覆 う 〈7).モ れは 金属 材 料 か ら成形 する.モ れ は 内座 庸

唇 棊本 よ 布m第 二翠(7)相  i ce{1)的 精征 が(3)上 を團 む ことに搬 腕 す る;釣 止 桝(10>.モ れ は 桝

在 干:講 一翠(5)由 園柱形 部 分(15)嶺 冠 、醸 圃柱 形部 分 料 を舎 成 することか ら成 形 す る,そ れ と第 一は(5)が 一

m在 溜勘 軸 承(2)的 外 座団(4)上;所 這密 封 件(10)固 体になるしてD、 も唇 を被 覆 す ることを験 置 してあることを

  s.1形 部 分[15)上,緬 杁 翻 主形聯 労(15)本 身 覆 う く11),前 紀 は 懇を被 覆して泰 本6緊 こ第 瓢と〈7>糟を

遊 行 臼由 廼 伸 井且 突 出在 醸 團柱 形部 分 く15)本 身 之 上,覆 って搬 触 することように 仕掛 けるす る;前 記 蒸置 〈1)の

井 且 窟向 磁 第 二翠(ア)的 圓 柱形 滑劫 褒面(13>荘 餉 精 融:第 一 く6)が 剛 多1鵡紛(15>か ら珊 建 を覆 う・前 肥

部 分 よ1具膚 惟形 形 剛痴                  禰 形 状8勝分 は転 がり紬 焚 けく2)の 外 座1席に(4) E7'

                         とを組 み立 てる;前 記 の 封 止材(10)は 簡 形 状部 分(75)

                         が 上 にE7.す る.〈75)自 身 白 由に遮 ぴて しかも突 出して

                         この 簡形 状に部 分的 で諺 る(16>臼 身 以上 にこれ によっ

                         て闇 形 状か ら部 分的 で める,しかもそれ は 第 二が 〈7>簡

                         の形 ス管イド面 く13)を 覆 って 瞳肪 向 齢 に縫の 形ft=状

                         mす ることに向 か っている。

ε法的 状 況 〕

ξ状況]

£公 働 臼 茎

[tom

公 ≡序      【状 況 〕

2004/0317'[公 闇8]

甕正日月日:     [傭 考 〕
詳 纏:公 鐸

燗

2004〆03/17

証 明 日:
騒糊:公 井

薮状況]

r!.0口 、

翼 飾 登 的 生t状 況 〕

奴

つ∩n弔 ノ∩ζ'つ 直 rノー、圓囚01

爽 質 憲1匿 の 効

力 発 生
inn4incノ うA

6.ダ ウ ン ロー ドの仕 様

原 文 と訳 文 をTSVフ ァイ ル の 状 態 で ダ ウ ン ロー ド

で き る。エ クセ ル な ど一 般 の ソ フ トウ ェア で 開 い て

社 内 で 管 理 可 能 に な る。ま た 、代 表 図 、公 報 な ど も

と も と画 像 の フ ァイ ル は 、PDF形 式 で も ダ ウ ン ロ

7.シ ス テ ム の今 後

現在 、本 シス テ ム は、オ ン ライ ンで 提 供 して い る た

め 、デ ュー プ レ ック ス構 造 に な っ て い るが 、今 後 は

シ ス テ ム の構 成 を シ ンプ ル に して 、企 業 ・組 織 向 け

に シ ステ ム ご と提 供 して ゆ く予 定 で あ る。

一 ドが 可 能 で あ る
。
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一
         「用例ベース自動翻訳」で翻訳精度 と翻訳効率を向上させた翻訳ソフ ト

rThe翻 訳 ⑪2009プ レ ミア ム 」

東 芝 ソ リュー シ ョン株 式 会 社

1.は じめ に

 東 芝 ソ リュー シ ョン株 式 会 社 は 、 「用 例 ベ ー ス 自

動 翻 訳 」 で 翻 訳 精 度 と翻 訳 効 率 を 向 上 さ せ た 、

英 日1日英 翻 訳 ソフ ト 「The翻 訳2009プ レ ミア ム 」

を 発 売 しま した 。 「用例 べ 一 ス 自動 翻 訳 」 は 、 登録

され た 用 例 を 高 精 度 な翻 訳 エ ン ジ ン が 自動 的 に参

照 し、過 去 に 訳 した 表 現 や 言 い 回 しな どを 有効 活 用

し、 よ り 自然 で 読み や す い 文 に翻 訳 で き ます 。

 ま た 、本 商 品 で は 、 「ダブ ル 知 識 翻 訳 」 を強 化 し、

翻 訳 精度 を 向 一ヒしま した。 さ らに 、訳 し方 が何 通 り

か あ る語 句 の 場 合 、Web検 索 サ イ トを使 っ て 、 イ

ン ター ネ ッ ト上 で使 わ れ て い る例 を 参 考 に して 訳

語 を 選択 で き る 「フ レキ シ ブルWeb検 索 」機 能 を

備 え ま した。

2.The翻 訳2009プ レミアムの主な特長

(1)用 例ベース自動翻訳

 従来の翻訳メモ リ機能を用いた翻訳では、翻訳メ

モ リ辞書に翻訳する文と全 く同一の用例が登録さ

れていなくても、一部が異なる用例(類 似用例)が

登録 されていれば、その類似用例の訳文を参照 し、

異なる部分を変更して完成文を作成することがで

きました。ただ し、類似用例の訳文中の編集が必要

な語句 とその置き換え候補(原 文の異なる部分の訳

語候補)を わかりやす く提示するなどのサポー ト機

能はあったものの、ユーザが手動でその部分の訳語

を作成する必要があ りま した。The翻 訳2009プ

レミアムは、こうした編集作業をより効率化 し、利

用者が過去の翻訳結果を用例 として登録 した翻訳

メモ リ辞書を自動検索 し、原文の類似用例 と原文で

使われている名詞の違いを検出 し、その名詞を翻訳

した結果を類似用例の訳文と自動合成 して訳文を

出力する「用例ベース自動翻訳」を搭載 しました(図

1)。 過去の訳文例を活用 して訳文を自動生成でき

るため、マニュアルや企業内文書、特許文書などの

定型の業務文書を扱 うプロフェ ッシ ョナルな翻訳

業務に適しています。ユーザが用例の蓄積を重ねる

ことで、過去の訳文を流用 した自然な翻訳結果が得

られ、翻訳精度を向上することができます。

(2)ダ ブル 知 識 翻 訳

  「ダブ ル 知識 翻 訳 」 は 、 「原 文 を解 析 す るた めの

知 識 」 と 「訳 文 を 生 成す る た め の 知識 」の2つ の 知

識 を 活 用 し、よ り自然 で 読 み や す い訳 文 を実 現 して

い ます 。The翻 訳2009プ レ ミア ム で は 、 これ ら

の2つ の 知 識 を約3000ル ー ル 増 や し、翻 訳 精 度 を

向 上 させ ま した。例 え ば 、「騒 音 寄 与 スペ ク トル は 、

通 常1000Hz未 満 の 周 波 数 域 に集 ま って い る。」 と

1幽 ■ 上記聖 いて鳳鰻 鰹 マ醗堕 せ・墜
三 彗 ζ・ 嫡

璽録された用鯛を§勤参照

用例との名,Φ

遭い聖爵馳換出

製繍⇔会議

當業部⇔総務部
川崎帥鈴木

レ 量鐘された鯛
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フレー ズ の訳 の候 補 を、

The翻 訳の 辞 書を参 考 に作 成

「辞 書登 録 」ボタンのクリックで、

直接 辞 書登 録画 面へ

フU一ズの訳 の候 補 を、3通 りまで並列 検 索

図2 フレキシブルWeb検 索の例

い う原 文 に お い て 、状 態 を 表 す 日本 語 の 自 動 詞 表 現

「_に 集 ま る 」を 英 語 受 動 態 表 現 「be concentrated

in_」 に 変 換 す る こ と に よ っ て 、 下記 の よ う に 自 然

な 英 語 に 訳 出 す る こ とが で き ま す 。

●従 来 の 訳 文:

  Noise contribution spectra have usually

  gathered ln the frequency region below

  1000Hz.

●The翻 訳2009プ レ ミ ア ム の 訳 文:

  The noise contribution spectrum is usually

  concentrated in the frequency region below

  1000Hz.

(3)フ レキシブルWeb検 索

 訳し方が何通 りかあるフレーズをWeb検 索サイ

トを使って並列検索し、インターネット上で使われ

ている例を参考にして訳語を選択できます。辞書登

録機能と連動しているので、選択 した訳語を簡単に

辞書登録でき、ユーザ辞書の構築作業の効率化が図

れます(図2)。

3.そ の 他 の 機 能

 The翻 訳2009プ レ ミア ム は 、..ヒ記 に加 え 、 以

ドの よ うな 多 彩 な機 能 を揃 え て い ます 。

① 対 話翻 訳(高 機 能 翻 訳 エ デ ィ タ):様 々な 形 式 の

 文Hを 読 み 込 み 、原 文 と訳 文 を比 べ な が ら翻 訳 で

 き ます 。メモ リ辞 書 の 活 用 を強 力 に 支援 す る絞 り

 込 み 検 索 ・編 集 機 能 、文や 単 語 単位 で の 訳 文情 報

 の 色 分 け 表 示 機 能 、任 意 の 文字 列 や 数 字 を 含 む 表

 現 を"*"や"#"を 使 っ て検 索 で き る 「ワイ ル

 ドカー ド検 索 」機 能 、一 文 ご とに メモ や 付 箋 が 付

 け られ る メモ 機 能 な ど様 々 な 支援 機 能 が あ り ま

 す 。 補 助 ウ ィ ン ドウ と して 、 サ イ ドウ ィ ン ドウ、

 情 報 ウ ィ ン ドウ、ボ トム ウ ィン ドウが あ り、訳 語

 リス トや 翻 訳 メ モ リの 検 索 結 果 な どを 閲 覧 しな

 が ら効 率 的 に 作 業 が 行 え ます 。

② ア プ リケ ー シ ョン連 携 翻 訳:Microsoft'Word、

 Microsoft●Excel、 PowerPoin伊 、 一.一太郎 、 秀 丸

 エ デ ィタ な ど の ア プ リケ ー シ ョ ン に翻 訳機 能 を

 ア ドイ ン して 翻 訳 作 業 が 行 え ます、,

③Acrobat'/Adobe Reader⑭ 連 携 翻 訳:PDF文 辞

 をAdobe'Readerで テ キ ス トを 取 り出 して翻 訳

 で き ます1。 さ らに 、Adobes Acrobat° °が あれ ば

 PDF文 書 の レイ ア ウ トを保 っ た まま で翻 訳 で き

 1,`1.3、イ メー ジで 作 られ たPDF文 書 も 文字 認 識 し

1 ノァ でルの.セキ ュリテ ィの詫貸定にLっ.〔 は翻訳 できなし・場 含かあhlI

2  Adく}beぴΦ Acrobat⑭ 9.0〆8.118.0/7.〔, がZ 要 です   無 償 配'11丙 Ad〔,b〔・0{ Rrxd〔・隙1

 9 _ 0   1 8 _  1  1 8 F O   ' 7   1 0      一ぐ     菰  蒐      逮      携       i 1     : 、 .   ス       ト 1   a    1  訳      」    )  . ノ  弄    . [ '   ノ↓ :   F ナ    . 蚕  .  「   .           一    で      ノ F   r ン        、   」   k  「 展   一   才   1     r.  . } 些   〆篤 ,

3 翻y;kt象'(iの レイア ウトやlt成 メ∫法に1.っ ⊂は,レ イアウトが保たれない場 含があ りLl

27



て 翻 訳 で き ます4。

④ ホ ー ム ペ ー ジ 翻 訳:Microsoft●Internet

 Explorer⑭ 、 Firefoxな ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で

 ホ ー ム ペ ー ジ を 表 示 し な が ら 翻 訳 で き ま す 。

⑤セ レク トコーパス翻訳:翻 訳したい分野の文書を

 登録すると、登録文書で使用されていた語句が優

 先して使用され、その分野に適した翻訳結果を得

 ることができます。

⑥豊富な辞書構築・編集機能:辞 書登録候補の抽出、

 登録用属性の自動付与、辞書編集エディタなど、

 ユーザ用辞書を構築 ・編集するためのツールが整

 備 されています。

⑦ 高機 能OCRソ フ ト 「Express Reader PRO LE」

 を搭 載:ス キ ャ ナ で読 み取 っ た紙 文書 のテ キ ス ト

 認 識 結 果 は テ キ ス ト、HTMI.、 RTFの 各形 式 で

 保 存 で き ます 、,また 、 直 接 対 話 翻 訳 に 取 り込 み 、

 す ぐ に翻 訳 で き ます 。

4.商 品 ラ イ ンア ッ プ

 The翻 訳2009プ レ ミア ム シ リー ズ は 、 以Fの

ラ イ ン ア ップ とな っ てい ます 。

■The翻 訳2009プ レ ミア ム

 ・搭 載 辞 書語 数:484万 語

 ・搭 載 翻 訳 メモ リ用 例 数:20万 例

■The翻 訳2009プ レ ミア ム 専 門 辞 書 パ ッ ク

 ・搭 載 辞 書 語数:745万 語

 ・搭 載翻 訳 メ モ リ用 例 数:60万 例

■The翻 訳2009プ レ ミア ム 特 許 エ デ ィ シ ョン

 ・特 許 文 書 向 け翻 訳機 能 を搭 載 した最 上 位 商 品

 ・搭 載 辞 書 語 数:766万 語

 ・搭 載 翻 訳 メモ リ用 例 数:62万 例

 また 、ビジ ネ ス ユー ス 向 け に 、ビジ ネ ス で利 用 頻

度 の 高 い機 能 を 選 りす ぐ っ て構 成 した 商 品 を用 意

して い ます 。

■The翻 訳2009ビ ジネ ス

 ・搭 載 辞 書 語 数:484万 語

 ・搭 載 翻 訳 メモ リ用 例 数:15万 例

5.動 作 環 境

対応OS(す べて日本語版)

Windows Vista●Home Basic SPO/SPl

Windows Vista'Home Premium SPO/SPl

Windows Vistas Business SPO/SPl

Windows Vistas Ultimate SPO/SPl

Windows XP●Home Edition/Professional SP2/SP3

Windows●2000 Professional SP4

        (Windows Vista'は32ビ ッ ト版)

応

種

対

機

CPU

メモ リ

ア イ ス

ク

PCIAT互 換 機

Pentium⑭ 以 上1Celeron⑭ 以 上 推 奨

■The翻 訳 必 要 分:128MB以 上

        (256MB以r_を 推 奨)

■OS使 用 分 を 含 む 推 奨 値

 Windows Vista⑭:768MB以 上

 Windows XP⑭ :384MB以 上

 Windows'2000:320MB以 上

■The翻 訳2009プ レ ミア ム:1.1GB

■The翻 訳2009プ レ ミア ム 専 門 辞 書

 パ ッ ク:1.9GB

■The翻 訳2009プ レ ミ ア ム 特 許 エ

 デ ィ シ ョン:2,0GB

各 商 品 で は 、下記 を 必 要 に応 じて イ ン ス

トー ル で き ます 。

 ◎OCRソ フ ト (Express Reader PRO

 LE):60MB

◎研 究 社 リー ダー ズ 英 和 辞 典(第2

 版):110MB

◎ 研 究 社 新 英 和 中辞 典(第7版)!

 新 和 英 中辞 典(第5版):550MB

圏The翻 訳2009ビ ジ ネ ス:950MB

下 記 を 必 要 に 応 じ て イ ン ス トー ル で き

ま す。

 ◎研 究 社 新 英 和 中辞 典(第7版)1

  新 和 英 中辞 典(第5版):550MB

4 Adobe⑭Acrobat 4〔)/K l'8{〕170が ピ・要 で1 しイアウ トは保たれ 表liん 特殊 文字、

 特殊 フォン トが使 用され ぐいる場 含や、イ メー一〆部分の兀原稿の状態に 仁っ 〔は.1Eし

 く認織 されない場 合があ り 長寸.

■ 製 品 情 報URL

   http:〃hon-yaku.toshiba'sol.co.jp/

・Microsoft, Windows, Windows XP, Windows Vista,

 PowerPoint、 Internet Explorerは 、 米国Microsofし

 Corporation の米 国 お よび そ の他 の 国に お け る登 録 商標

 また は 商標 です 。

●Adobe、Acrobat、Adobe Reader、Adobe Acrobatは 、Adobe

 Systems Incorporatedの 登録 商標 また は 商標 で す。

●FreshEyeお よび フ レ ッシ ュ ア イは 、 株 式 会 社 ニ ュー ズ

 ウォ ッチ の登 録 商 標 です 。

●The翻 訳 、セ レク トコー パ ス翻 訳 は 東 芝 ソ リュ ー シ ョン株

 式 会社 の 登録 商 標 です 。

● 記 載 され て い る商 品 の 名称 は そ れ ぞれ 各社 が 商標 と して

 使 用 して い る場 合 が あ ります 。

●本 製 品 の 仕様 は予 告 な く変 更 され る場 合 が あ ります 。
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一
AAMT機 械翻訳文テス トセ ッ ト(第1版)公 開に向けて

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ1

1.は じめ に

 ア ジ ア 太 平洋 機 械 翻 訳 協 会 の 機 械 翻 訳 課 題 調 査

委 員 会(以 下,AAMT調 査 委 員 会)で は 、 昨 今 の

日中機 械 翻 訳 へ の 関 心 の 高 ま りを背 景 と して 、現 状

の 日中翻 訳 シ ス テ ム の 品質 を数 値 化 し、さ ら に、具

体 的 な 問 題 点 を 明 確 化 す る こ と を 目的 と して 、(1)

日本 語 ・中国 語 の 基 本 文対 訳 コー パ ス(テ ス ト文)、

(2)各 基 本 文 の訳 文 チ ェ ック 項 目(設 問)か ら成 る

AAMT機 械 翻 訳 文テ ス トセ ッ ト(以 下 、 AAMTテ

ス トセ ッ ト)の 構 築 を 行 っ て き た[1] 。 こ の 度 、

AAMTテ ス トセ ッ ト第1版 が完 成 し、 これ を公 開

す るた め の ダ ウ ン ロー ド・サ イ トの 立 ち」二げ を行 っ

た の で 報 告 す る。

2.日 中 機 械 翻 訳 テ ス ト

 機 械 翻 訳 の 評 価 に テ ス ト文 と設 問 を 用 い る 評 価

法 は 、社 団 法 人 日本 電f工 業 振 興 協 会 の機 械 翻 訳 技

術 分 科 会 が 提 案 した 日英 翻 訳 シ ス テ ム 川 の テ ス ト

セ ッ ト[2](以 ド、JEIDAの テ ス トセ ッ ト)で 提 案

され た もの で あ る。AAMTテ ス トセ ッ トは 、JEIDA

テ ス トセ ッ トを 日 中翻 訳 に 拡 張 した もの と して位

置 付 け る こ とが で き る。AAMTテ ス トセ ッ トの サ

ン プ ル を 図1に 示 す 。 テ ス ト文は 合 計377.文 で あ

り、 こ の うち33文 につ いて は2種 類 の 参 照 訳 が付

け られ て い る。 ま た 、 各 テ ス ト文に は 、Yes/Noで

回答 可能 な設 問 が 、中 国 語 とそ の 日本 語 訳 で付 与さ

れ て い る,,

 AAMT調 査 委 員 会 で はAAMTテ ス トセ ッ トお よ

びJEIDAテ ス トセ ッ トを使 っ て 、 イ ン ター ネ ッ ト

で 無 料 公 開 中 の 口 中、日英 各7種 の翻 訳 シ ステ ム の

評 価 を 実 施 した。 設 問 、流 暢 さ 、IE確 さの3つ の 観

点 で 、中 国 語 ネ イテ ィブ の 評価 者'2名 に よ り1文 毎

に評 点 を 行 っ た。

例文の分類 口英 評 価 テストセットに お け る 文 番 号 設 問(日 本 語 、 中国 語)

文 番 号:1～377 日本語例文

A  C

日本文

IO

中国語参照訳(2種 類)

流 暢 さ、i}確 さに よ る

5段 階 評 価 の'ド均 値

.設問 の解 答(Y
es=1,No=0

の 平 均値)

カテゴリー

2

ミ

1(1)述 部

4

(1-1)述 部

の 訳し分け

5

6 !:

 1(1-2)断 定

7 文

B

瀞

ー
号

文
番

 JEG111

1001

 JEGI lz

iooz

 JEG113

100s

 JEG114

iooa

 JEG115

1005

 JEG126

000i

 JEG127

000z

 JEG128

0003

 JEG139

000i

日本文(原文)

彼は多くの研究者を

集めた。

彼は標 本を集 めてい
る。

彼は論文を集めて本

にした。

彼らは会議室に集
まった。

学生が 教室に集めら
れた。

この 装置はバッテリ

SC動 だ。

手川頁は左 右同一で

ある。

ブッシュポタンは簡易

操作に最適である。

委 員会は彼らの 訴え

を却下。

E

中文1(正 解1)

f也侵誓艮・多白勺石汗

究者聚集起 釆。

他在牧集杯
本。

他手巴奄 文牧集

成冊。

他伯在会以室
集合。

学生在教室里
集合。

逮命装置是屯
池駆劫的。

程序是左右相
同的。

按紐履廼合荷
易操作。

委員会否決了

他佃的上舜。

F

中文2(正 解2)

他吸引了恨多

的研究者。

他把奄文牧集
成脅。

手鎮是左右相
同的。

委員会拒絶了

他個的清求。

G H

設問(日本語)

「集めた」の部分の自動詞
/他動詞用法の訳し分け

は正しいですか?

自動詞ノ他動詞用法の訳
し分けは正しいですか?

自動詞/他動詞用法の訳
し分けは正しいですか?

自動詞/他動詞用法の訳
し分けは正しいですか?

自動詞〆他動詞用法の訳
し分けは正しいですか?

判断文の訳文は正確です
か?

判断文の訳文は正確です
か?

判断文の訳文は正確です
か?

体言述部の表現がきちん
と訳されていますか?

設問(中国諾)

"集めた"部分的自劫司/

他劫司的怪法是否正硝?

自劫面/他劫飼的怪法是
否正硝?

自劫飼/他劫朔的怪法是

否正硝?
自劫向/他動両的怪法是
否正硝?

自劫司/他劫司的怪法及

被劫句的翻怪是否正硝?

判断句的翻怪是否正硝?

判断句的翻怪是否正磧?

判断句的翻怪是否正硝?

体言珊悟活的翻犀是否
正硝?
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図1 AAMT機 械翻訳文テス トセッ トのサ ンプル
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3.ダ ウ ン ロー ドサ イ トの 立 上 げ

 ダ ウ ン ロー ドサ イ トはAAMTの 公 式 サ イ トの サ

ブ ドメイ ン と して 新 しく作 成 した 。図2が サ イ トの

トップ ペ ー ジ で あ り、図4は そ のURLで あ る,,

AAMTの 公 式 ホー ムペ ー ジ か ら この ペ ー ジヘ リン

クが 張 られ るn

 今 回 公 開 す る コン テ ン ツ は以Fの3種 類 で あ る。

 (1)AAMT機 械 翻 訳 文テ ス トセ ッ ト(日 中)

 (2)AAMT機 械 翻 訳 文テ ス トセ ッ ト(日 英)

  ※JEIDAテ ス トセ ッ トの 設 問 改 善版

 (3)機 械 翻 訳 エ ン ジ ン評 価 報 告

(1)(2)の テ ス トセ ッ トに は 、 イ ン ター ネ ッ トで 無料

公 開 中 の 日中 、 日英 各7種 の翻 訳 エ ン ジ ン を 対 象

に 、実 際 にテ ス トセ ッ トを使 っ て 評 価 した 結 果 が 含

まれ る(図1び)1～K列)。(3)の 報 告 は 、 評価 結 果

に つ い て 、翻 訳 方 向、評 価 者 、評 価 観 点 等 の切 り 口

で 比較 ・検 討 した 結 果 を ま とめ た もの で あ る。 これ

らテ ス トセ ッ ト等 の公 開 範 囲 に は 、特 に 制 限 を設 け

な い。基 本 的 に は イ ン ター ネ ッ トにつ な が る環 境 が

あ れ ば 、誰 で もダ ウン ロー ドして利 用 す る こ とが で

き る。 以 トに ダ ウン ロー ドまで の 手順 を示 す 。

 1.ユ ー ザ 登録 を行 う(図3)

 2.ユ ー ザIDと パ ス ワー ドが登 録 した メー ル ア

   ドレ スに 届 く

 3.ユ ー ザIDと パ ス ワ ー ドで ロ グ イ ン

 4.テ ス トセ ッ トを 選 択 し て ダ ウ ン ロ ー ド実 行

4.今 後 の 予 定 と 展 望

 AAMTテ ス トセ ッ ト第1版 はJEIDAテ ス トセ ッ

ト(日 英 用)の 日 本 語 例 文 を 流 用 し た た め 、 中 日翻

訳 の 評 価 に 必 要 な チ ェ ッ ク項 目 の 抜 け が 存 在 す る 。

例 え ば 、中 国 語 特 有 の 重 要 な 表 現 で あ る 数 量 詞 や 介

詞 の 妥 当性 を 問 うた め の 例 文 は 、第1版 に は 含 ま れ

て い な い 。 そ こ で 、09年 度 のAAMT調 査 委 員 会 の

活 動 と して 日 中 例 文 の 追 加 を 行 う と と も に 、設 問 評

価 で 評 価 者 に よ る 回 答 の ズ レ が 起 き な い よ う に 設

問 の 見 直 し を 行 う予 定 で あ る 。

 ダ ウ ンmド サ イ トに つ い て は 、用 途 が テ ス トセ

ッ トの 公 開 に 限 定 され る も の で は な く 、今 後AAMT

が 様 々 な 言 語 資 源 を 公 開 す る 際 に 広 く利 用 す る こ

と が ・∫能 で あ る 。AAMT調 査 委 員 会 の 他 の 活 動 に

お い て も 、是 非 こ の ダ ウ ン ロ ー ドサ イ トの 活 用 を 検

討 し て い た だ き た い 。
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一

        英日・日英機械翻訳に関するアンケート結果報告

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググルーブ2

1. は じめ に

 AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会WG2(調 査 ・広 報 ・啓 蒙)で は 、 そ の 前身 で あ る 市場 動II】調 査 委 員 会の 時 代

か ら調 査 活 動 の一 環 と して 、 年 一 回 イ ン ター ネ ッ ト上 で 一 般 の機 械 翻 訳 ユ ー ザ を 対 象 と した ア ンケ ー トを行 って

い る。AAMTのWebサ イ トに 特 設 ペ ー ジ を設 け、機 械 翻 訳 に 関す る い くつ か の設 問 に 回答 して も ら うと い う形 式

で あ る。 本 稿 で は 、2008年(2007年 度)の ア ン ケー ト調 査 結 果 につ いて 報 告 す る。

 2008年 の 調 査 は 、 従 来 に比 べ て い くつ か の変 更を加 え た。 主 な変 更点 は次 の3つ で あ る、、

 7)従 来 「英 日」機 械 翻 訳1を 対 象 に して い た もの を 「英 日 ・日英 」機 械 翻 訳 と した 、,

 2)機 械 翻 訳 の利 用形 態(Web上 の 機 械 翻 訳 サ ー ビ ス翻 訳 、 PC標 準 搭 載 の機 械 翻 訳 ソフ ト、 rlf販び)機械 翻 訳

  ソフ ト)毎 の 設 問 と、 機 械 翻 訳 一 般 に 関 す る設 問 を明 確 に分 離 した 。

 3) 従来 は進 呈 品 を翻 訳 ソフ トのみ と して い た が 、今 回 は幅 広 い層 か ら多 くの 回 答 を得 られ る よ うに 進II㌧II111を

  機 械 翻 訳 ソ フ トと図 書 券(3,000円 分)と した。 そ して 、機 械 翻 訳 の 必 要性 を 問 う設 問 を 追加 し、機 械 翻 訳

  を 必 要 と して い る回 答 者 の み で 分 析 を 行 っ た 。

 以 ドに2008年 の ア ン ケ ー ト実施 概 要 を 示す,,

  ● ア ンケ ー ト期 間

   》  2008年2月5日 ～2月25日

  ● ア ンケ ー ト進 膿品

   》 抽 選 で10名 に機 械 翻 訳 ソフ ト、20名 に 図 書 券(3,000円 分)を 進 呈。

   》 回 答 者 は 進 呈品 と して 機 械 翻 訳 ソフ トか 図 書 券 か を指 定 可能 。 ま た 、 進 ㌦㌧品 の 機 械 翻 訳 ソフ トは4

      種 類 で 、 そ れ らの 商 品 名 は 回 答 前 に確 認 可能 だ が 、 商 品 の 指 定 は 不 所,

  ● ア ンケ ー ト回 答 者 数

   》 1,495人(う ち、 機械 翻 訳 を必 要 と して い る と回 答 した 人 は946人)

   》 な お 、過 去 の ア ン ケー ト回答 総 数 は 、2003年1,413、2004年1,720、2005年1,018、2006年1,061、

      20072 835。

2。 設 問 項 目

 1三に 以 下 に示 す 項 目に つ い て 質 問 した 。

 ・ Web上 の 機 械 翻 訳 サ ー ビ スに つ い て(使 用 経 験 、利 用 頻 度 、 使 用 した こ とが あ る翻 訳 サ イ ト等)

 ・ 機 械 翻 訳 ソ フ トに 関 して(使 用経 験が ある機械 翻訳 ソフ ト、購 人価格 、 これ か ら購人す る場 合の 卦算L限 等)

 ・ 機 械 翻 訳 全 般 に 関 して(機 械 翻 訳 で 利 用 す る 言 語 の 方 向 、機 械 翻 訳 を 必 要 とす る理 由、 機 械 翻 訳 に追 加 し

   て 欲 しい 機 能 、 欲 しい ユ ー ザ 辞 書 σ)分野 、 機 械 翻 訳 で 必 要 と して い る言 語 等)

 ・ 同 答 者 の 基 本 属 性 につ い て(年 齢 層 、性 別 、 職 業 、英 語 力)

1本 来英 日方向のみで 目英 ノ∫向は対象外だったが、 「英 日機械翻訳」で 日英、英 日両方向を指す場合 も普通にあるため、回答 者

がそ う理解 したか ど うか は不明
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3。 Web上 の 機 械 翻 訳 サ ー ビス に 関 す る 調 査 結 果

 本 節 で は 、Webヒ の機 械 翻 訳 サー ビス に 関す る調 査 結 果 を示 す 。

 図1に 示 すWeb Lの 機 械 翻 訳 サー ビス の使 用 経 験 の結 果 で は 、「知 らな い 」 「使 っ た こ とが な い 」は 、各 年 と も

各 々20%程 度 に と ど ま り、 「使 用 した こ とが あ る」 は 約60%に 到 る。 また 、 図2に 示 す 利 用 頻 度 の結 果 で は 、 「使

った こ とが あ る」 との 回答 者 の うち 、 半数 は毎 月1回 以 上 使 用 して い る こ とが わ か る。

 図3に 使 用 した こ とが あ るWeb hの 翻 訳 サ イ トを示 す 。一般 的 な ポ ー タ ル サ イ トの ア クセ ス状 況(情 報 通信 白

,韮事'ド成20年 版)と は 傾 向 が 異 な るた め 、「いつ も使 用 す るポ ー タル サ イ トの 翻 訳 機 能 を 使 用 す る」だ け で は な く、

「翻 訳機 能 を 使 川 す る た め に そ の サ イ トに ア クセ スす る」 とい う使 い方 も され て い る こ とが分 か る。

図1:Web上 の機械翻訳サー ビスの使用経験
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図2:Web上 の機械翻訳サー ビスの利用頻度
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図3:使 用 したことのあるWeb上 の機械翻訳サイ ト (複数回答可)
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4. 機 械 翻 訳 ソ フ トに 関 す る 調 査 結 果

 本 節 で は 、 市販 翻 訳 ソフ トに 関す る調 査 結 果 を示 す 。

 図4に 使 用 した 経 験 が あ る翻 訳 ソ フ トの 結 果(横 軸 は翻 訳 ソフ ト名)を 示す 。3種 類 の 翻 訳 ソフ トの割 合 が 高 か

っ た。 また 、 図5に 示 す 購 入 価 格 帯(横 軸 の価 格 帯 の 単位 は 円)で は 、パ ー ソナ ル ユ ー ス用 の3,000f'3～10,000ｵ]

が最 も多 く、 ビジ ネ ス用 の10,000円 ～20,000円 が 次 に 多 い。 た だ し、 図6に 示 す 市販 翻 訳 ソフ トを これ か ら購 入

す る場 合 の 予算 の 上 限(横 軸 の 予 算 の 単位 は 円)は1万 円 に境 界 が あ り、翻 訳 ソ フ ト価 格 に対 す るユ ー ザ の ニ ー ズ

が 明確 に 読 み 取れ る。

図4:使 用したことのある市販翻訳ソフ ト(%)(複 数回答可)
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図5:翻 訳ソフ トの購入価格帯
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5. 機械翻訳全般に関する調査結果

 本節では、機械翻訳全般に関する調査結果として、Webサ ービスと機械翻訳ソフ トに共通する質問、機械翻訳

に追加 してほ しい機能、欲しいユーザ辞書の分野、機械翻訳で必要としている言語についての調査結果を示す。

5.1. Webサ ービスと機械翻訳ソフ トに共通する調査結果

 3種 類の機械翻訳(Webヒ ぴ)機械翻訳サー ビス、 PC標 準搭載機械翻訳ソフ ト、市販機械翻訳ソフ ト)に 共通す

る質問事項についての調査結果を示す。

 図7に 翻訳の方向の調査結果を示す。 日本語から英語への翻訳のみに利用する人よりも英語から日本語への翻

訳のみに利用する人の方が多いことが分かる。ただし、どちらの方向への翻訳にも利用する人の割合 も多く、日

本語から英語への翻訳のニーズもあることが分かる。

 図8に 機械翻訳を必要としている理由(英 語能力別)の 調査結果を示す。翻訳者や英語力が高い人が ド訳とし
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て 機 械 翻 訳 を必 要 と して い る こ とが 分 か る。 た だ し、 この 割 合 は 、機 械 翻 訳 を 必 要 と して い る 人 にお け る使 い 方

の 割 合 で あ る。 英 語 力 が 高 い 人 は あ ま り機 械 翻 訳 を必 要 と して い な い 可 能 性 が 考 え られ るた め、 図9に 示す 結 果

に 限 り、 機 械 翻 訳 を 必 要 と して い な い と回 答 した 人 も含 め た 分 析 も行 っ た.機 械 翻 訳 を 必 要 と して いな い と回答

した 人 も含 め た 回 答 者 全 体 に お け る機 械 翻 訳 を 必 要 と して い る理 由の 割 合 を図gに 示 す.図gか ら、英語 力が 高

い 人や 翻訳 者 の うち 、 あ る程 度 の割 合 で 下 訳 に機 械 翻 訳 を 必 要 と して い る こ とが 分 か る。 な お 、 図8お よび 図9

で英 語 力0-199と はTOEICの 点 数 が0～199点 程 度 の 英 語 力 を意 味 す る。こ こ で の翻 訳者 は 英語 力 とは 別 の 観 点

に よ る分 類 で あ り、英 語 力 と翻 訳 者 の 分 類 は排 他 関係 で は な い。 選 択 肢 の 項 目 「乎が か り」 は 、 「英 語 が 装った く

わ か らな い の で 手 が か りが欲 しい 」 を示 してお り、選 択 肢 の 項 目 「概 要 」 は 、 「英 語 は 読 め るが 、 まず 日本 語 で 概

要 が知 りた い」 を示 して い る。

 図10に 利 用 分 野 毎 の利 用 率 を示 す 。Web翻 訳 サ ー ビス に よ る翻 訳 で は 、 日常 的 な 連 絡 の メー ル な どの 「生 活

情 報」 で の利 用 率 が 高 く、 市販 の機 械 翻 訳 ソ フ トで は 「自然 科学 」(工 学 、 物 理 学 な ど)や 「産 巣」(航 空機 、 自

動 車 、 コ ン ピュー タ な ど)で の利 用 率 が高 い こ とが 分 か る。

 図11に 対 象 文 書 の タイ プ 毎 の利 用率 を示 す 。Web翻 訳 サ ー ビス はWebペ ー ジ の 翻 訳 と辞,韮矧 きで の 利 川割 合

が 標 準 搭 載 機 械 翻 訳 ソフ トと市 販 機 械 翻 訳 ソフ トよ り高 い。 市販 機 械 翻 訳 ソ フ トは ドキ ュ メ ン トの翻 訳 で の利 川

割 合 がWeb翻 訳 サ ー ビス と標 準搭 載機 械 翻 訳 ソフ トよ り高 い こ とが分 か る。

 図12に 機 械 翻 訳 を 必 要 と して い る理 由毎 の 利 用 率 を 示す 。 英 語 が ま っ た くわ か らな い の でTが か りが欲 しい

(手が か り)た め機 械 翻 訳 を 必 要 と して い る人 は 、 市販 機 械 翻 訳 ソフ トに 比 べ て 標 準 搭 載 機 械 翻 訳 ソフ トやWeb

翻 訳 サ ー ビス を利 用 す る 率 が 高 い こ と が分 か る。 英 語 か ら 日本 語 へ の 下訳 作成(英 日下 訳)や 日本 語 か ら英 語へ

の 下 訳 作 成(日 英 下訳)に 機 械 翻 訳 を必 要 と して い る人 は、 市 販 機 械 翻 訳 ソフ トを利 用 す る率 が 高 い もの のWeb

翻 訳 サ ー ビス に よ る翻 訳 も利 用 して い る こ とが 分 か る。

図7:翻 訳の方向

SO%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%

 Web

ロ標準搭載機械翻訳

■市販機械翻訳

英語一〉日本語 日本語→英語 両方

35



図8:機 械翻訳を必要としている理由(英 話能力別)
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図9:機 械翻訳を必要 としている理由(英 語能力別) (機械翻訳を必要としていない人も対象)
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図10:利 用分野(複 数回答可)
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図11:対 象文書のタイプ(複 数回答可)
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図12:機 械翻訳を必要としている理由(複 数回答可)
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5.2. 機械廟訳に追加 してほしい機能

機械翻訳に追加 して欲 しい機能についての調査結果を示す。機械翻訳に追加 して欲 しい機能に対する回答形式

は、最大200字 までの自由記述とした。のべ278件(複 数の要望が記載された回答もある。有効回答者数261人)

の要望が得られた。

表1に 、内容による分類と要望数の内訳、記載内容の代表例を示す。追加 して欲しい機能として多くの要望が

あ った もの と して 、「音 声 認 識 に よ る音 声 入 力機 能(31件)」 、「他 の翻 訳候 補 を提 示 して修 正 で き る機 能(28件)」 、

「新語や専門用語への対応(23件)」 、「翻訳メモリ機能(22件)」 、「辞書引きや辞書登録と機械翻訳との連携機能

(11件)」 な どが あ げ られ る。 この他 、翻 訳 品 質 を 向 上 させ て欲 しい とい う要 望 も多 か っ た。

表1:追 加 してほしい機能

L百自貫 」

[機械翻訳結果に対

する訂正指示、自動

学習]

[辞書]

[例 文 ・翻 訳 メモ リ]

[文 法 ・スペ ル チ ェ

ッ ク]

[添 削 ・校 正]

[音声]

[スキャナ連携]

[翻訳支援]

[他言語対応]

[原文と訳文の対応づけ]

[外国語学習支援]

[検索系機能]

[使いやすさ]

[価格]

[そ の他]

し一 洞反」

[文 脈 、 ニ ュ ア ン ス]

[専門分野]

[会話 ・口語 ・ス ラン77

[学習]

[他候補の提示]

[修正再翻訳]

[一般]

[専門辞書]

[こ とわ ざ、ス ラ ン グ]

[利用者辞書作成]

[辞書連携]

[例文 ・翻訳メモ リデータ]

[翻訳メモ リ機能]

[認識]

33

9

9

31

7

28

5

10

13

5

5

11

14

8

5

8

31

6

3

5

2

5

3

4

2

16

止 しV`口 傘 薗 に9一 し ぐb近 づ い て は しい

文脈に応じて訳語を陶ハ分ける程度の機1旨ま欲しし㌔

ソフ トウェア開発や特許などの専門翻訳機能

状況にあわせた翻訳をできるようにして欲 しい。

翻訳修正を記憶して、次回から反映させる機能

翻訳候補を出して変更できる機能

構文解釈が間違っていた時に、訳語の順番を
マウスで ドラッグ&ド ロップでビジュアルに

入れ替えて、できるだけ正しい翻訳をしなおす機能

新語にも多く対応できる機能

専門分野別の辞書、用語集のような機能

語彙を増や して欲 しい。

用語集を簡単に自作できる機能、手持ちの用

語集を利用する機能など。

機械爵駅と辞書引き機能や単語登録ソフトとの統合

翻 訳 メモ リの よ うな対 訳 デ ー タベ ー ス

対訳がデータベースとして蓄積されていく機能

翻訳元言語のスペルチェック、辞書中の訳語

有無を事前に調べ、翻訳前に注意を出すなど(D

たとえば、翻訳元の言語を翻訳先の言語に翻

訳 しやすくなるような下処理をする機能。

音声入力の自動翻訳

紙上の文章の認識から翻訳。

名詞、動詞、形容詞、のみ、翻訳をポップア

ップで出す。文脈から適切な翻訳単語を決定

してそれだけ表示 してくれる。

英語以外の言語を英語を経由させないで翻訳

するソフ ト。重訳なら手でやった方が早い。

原文 と訳文との対応関係の表示

英語学習機能、例えば、英単語や英文法をテ
ス トできるようなもの

ブ ックマークのように自分のページをもっ

て、過去の検索 した言葉を保存できる機能

日常での使われ方などの外匡賠初L者 にも優しい機能

安価で操作簡単使い勝手が素晴 らしく良い製

品に期待 します。

PDF文 章で原文の翻訳文と同じ文章をすく作れる機能
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5.3.欲 しい ユ ー ザ 辞 書 の 分 野

 どの 分野 のユ ーザ 専 門 辞 書 が欲 しい か とい う質 問 に対 す る 結 果 を 示 す.回 答 形 式 は 複 数 選 択 可能 な 選択 肢 と 自

由記 述 可能 な 「そ の他 」 と した。

 図13に 各 ユ ー ザ 辞 書 分 野 で欲 しい と回 答 した 人 の割 合 を示 す 。専 門 分 野 の 中で は 移 り変 わ りのlil_い 「IT分 野 」

へ の 要 望 が 口 立つ。 ま た 、 「新 語 全般 」、 「地 名 ・人名 」 の よ うに 一一一般 文書 ・ニ ュー スの 翻 訳 品 質 に 影 響 す る辞 書へ

の 要 望 も 高 い。 「そ の 他 」 に 記 載 され た 分 野 で は 、 金 融 ・経 済 、 ス ラ ン グな どの 他 、 各種 分 野 が あ が って い た。

図13:欲 しいユーザ辞書の分野(複 数回答可)
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5.4. 機 械 翻 訳 で 必 要 と して い る言 語

 機 械 翻 訳 で 必 要 と して い る翻 訳 元 と翻 訳 先 の 言語 に つ い て の 調 査 結 果 を 示 す 。 回nの 形 式 は 、 翻 訳 元 、㌃語 と翻

訳 先 言 語 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 独 立に 、 複 数 選 択 可能 な 選 択 肢 と 自由 記 述 可 能 な 「そ の 他 」 と した 、

 図14に 結 果 を 示 す。 英 語 の ニ ー ズ が最 も高 く、 次 い で 中 国 語 、韓 国語 、 フ ラ ン ス語 、 ドイ ツ 語 、 イ タ リア 語 、

スペ イ ン語 な どの ニ ー ズが あ る こ とが 確 認 され た 。

図14:機 械翻訳で必要 としている言語(複 数回答可)
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6. 回 答 者 に 関 す る 調 査 結 果

 本 節 で は 、 回 答者 の基 本属 性(年 齢 、性 別 、職 業 、英 語 力)を 示 す 。

 図15に 年齢 、 図16に 性 別 、 図17に 職 業 、 図18に 英 語 能 力(横 軸 はTOEICス コア)毎 の 回 答者 の割 合 を

示 す 。 今 回 の ア ン ケー ト調 査 は これ まで とは 異 な り、 進 呈 品 に 従 来 の翻 訳 ソフ トの他 に 新 た に 図 書 券 を加 え た。

これ に 起 因 す る と思 わ れ る回 答 者 の 基本 属性 の 変 化 が 少 し現 れ て い る。 しか し、 全 体 傾 向 と して は大 き な 変 化 は

な か っ た。

図15:年 齢
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図16:性 別
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図18;英 語 能 力
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7. ま とめ

 機 械 翻 訳 に 関 す る ア ンケ ー トを実 施 した。 本 年 は 新 しい 設 問 項 目を追 加 し、 下 記 の よ うな新 しい 知 見 を得 る こ

とが で きた 。

 ・ 翻 訳 ソ フ トの 用 途 は 英 日方 向 だ け で な く、 口英 方 向 の 翻 訳 も需 要 が あ る

 ・ 翻 訳者 また は 英 語能 力 が 高 い 人 に とっ て は 、機 械 翻 訳 は 下訳 と して ニ ー ズが あ る

 ・ 翻 訳 品 質 の 向L、 お よび 「音 声認 識 に よ る 痔声入 力機 能 」、「他 の翻 訳候 補 を提 示 して修IEで きる機 能 」、「新

   語 や 専 門 用 語 へ の 対 応機 能 」、 「翻 訳 メモ リ機 能 」 な どの 機 能 の 追 加 が 期 待 され て い る

 ・ 中 国 語 、 韓 国 語 、 フ ラ ン ス語 、 ドイ ツ語 、 イ タ リア 語 、 スペ イ ン語 もあ る程 度 、機 械 翻 訳 の ニ ー ズが あ る

 今 後 、機 械 翻 訳 研 究 者/ベ ン ダー に 上 記 の ア ン ケー トに 基 づ い た研 究 ・開 発 ・販 売 を期 待す る と共 に 、 今 後 も

機 械 翻 訳技 術 利 用 の 現状 や ニ ー ズ に係 る調 査 を続 け 、機 械 翻 訳 を よ り役 立つ もの と して い きた い。
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ユ ー ザ ー辞 書共 通 フォ ー マ ッ トUTX

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3

「翻訳 ソフ トは役 に立た ない」

 そ う思 ってい ません か?

UTXの 利点

● 翻訳 ソフ トの精度を大きく向L-

● 翻訳資産を共有 ・再利用

● 単語を調べる時間と労力を削減

概 要

 UTX(Universal Terminology eXchange)と は 、

ア ジア 太'F洋 機 械 翻 訳 協 会(AAMT)が 策 定 した 、

翻 訳 ソフ トの ユ ー ザ ー辞 書 共 通 フ ォー マ ッ トです 。

オー プ ン な 仕様 と して標 準化 を 目指 して い ます 。

 AAMTは 、 機 械 翻 訳 の 研 究 開 発 者 、 製 造 販 売 者 、

利 用 者 の 一渚 か ら構 成 され る 団体 です 。

特 徴

 UTXは 、対 訳 形 式 の 用 語 の 知 識 を 共 有 す る こ と

で 、翻 訳 ソフ トの 翻 訳 精 度 を 大 き く向Lし ます 。ユ

ー ザ ー の視 点 か ら
、 シ ン プル で 「作 りや す く、使 い

や す い 」 こ とを 目指 して い ます 。

 異 な る メー カー の 翻 訳 ソ フ トで 、同 じ辞 書 が 使 え

ます 。 また 、翻 訳 ソフ トを ま った く介 さ ない 用 語 集

と して も使 え ます 。

な ぜ 使 うの か

 UTXを 使 え ば 、翻 訳 ソフ トの ユ ー ザ ー 辞 書 をか ん

た ん に 共 有 ・再利 用 で き ます 。翻 訳 ソフ トが うま く

訳 せ な い の は 、あ る語 や 句 を ど う訳 す べ きか とい う

翻 訳 知 識 が 不 足 しているからで す。UTXは 、翻 訳 知 識

をユ ー ザ ー 辞 書として補 うことで 、翻 訳ソフトの翻訳 精度

を大きく改 涛できます 。

 また 、これ まで 翻 訳 ソフ トの ユ ー ザ ー は 、細 切 れ

の ユ ー ザー 辞 書を個 人 で作 成 して も、有 効 活 用 で き

ませ ん で した。 単純 な テ キ ス ト フ ァイ ル で も、 形

式 が揃 っ て い な い と共有 や 再利 用 は 困 難 で す。 しか

し、UTXの よ うな 単 … の 規 格 を使 えば 、 異 な る メー

カ ー の翻 訳 ソフ トな ど、 さ ま ざま なツール で広 く共

有 し、す ばや く再利用 でき るよ うにな ります。

ム

   辞φ共有と鳶1」用

闇 鱒 騙 圏

勲
異なるシステム間での共有

翻訳ソフトB一 翻訳ソフトC

種 類

 以 下の2種 が あ ります 。

UTX-Simple もっ ともシンプル な タブ区切 り形 式。

UTX-XML  多 くの情 報 を 含 め られ るXML形 式

       (仕様 を検 討 中)。

だれが使 うのか

 翻訳 ソフ トのユーザー、翻訳者が使 うことを想定

しています。作成や使用にあたって、文法や言語学

などの高度な専門知識は不要です。複数形、名詞や

動詞な ど品詞の区別など、最低限の情報のみで作れ

ます。
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どの よ うな 分 野 で 使 うの か

 lT、医 療 、法 律 、工 学 など、一 定 の専 門 性 がある分

野 の翻 訳 で あれ ば 、どの ような分 野 でも使 えます 。

ど ん な語 を 含 む の か

 基本 的 に、UTX辞 書 は特 定分 野 の専 門 用 話 の み を

含 み ます 。多 くの場 合 は名 詞 、特 に 複 合 名詞 が ほとん

どです 。た とえば 「XMLdeclaration」 のような語 は 、辞

書 に登 録 す ることで はじめ て 「XML宣 言 」などと正 しく訳

せ ます 。「window=窓 」のような基 本 的 な語 彙 は 、翻

訳 ソフトのシステ ム辞 書 に含 まれ て いるた め含 め ませ

ん。翻 訳 ソフトに購 入 時 に付 属 しな い、きめ 細か い 対 訳

の情 報 を集 約 して 共有 ・再 利 用 す ることにより、翻 訳精

度 を向 上で きます。

 文(セ ンテンス)に つ いては 、一#の 「単 語 」として扱

うの が適 切 な場 合 にの み含 めることもで きます 。た だ

し、原 則 としてUTXは 、翻 訳 メモ リー(文 単 位 の 対 訳 デ

ー タベ ー ス)とは 区 別 して使 います
。

多 言梧 に 対 応 して い るか

 UTXの 文 字 コー ドは 、 Unicode(UTF-8)で あ り、

UTF-8で 扱 え る言 語 は す べ て 扱 うこ とが で き ます 。

た だ し、1っのUTX-Simple辞 書 に は、起 点 言 語A(原

文)か ら 目標 言語B(訳 文)へ の 方 向 の 訳 の み が 含

まれ ます 。Bか らAへ の辞 書は 、別 の辞書 にな ります。

ど うや って 作 る の か

 UTX-Simpleは 、テキス ト エデ ィタや 表 計 算 ソフト

で かん たん に 編 集 で き ます 。変 換 ツー ル で 、UTX形

式 か ら各社 の翻 訳 ソフ トの形 式 に 変換 して使 用 で

き ます(現 在 はUTX-Simpleの み)。

変 換 ツー ル の入 手 先

http:〃www.aamt.info!japanese!utx1

 さま ざま な形 式 か らUTX形 式 へ の 変 換 をす る ツー

ル も開発 中 です 。

オープンソース開発者 ・翻訳者の皆様へ一UTX形 式で

用詔を公開 ・共有 しませんか?

 互いの用語を公開 ・共有することで、ソフ トをす

ばやく多言語化し、世界中の人に使ってもらえま洗

UTXメ ー リン グ リス ト

 どなたでもUTXの 議 論 にご 参加 頂け ます。

 「UTXメ ー リング リスト」でウェブを検索 してくだ さい。

参 考 資 料

大 倉 清 司 他(2008)「 共 有 ユ ー ザ ー 辞 書仕 様UTXの 現 状

 と今 後 の 展 開 」言語 処理 学 会 第13回 年 次 大 会(東 メiO

Francis Bond et al.(2009)"Sharing User

 Dictionaries Across Multiple Systems with

 UTX-S"in Second International Workshop on

 Intercultural Collaboration(IWIC2009),

 Stanford

実 例

(UTX-Simple 1.0版 に 基 づ くサ ン プ ル)

#UTX-S 1.0;en-US!ja・JP;2008.03・15T10:00:00Z+09:00;

copyright Francis Bond(2008), license CC・by 3.0

#src

new

fast

prosody

save

tgt

新規の

高速な

韻律

保存する

#は コメント行 を表 す 。

src:pos

'
adj

adj

noun

verb

src;plural

prosodies

●1行 目(コ メン ト行):辞 書 の 基 本 情 報 。各 項 目 は セ ミコ

ロン と半 角スペ ー スで 区切 る。UTX-SはUTX-Simpleを 示

す,,

#UTX-S〈 バ ー ジ ョン 番 号 〉;<起 点 言 語>1<目 標 zf4111CI

>;〈 最 終 更 新 日付 時 間 〉;c。pyright:〈 箸作 権 者 〉;

1icense:〈 ライセ ンス 〉;〈 追 加 の 情 報 〉(必 要 に 応 じて追)1【i)

●2行 目(コメント行):属 性 の規定。各項 目は タブ 区り玖,

上 記の 例 で は

#〈 原 語 〉 〈訳 語 〉 〈原 語 品 詞 〉 〈原 語 複 数 形 〉
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UTX辞 書(用 語集)作 りのポイン ト

●辞書の分野を定義する

●固有名詞以外は大文字で始めない

●原形を記載する(「†f販辞書の見出しの形式)

●原語、訳語以外の情報はコメント欄に記す

●1蒲譲こ対応する訳沼ま、最良のものを1つだけ選ぶ

免 貴 事 項

 AAMTお よ びAAMT参 加 者 は 、UTX、

UTX-Simple、 UTX-XMLの 仕 様(以 下UTX仕 様)

を現 状 有 姿 のまま提 供 す るものであ り、UTXに 関 す る

一一切の 事柄 を法 律 的 に保 証 せ ず
、またUTX辞 書を使

用 した 結 果 に対 しても 一切 の 責 任 を持 ちませ ん 。また

UTXの 各種 ツー ル の作 成 者 は 、変 換 の正 確 さにつ い

て 保 証 は しませ ん。UTX仕 様 は 、ユ ー ザー 各 位 の 責

任 にお いてご使 用 ください 。

 AAMTはUTX仕 様 の著 作 権 を放 棄 してい ませ ん

が 、UTX仕 様 は公 開 され てお り、どなたでもご使 用 頂

け ます 。辞 書 の作 成 者 は 、商 業 使 用 を含 め 、そ の辞 書

のライセ ンスを規 定 できます 。た だ し、辞 書 の 基盤 とな

るデ ー タの 著 作 権 に つ い て は 、個 別 にデ ー タの 提 供

元 に確 認 してください 。AAMTお よびAAMT参 加 者

は 、AAMTが 作成 した辞 書 を除 い て、個 別 の ユ ー ザ

ー が 作 成 した辞 書 の 著 作 権 の 正 当性 に っ いて 確 認 を

せ ず 、保 証もしませ ん。

 ユー ザ ー は 、UTX仕 様 に基 づ いて作 成 され た辞 書

を、その 辞 書 のライセ ンスに応 じて使 用 できます。実 際

に 配 布 され て いる辞 書 のライセンスは それ ぞ れ 異 なり

ます の で 、UTXフ ァイル の 先 頭 部 分 に含 まれ る使 用

条件 をご確 認 くだ さい。

機械翻訳課題調査委員会

共有化 ・標準化ワーキンググループ メンバー 順不伺)

W本 ゆ う じ

伊 藤 肇

村 田稔 樹

鈴 木 次 良

Francis Bond

島津 美和 子

谷 口裕 子

大 倉清 司

加 藤 マ イ ケ ル孝 仁

秋桜舎

株式会社インターグループ

沖電気工業株式会社

株式会社クロスランゲージ

独立行政法人 情報通信研究機構

東芝 ソリューション株式会社

東芝 ソリューション株式会社

株式会社富士通研究所

ラーニング コンサルタン ト

http:〃www.aamt.info)1iaDaneselutx1

問 い 合 わ せ 先:aamt-info@aamt.info

2009年5月 版
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機械翻訳研 究 プロジ ェク トリンク集

AAMT機 械翻訳課題調査委員会WG2

●

●

●

●

●

本ペー ジでは、AAMT機 械翻訳課題調査委員会 「調査 ・広報 ・啓蒙」ワーキンググループの活動成果と

して、 「機械翻訳研究プロジェク ト」をリンク集として紹介しています。

複数の組織からなるプロジェク トの場合、 「主な参加団体」として代表的な一組織のみ掲載 しています。

AAMTは 以下のサイ トにアクセス したことによる損害を一切補償 しません。

本 リス トに掲載 されていない 「機械翻訳関連研究プロジェク ト」をご存じでしたら、AAMT事 務局ま

でご連絡いただければ幸いです。

順不同

日本のプロジェク ト

羅 灘機械翻訳ユーザニ辞書共通フォーマット制是浩動

灘難鱒藤藤鞭麟辮ラジア太平洋機械翻訳協会

騨醒 顯 鰹 灘http・//w…aam・ ・nfo/j・panese/・t・/

馨 . 2006年 ～

灘 1MASTARプ ロジェクト
融

欝灘鱒鱒購轍鞭購精報通信研究機構

灘 灘 躍 盤htt・//www・.n・ ….・/・b/…tsnew/・ess/h2・/・8…9/・8…9.…1

12008年 ～5年 間

灘蠣灘灘灘灘難齢第ラ痴欧州研免蘭発フレー云う一ク計画

購 購灘囲購 名古屋工業大

騨http・//ww-・ ・e.org/

灘 齪2008葦 ニニ3年間

翻 鑛獺おもそなしde開国テロジェクト

願 丁情報逼信耕貌機構皿げ"

鰯 雛 踊 轟 ・ta://www・.・・… /Dub/whatsnew/Dress/h20/080602/080602-2.html

選 難299晦 烹

NTCIR-7*Patent Translation:*

麗 難 国 立 情 報 学 研 究 所 ・情 報 学 資 源 研 究 セ ン ター

 http://research.nii.acjp/ntcir/

灘藤 躍 羅2008犀 ～
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一 阿肖R百然言語処理研究プロジェクト

       [NHK放 送 技 術 研 究 所

一lntt・//www.・hk.・ ・.°/・t・1/…/・・neen i・・・…nen'・ …8・h・・1

一12008『 輩る

国 囲囲 囲 計吾列 ッド

ー 麗晴報通信研究機構…

 … … … 『涯

一___…1

醐 圃 翻 騒http・//lang・id.・ ….・・」・加/

一12006年 ～2008年

_______一_～ 一_.1

」

願 臨 翻踊lA-STAR

囲 ■ 醗 晒 吾芦言語コミュニケーシ・ン襯 所
       'htto://www.atr.io/html/tonics/Dress O61114i.html

■ 團 團 懸 巨・b6奪～幽

一… …一 …

一 旧禾法苓英訳ラ百夢エクト

       胸閣官房室

鳳 題 騒 麟lhttp・//www.kl,・,1;.nagoya-u.acjp/told/…  …    隅"… …

騨 醐 躍 圃 ・006年 一 _二 二 二 二 ……… 二 二 … 三 工 二 二

1圃 囲 圏 贋 師 鰍 諏 元 ゜i=71「 …w-  ……一 …… … … … … …}

一 晴報 蓬信岳究機構

置 闘 圏 麟 唖1刀www・.…t.EO.1叩/・/x161/・e・e・・ch. r・・ec・/…ect.f・itml    ………

12005年 ～2011年

一 雁茸プロジェクト
ー 賑 天學円…

閣 圏纏 墨薯 璽 璽 一_.一_一
ライフサイエンス辞書プロジェクト

京都大学

htto://lsd.oharm.kvoto‐u.ac.ia/ia/about/about Isd/index.html

1996年 ～
一
 蒸



囲
圏 ぎ
囑

鳥バンク

鳥 取 大 学

htto://unicorn.ike.tottori-u.ac.ia/toribank/

 一一一

1一

甑踊 、
脚照羅 騒一

清 声 言 語 メデ ィア 処 理 プ ロ ジ ェ ク ト

;NTTサ イ バ ー ス ペ ー ス 研 究 所

http://www.ntt.co.ip/cclab/ccsouken/sp/p onsei.html

璽
囲 「巨δδ6輩二…

海外の著名なプロジェク ト

灘 蠣 灘 灘;The EuroM・trix Proj・Ct

            Edinburgh University

             -…一       一一一                   
euromatrix.net/            Ihtta://

騨囲 睡 躍 騒P・ 。・pec・pF戚・  ……凹

            Dublin City University
             

囎 翻 翻 翻http・//www・nclt.dcu.i・/・ ・/・…pect.…1

'
.2005年 ～2009年

圃醗醗盤,
一

lL6石δ丙う源;6{…

舶「胤  几 鮎炉粘  肖 旨 '      `

Oslo University

囲睡灘翻            http://www.emtutee.net/

巨6δ舜 ㎜～
」

:GALE

一 醒駆RPA
睡 囲 醗 蟹htt・//www…a・ ・il/・・・・ …am・/・1・/・1・ ・as

{一

[尉

TC-STAR

l、tit。t。 T,enti。 。 di C.it。,a
}

囲 翻 圏  http://www.tc-・t・r.・・g/

            F
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翻訳 ソフ ト活用 のための リンク集

AAMT機 械翻訳課題調査委員会WG2

●

●

●

●

本ページでは、AAMT機 械翻訳課題調査委員会 「調査 ・広報 ・啓蒙」ワーキンググループの活動成果と

して、 「翻訳ソフ トの活用に役立つサイ ト」を紹介 しています。

AAMTは 以下のサイ トにアクセス したことによる損害を一切補償 しません。

本リス トに掲載されていない 「翻訳ソフ ト活用に役立つサイ ト」をご存 じでしたらAAMT事 務局まで

ご連絡いただければ幸いです。

順不同

翻訳ソフト・ツールの活用法紹介

翻 訳しやすい文章の作り方

痴 って得する豆知識
1肖     _..、    .鴇

htt;//www.crosslan ua e.co」/o akudachi/edit'e/

翻訳のゴツ       副

Yahoo!翻 訳のコツ

秋 桜舎

1バベルMT(機 械翻訳)研 究会

莫 文法に興味を持たせる

インターネットの 自動翻訳サイトの活用法

'.htt,//f.toshiba-sol.co.i/rod/hon -aku/service/case/t. s/index.htm

http://software.fujitsu.com/jp/atlas/hintl.html

htto://honvaku.vahoo.co.io/euide/kotu honvaku.html

http://transpacosmoshouse.com/index.htm

lhttp://www.babel.cojp/mtsg/wiki/wiki.cgi

;クマぞ一の何でも巽験塁

翻 訳サービス利用ガイド

htt://www.nicer. o」/eltt/en lish/hi h/en hO505.html

http://bgrass.halfmoonjp/translation/

http://xn--vckilfxhz200692m.eeyo.biz/

翻 訳ソフトで遊ぼう 上手な利用法

機 械翻訳 しっかり入門

翻 訳ソフトのススメ

翻 訳ソフトをつかって正確な英文を書 くコツとは?;

翻 訳ソフトで英文を書く!
§

'ihtt
p://abc‐abc.net/soft.html

http://www.marlin‐arms.co.ip/ion/column/mt101/index.html

:http://aucds.com/

`h
tt://allabout.co.'/stud/en lish/closeu/CU20020415/index.htm

ちょっとした工夫で翻訳ソフトは使いやすくなる!

翻 訳ソフトで英文を読む!
;htt ://allabout.co」 /stud /en lish/closeu /CU20020412/

機 械翻訳を活用するための100の ヒント
§

'.http://www.ispljp/'oosaki/research/tips‐translation/

翻 訳に関するプログ・メールマガジン

1秋稜 舎 ラ 己 ゲ                 http://。。,m。、h。use.。ir-.iffy.。。m/m、i。/

",TranRadar電 子 辞 書SHOP bl。g

l「読 ん で 得 す る 翻 訳 情 報 マ ガ ジン 」        httP://t「an.bl°g.shin°bijp/

漢 日 翻 訳 ソ フ ト=チ ュ ー ニ ン グ す れ ば こ ん な に 良 くな るThtt・ ・//・・chi・・.m・g2.com/0000185648/ind・, html
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複数翻訳サイトの比較

1論 懇 エ ン:'ン か ら一 轍 … …Ehttp://7go.biz/translation/f   … … 「
i-一一一一一

Crosstranslation                {http://sukimania.ddojp/trans/trans・php

翻訳ソフト用無料辞書ダウンロード

[墜 壁 整 醜__嬰 禦 讐〕禦 輿 墜 鱒f/dictdataidx.html

lJ北 京 用        httP//www.k°denshajp/°lympic/

:The禰 諒 角
ト… 一一 一 一 一 一一 一 一1-一 一 一 一一 … ～ 一 一 一 一 一一 一.

lATLAS用        lhtt・//・。伽 ・・e細itsu…m/'/・tlas/・d・t・/・t・ 丈snl・html

十 一一 一 一.一 一 一一 一 ～ …一 一 一一 一 一..
lhtt://f.toshiba-sol.coj/rod/hon-aku/service/case/dctnr/index',htm

廟訳の王様用     ,lhtt://www-06.ibm.com/'/sofヒware/internet/kin/download/index.html l
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卜AMT会 員 の ひ ろ1ま?

 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の場 をAAMT Journal誌 面 上 で 提 供 す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろば 」、第 一 同 のNo.41の ス ター トか ら 早 く も一年 半 を 迎 え よ うと して い ます 。

 第 五弾 の 今 号で は 、 法 人 会 員2社 、 個 人 会 員3名 の皆 さ ま か らの ご寄 稿 を い ただ き ま した。

 学 識 経 験 者 と して 、研 究者 と して 、 翻 訳 者 と して 、 日本 で 、或 い は海 外 で 、機 械 翻 訳 、 翻 訳 、教 育 と各 分 野 に

お い て 、 会 員 各位 の これ ま で の歩 み 、 そ の 中 で の貴 重 な経 験 談 を ご紹 介 い ただ いて お ります 。

 AAMT Journalで は今 後 も 引 き続 き 、会 員 の皆 さ まか らの ご寄 稿 を心 よ りお 待 ち して お ります 。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わせ はAAMT事 務 局(E-mail:aamt-info@aamt.info)ま で宜 しくお 願 いい た します 。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

(社)日 本 翻 訳 連 盟/Japan Translation Federation

自己 紹 介

'Li連盟 は1981年 に設 立 され
、1990年 に 通 商 産 業 省(現 経 済産 業省)よ り許 可 され 社 団 法 人 とな りま した。 団 体

の 目的 は 、 翻 訳 事 業 に関 す る調 査 、研 究 、研 修 会 、 人 材 育 成 等 の 実 施 及 び翻 訳 関連 の 国 際 会 議 等 へ の参 加 を 通 じ

て 、 翻 訳 事 業 の 発 展 を図 り、 わが 国経 済 発 展 に 寄 与す る こ とで す 。 円滑 に事 業 を遂 行 す るた め に国 際 翻 訳 家 連 盟

(FIT)、 American Translators Association(ATA)、 ア ジ ア 太 平洋 機 械 翻 訳 協会(AAMT)、 日本 工 業英 語 協 会等

と相 圧会 員 関係 を もち協 調 関 係 を築 い て き ま した 。

AAMTに 入 会 した 理 由 は 、 翻 訳 の 高 品 質 ・コス ト削減 ・効 率化 を極 め て行 くに は 、従 来 の翻 訳 者 に よ る翻 訳 に加

え て 、 必 要 と され る改 善 点 も多 々 あ る と思 うが 、翻 訳 ソフ ト ・翻 訳 メモ リ ・そ の他 翻 訳 支援 ツ ー ル の 活 用 を 前 向

き に 考 え て い く必 要が あ る と考 えた か らで す。

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

翻訳には2種 類あると思います。一つは大まかなあらす じが分かれば良い。もう一つは商品価値が求め られる文

芸翻訳と産業翻訳です。前者の場合は現状でも翻訳 ソフ トがかなり使えると思います。文芸翻訳の場合は翻訳者

に文才がないと難しいです し、翻訳 ソフ トでは困難だと思います。私達は後者とくに産業翻訳での機械翻訳に注

目しています。産業翻訳の場合、語学力はもちろん高度な専門知識も要求されます。翻訳 ソフ トも分野毎個別に

ユーザーとコミュニケーションをとりながら、きめ細かく開発していく必要があると思います。

現在市販 されている翻訳ソフ トは個人ベースで うまくお付き合いしながら、ビジネス或いは翻訳に役立ていける

と思いますが、実務翻訳者や翻訳会社の現場で利用するにはまだまだ改善の余地があります。
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AAMTへ の ご要 望

AAMTの 事務 局 は 東 京 か ら京都 に移 転 され ま した が 、 翻 訳 ソ フ ト会 社 お よび 翻 訳 を必 要 とす る多 くの 企 業が 首都

圏 に集 約 して い るの で、AAMTの 活 動 拠 点 も 首都 圏 に お く必 要 が あ る と思 い ます 。そ うす れ ばAAMT Tの 活 動範

囲 お よび 実 績 も も っ と向 上 す るの で は な い で しょ うか 。

翻 訳 ソ フ トの 開 発 担 当者 とユ ー ザ ー 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョンが も っ と必 要 だ と思 い ます 。そ れ をベ ー スにAIの 導

入 等 も進 め た ら良 い と考 えま す。

翻 訳 ソ フ トに な じみ や す い 形 に す る原 文 校 正 ソフ トを 開 発 して い た だ き たい と思 い ま す。 基 本 的 に 原 文が 悪 い と

人 間 も機 械 も良 い翻 訳 が で き ませ ん。

会員名

山 根 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン/Yamane Documentation Corporation

自 己紹 介

東 京 の 西 新 宿 に拠 点 を置 い て お ります 翻 訳 会 社 株 式 会 社 山根 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン にお き ま して 、ITソ リュー

シ ョン事 業 部 の 統括 マ ネ ー ジ ャー を務 め て お り ます 吉 沢 と 申 します 。 ロー カ ラ イ ズ 業 務 全 般 、 ラ イテ ィン グ、 ラ

イ フサ イ エ ンス 系 、特 に 医学 、薬 学 、更 にCSR、 ア ニ ュ アル レポー ト、金 融 系 で 実績 を 積 ん で い る翻 訳 会 社 です 。

AAMTに 入 会 させ て い た だ い て か ら早1年 近 くた ち ます 。 多面 的 な 多 く の情 報 が 発信 され 、皆様 の活 発 な活 動 に

日々刺 激 を 受 け て い る次 第 で す 。

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

機械翻訳の出力に対する手動の修正を行 うという品質管理の業務におきまして私が時折考えてお りますことは、

「機械翻訳は真にユビキタスとな りえるか?」 とい うテーマです。

「ユビキタス」 とは、つ まり 「機械翻訳であることを意識する必要もなくなる」 とい う意味のつもりですが、た

とえば、Webの ようなインタフェースを通 して機械翻訳 された契約書をエン ドユーザーが読み、その結果、契約

の意味がよく理解できなかったり、不幸にも誤解 してしまったりした場合、まるで従来の固定電話(つ まりユビ

キタスな通信手段)が 故障したときに電話局に問い合わせて解決していたような程度のことで済むものなのか?

ということです。

しかしながら、私どもの実際の翻訳現場におきましては、日々、機械翻訳をどれだけ 「人間が翻訳 したものに近

づけるか、区別できないほどの品質に上げるか」という作業に追われているのが実情です。今後は、私どもの現

場における 「機械翻訳実務」につきましても、AAMTの メンバーのみなさまと情報交換をさせていただき、業界

の発展に寄与できればと切に願っております。

                          山根 ドキュメンテーション ITソ リューション事業部

                                              匹1∫沢茂大1
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個人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

仲佐 博裕(NKS技 術士事務所 (社)日本工業技術振興協会)/NAKASA Hiroyasu

自己紹介

何十年後に偉大なるノーベル賞物理学者が続出することになるとは夢にも思わず、大学院時代の余 りにも役に立

たない中間子発生を目指 した粒 子加速器の研究に見切 りを付けて、少 しはましな実務的な研究ができることを期

待して、(財)電 力中央研究所に入所 し水力 ・火力 ・原子力と諸研究歴を積み重ねて30有 余年、しか し結局は、特

に目立つ ような研究成果も得 られぬままに何時か60歳 定年を迎え、退職 してからも既に10有 余年 も経た老科学

技術者?と いうのが自己紹介です。その研究人生では、1985年 の筑波万博以降、陰に陽にパソコンを利用した機

械翻訳の ソフ ト開発とその利用に明け暮れしてきま した。その中には、開発当初の機械翻訳技術を導入す るため

にメーカーを支援 したスポンサー経験、その後機械翻訳の実用化を目標 としてソフ ト開発をしたデベ ロッパー経

験、さらに定年退職後、開発 した機械翻訳ソフ トを技術情報文献等の翻訳実務に有効に利用 してきたユーザー経

験、の3通 りの経験をささやかながら身を持って味わってきました。これらの諸経験について何か会員の皆さま

にお役に立つことでもあればと思い、本文の筆を執りました。

機械翻訳との関わり

 1985年 の夏の暑い盛 りに、中学生だった息子にせがまれて筑波万博の見学に出かけた折、富士通パ ビリオンの

機械翻訳ATLASの 展示の人気に驚きましたが、大学時代のその道の友人達が開発に熱中していた大形計算機の威

力に過ぎないのだろ うとしか思いませんでした。一方、当時ようやく世に出始めたパーソナルコンピュータを使

っても機械翻訳が可能であるという話を、電力中央研究所内の仲良 しクラブであるPC同 好会の席上で友人から

聞き驚かされま した。その話の出所は、故 ・上野俊夫氏の名著 「パー ソナル ・コンピュータによる機械翻訳プロ

グラムの制作(1986)」 で した。よくもまあ、この時代にここまで機械翻訳の仕組みの種明か しをされたものか、

と畏敬の念を抱いたもので したが、多分、世の多くの諸氏もこの書物を基にしてパソコンによる機械翻訳に熱中

されたことと思われます。筆者もその中の一人に過ぎませんが、それにしてもその後随分と長い間、急速な発展

を遂げたパ ソコンの進歩にも後押 しされま したが、パソコン翻訳 とお付き合いすることになるとは思ってもいま

せんで した。パソコンに関しては、それまでの10数 年間、非破壊検査関係の研究開発に従事していた際に、NEC

パ ソコンの国民的名器PC8001を 計測監視用に利用 してきてお りましたので、早速にN88BASICを 使った上野

氏のプログラムを導入し、いろいろ改良を加えながら機械翻訳の仕組みの解明を楽 しんでお りました。

 筑波万博での機械翻訳の人気を目の当た りに した電力中央研究所の トップ筋からの指示で、富士通の機械翻訳

システムATLAS-1を 電気事業界でも導入 しようとして、1986年 の秋から研究所本部に 「機械翻訳実用化検討会」

が発足することになりました。その会では経済関係 と原子力関係の諸文献について機械翻訳性能を評価すること

になり、原 子力部門でぶ らぶ らしていた筆者もその筋の専門家 として参加 し、機械翻訳結果を評価 して性能向上

に協力することになりました。 しか し、富士通のご関係者の方々には大変申し訳けないことながら、その評価結

果は散々なものでした。例えば、単純な"It is…to…"構 文などもまともな訳ができず、それ らの ソフ ト改
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良開発には半年単位の時間が掛かるとい う回答を受けたもので した。ただ後に自分もソフ ト開発をする身になっ

て、逆の立場か ら同様な批判を受けることになり、当時の関係諸氏のご苦労が身に染みて判るようになっていま

す。大きな組織で多くの顧客相手の業務では、なかなか小回 りの効く即効性ある対応は困難なことであったであ

ろうと思っています。

 ただ、PC同 好会でお遊びで楽 しんでいたパ ソコン機械翻訳では逆に、小回りの効 く翻訳処置は容易に行 うこと

ができました。その成果は 「盲蛇に怖 じず」的ではありましたが、たまたま論文募集中の横浜開催の知識情報国

際集会ICIK87で 講演発表することに しました。この講演発表は、今でも考えられないことですが、1E式 な研究

題 目の設定もせずにPC同 好会仲間と連名でどさくさ紛れ的に行ったもので した。この国際集会では機械翻訳関

連の論文発表が2件 あり、もう1件 は、当時京都大学の長尾真教授による本格的な機械翻訳の開発成果のご発表

でありました。内容的に格段の差がある発表内容ではありましたが、機械翻訳プロセスを判 り易く説明していた

ためか、筆者の発表には今でも忘れ難い質問を幾つか会場から頂きました。その一つは、米国人の質問者からの

ものでしたが、当方は英語から日本語への一方向の機械翻訳を発表 したのにも関わらず、質問内容は 「英flの翻

訳結果か ら日英翻訳すれば、きちん と元の英文に戻れるのか?」 というものでした。

 この米人か らの質問に対 して、「現発表は英 日翻訳のみであるが、将来の課題として 日英翻訳、更に英日と日英

での同文復帰も検討 したい」と一応その場を繕った返答をしましたが、これがその後の機械翻訳の泥沼研究に入

り込むきっかけになって しまいました。この双方向翻訳課題の解決は、その後の約10年 間の研究開発作業の後で

も達成できませんで した し、多分、その時点から20年 余も経た今現在でも、翻訳の質と量のレベルに依るかも知

れませんが、世の一般の機械翻訳システムにとってもなかなか難 しい永遠の共通課題であろうと思っています。

機械翻訳研究開発の辛い点

勤務 していた研究所は、スポンサーである電気事業界に貢献可能な新 しい技術があれば、それを評価 して速やか

に導入する道筋を付けるか、またそ うでなければ新 しい技術をユーザーサイ ドから自ら研究開発することを責務

としていました。 しかし当時の機械翻訳技術は、多大な翻訳実務を抱えている電気事業にとって、すぐに使えて

ユーザーとして満足できる状況ではないものと判断され、ユーザーの視点から自ら機械翻訳システムを開発 して、

原子力などの専門分野や特定の対象物を具体的に持っている人達が扱いこなせるようにすることが要求されまし

た。

 パ ソコンでの機械翻訳遊びに夢中になっていた筆者は、専門の原子力分野での限られた対象の翻訳ならばと、

これも 「盲蛇」的に簡単に考えて、窓際族の優雅な研究対象が見つかったもの と思い、1988年 秋に新規の研究テ

ーマを設定することにしました。当時の考え方は、後に取材を受けた電気新聞の月曜インタビュー記事 「翻訳は

探偵小説を読むような面白さがあ ります」と大胆にも大げさに見得を切って始めたもので した。それでも何とか

定年までの約10年 間も機械翻訳のテーマでお給金を頂いて、サラリーマン人生だけは全 うすることができました。

 この開発研究では、当時ようや く世に出た32ビ ットのパ ソコンと、英文資料を光学的に読み取ってパ ソコンに

入力するためのOCR・ イメージスキャナーとを購入する予算獲得から出発 しました。接続詞 ・関係代名詞などを

多く含む長文や、特殊な文字 ・記号を含むクセのある英文、等にも対応可能なように原文入力が簡便に行えかつ

訳文もまともに出力できるようにする作業と共に、特殊な専門用語や表現法にも対応 可能な辞書の整備や、諸文

法規則の追加 ・修正を進める作業、の連続で したが、これ らの作業は結構面白く楽 しみなもので した。 しか し、

このような研究開発過程は、綺麗事の学術論文を書いた り、威張れるような研究成果を鼓舞できるような代物で
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は な く、 遅 々 と して捗 らな い泥 沼 の研 究 作 業 の 連 続 で も あ りま した。 周 りか らは 、 年 度 末 や 期 末 ご とに研 究 成 果

を問 わ れ 、 次 の 予算 獲 得 の ス トー リー 作 りに 苦 労 し続 け た もの で した。

 特 に 当時 の パ ソ コン 翻 訳 の ソフ ト開 発 で厳 しい 問題 点 は 、当初 か らの使 用 装 置 が32ビ ッ トマ シ ンで あ った の に

も関 わ らず 、16ビ ッ トのOSソ フ トしか 使 えな か った こ とで した 。 長 文 の 翻 訳 対 象 や 辞 書 内 容 の 作 成 で は す ぐ に

容 量制 限 にぶ っ か っ て しま い 、 そ の 回避 処 置 に 苦 労 した もの で した。 こ の 問題 は 、1990年 代 後 半 以 降 の32ビ ッ

トパ ソコ ン ソフ ト(WINDOWS 95以 降)の 急 速 な進 展 と普 及 で 解 消 す る こ とに な ります が 、 残 念 なが ら筆 者 の 研

究 期 間 の終r後 の こ とで あ りま した 。 そ うこ うす る 中 に 定年 ま で の 持 ち時 間 も乏 し くな り、外 部 業 者 に 委 託 して

英 日 ソフ トに っ い て の み ウ ィン ドウ化 対 応 を した とこ ろ で 定年 退職 とな り、 苛 酷 な研 究 開 発 の 泥 沼 と苦 労 か らは

抜 け 出せ る こ とに な りま した 。

原子炉故障 トラブル情報の機械翻訳

勤め先の研究所は、米国電力研究所(EPRI)と の協定により、米国の原子炉故障 トラブルに関する多数の英文書類

が衛星通信回線で送られてきてお り、その英文翻訳の担当部門があ り、そこでは翻訳にあたっての労力 と時間の

節約や外部翻訳委託費の節減のために、英 日機械翻訳の実用化を図る研究ワークが進められていました。その中

には、既述のATLAS・1の 実用性能向上の努力が進められていましたが、技術的 ・経済的な限界のために適用柔軟

性が期待通りでないと評価され、その際の問題点を解明し解決方法を探求するためのクロスチェックとして、ユ

ーザー自らが翻訳 ソフ ト内容の改良を自由に行えるとい う特色があるパ ソコン翻訳の実用性が評価されることに

なりました。

 このため、筆者のパ ソコン翻訳を原子力情報の実用翻訳に適用 し、多様な原文に対応できる機械翻訳性能や操

作性能の更なる改善と、適用可能な辞書の整備を図ることにな りました。その実運用化の際、米国の原子力現場

の作業労働者からの生に近い間違いだらけの英文や らクセのある長文 ・悪文や らが満ち溢れている英原文の扱い

には苦労しました。関係部門からは、「たとえ語句のスペル ミスや文法的に間違った英文に対 しても、機械翻訳の

方できちんと訳してくれなければ困る」といった無茶苦茶な要望にも対処 しなければならない苦労もありました。

簡単な辞書の作成 ・整備はアルバイ ト女性に頼めても、特殊な専門用語や表現法に対応できるような辞書の整備

や、 ヒ記のような長文 ・悪文の英原文に対す る諸文法規則等の追加 ・修正は、どうしても専門分野に通 じかつ対

象外国語 と日本語の両方に通 じた開発者の能力が必要であることを痛感 しました。

モンゴルにおける日一蒙一英の機械翻訳

 定年退職の直前に、当時のモンゴル技術大学から学長名で 日一蒙一英の機械翻訳の開発についての国際協力依

頼の私信を受け取 りま した。退職前後の暇に任せてモンゴル語について少 し勉強を してみたところ、日本語のル

ーツとも言えるような共通点が多々あること、従って比較的容易にパ ソコン機械翻訳の適用が可能であることが

判りました。その旨をモンゴル側へ返答 したところ、日本の名立たるメーカーや大学 ・研究機関に送信 したのに

返事は筆者のみであったとのことで、モンゴルの国を挙げての祭典ナーダムの時期にモンゴル国への招待を受け、

大学での講義 と引換に、周辺の景勝地観光やナーダム見物など、定年退職後の思い出深い良き体験を得ることが

できました。

 その後の機械翻訳開発の国際協力の進展につきましては、定年後の個人プレーは人 ・物 ・金の点で困難であり、

国際研究プロジェク ト立ち一L一げなどいろいろと努力はしま したものの結局は物にならずに、当時新 しく組織化 さ
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れた東北大学アジア研究センターの方にお任せすることで終局 しました。このような国際的な研究開発では、「人」

として相手国の語学に長けた人材の確保、「物」として良き辞書や諸参考文献の入手、「金」として潤沢な国際交

流資金の必要性、などの諸点と共に 「時間」が重要な要素であることを実感 した次第です。

翻訳業務への機械翻訳の実用

定年退職後は、趣味の客船 クルーズを楽 しみながらインターネ ットでの送受信を使った翻訳作業で費川稼ぎをす

ることを夢見て、手元に残っていたN88BASIC時 代に自主開発したパソコン翻訳を使いこなして、種々の翻訳

業務をすることにしました。翻訳実務に機械翻訳を適用する主な利点は、たとえ機械翻訳の性能が低 レベルであ

っても翻訳作業が飛躍的に速ま り、数字の桁落ち、翻訳文の段落抜けや行抜けのよ うな致命的な翻訳 ミスが無 く

なること、また翻訳語句が統一化されるばか りでなく、機械翻訳出力がどうしてこのようになるのかを考えなが

ら、訳文を推敲していると不注意な翻訳 ミスも激減すること、などです。

 最初の頃の翻訳業務は、主に国際規格 ドラフ ト文の英日翻訳で した。以前から放射線計測関係のJ[S委 員と

して国際規格には関わ り合いを持っていましたが、その後も別のルー トからISO関 連の国際規格の作成過程での

ドラフ ト文の翻訳依頼があ り、英日機械翻訳を使っての翻訳業務に携わ りま した。当初のISO 9000番 台の品質

保証の諸規格から始めて、その後のISO 14000番 台の環境管理の諸規格まで、多 くの ドラフ ト規格案の間違いや

癖の多い英文について、機械翻訳に掛けて時間短縮を図 りながら翻訳 したものでした,,こ れら一連の ドラフ ト文

の翻訳作業中に気付いた驚 くべき点は、国際規格がいとも簡単に出来上がって行 く魔法のような規格作成プロセ

スで した。例えば、当初、出来合いの品質保証の国際規格から単に 「品質」を 「環境」に文字を代えた程度のお

粗末な環境管理の国際規格の初期 ドラフ トを作 り、それを関係諸国に回覧 して修正させ、その結果の修lil案を基

にして何回か同じ手順で修正を重ねて、環境管理の規格の最終案を作 り上げて行 くとい うもので した。各段階で

の修正案 ドラフ ト文の翻訳作業は機械翻訳を利用 して行いましたが、英語が母国語でない幹事国が殆 どなので、

初期の ドラフ トは間違いだらけの変な英文が多く、機械翻訳以前の英文理解に苦労 し戸惑ったもので した。

 その後、翻訳元請け組織の影響もありますが、世の中の景気変動に応 じて栄枯盛衰を受ける種々の産業分野の

翻訳をしてきましたが、最近では病院関係のデジタル化等のエ レク トロメディカル分野の翻訳が多くなってきた

ようです。この医療 ・コンピュータ関係の翻訳分野では、多くの専門用語が原語句の読みをカタカナ書きにした

ものが多く、本格的な機械翻訳者の立場からは、こんな訳文で理解できるのか、との思いが強く、頭の硬い年寄

りにはなかなか受け入れ難い世の中になってきたようです。またそのような世の傾向は、ワープロソフ トの進歩

にも依るものでしょうか、翻訳の性能や レベルの問題よりも、翻訳結果についての表現の体裁を重ん じる傾向が

強まってきていることです。世の翻訳 レベルがそんなにも高くなったのかどうか知 りませんが、翻訳原文の体裁

通 りに翻訳結果も合わせて表示することが要求されるようになってきています。 これらの事柄からは、良好な翻

訳をする意気込みが殺がれるような気がして、年齢のせいもあって徐々に翻訳実務か ら遠ざかりつつある昨今で

す。

AAMTと の 関 わ りあ い と要 望

 AAMTに は 、1992年1月 に個 人 会 員 と して入 会 して以 来 、既 に17年 余 りもの 間 お 世話 に な って い ます 。 この

間 に は既 に 前 記 の モ ン ゴル 国 に お け る 日一 蒙 一 英 の機 械 翻 訳技 術 の 開発 支援 の報 告(本 誌20号)や 、AAMT L

催 の シ ン ガ ポ ー ルMTサ ミ ッ トVIIへ の参 加 報告(本 誌28号)、 更 に今 回 の本 文 と3回 、本 誌 へ の 投 稿 を させ
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て頂いてお ります。またAAMTを 通 じてのご紹介を受けて、英国マンチェスター大学での原子力用語辞書の開発

提案に参画する貴重な経験もさせて頂いたこともあ りま した。この外にもAAMT会 員による新著の紹介として、

拙書 「エネルギーの しくみ/池 田書店」のメール紹介(2001。5.17)も して頂き、時宜を得た事務局の会員対応に

今でも感謝 してお ります。

 今後ともAAMTの ご発展を期待す ると共に、機械翻訳の現状についての判 り易い解説や紹介、 AAMT会 員間

の国内外の交流、などは今後とも期待したいところです。また、大会社や大学関係の法人会員ばか りでなく、種々

な状況下にある個人会員に対 しても、きめ細やかな気配 りの程を今後ともお願いする次第です。

会 員 名 ・所 属

成 山 重 子(The University of Melbourne)/NAR】MAMA Shigeko

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 言語学の研究、通訳翻訳者としての仕事、そして大学での通訳翻訳の授業や 日本語教育に携わった経験から、

今後の機械翻訳に期待する点など思いつ くまま書いてみたい。機械翻訳の研究を垣間見たため、これ らの点が困

難を極める事は承知で、あえて今後の 目標として述べさせていただきたい。

【プロ翻訳 と機械翻訳】

 機械翻訳の研究分野では、プロの翻訳は完壁という思い違いがある。何十年と通訳翻訳をしているベテランで

も納得のいく 「完壁」な通訳翻訳はそ うめったに出てくるものではない。普通は大まかな意味が伝わっている程

度のものというのが、意識の高いベテラン通訳翻訳者の共通の認識だ。また、プロといってもピン・キ リで、さら

に、ベテランでも人により訳はまちまち。まちがいもたくさんある。実際に、ベテランの翻訳者でも時間が許す

限り幾度 も修正を加え提出するのは普通で、ましてMTの 訳が1度 に良い訳がでたらそれは脅威だ。機械翻訳 も

2-3段 階の異なる修IEを してか ら訳出してはどうだろうか。

 機械翻訳の質の悪さは、ある種素人の翻訳と同 じで、文字通 り、1語1句 機械的に訳す事に大きく起因してい

る。では、これではどうしていけないのか、どこがプロ通訳翻訳者と違 うのか。現在、機械翻訳の研究に携わる

方は日本語母語者が多いようなので、和訳の質に関しては判断 しやすいが、英訳の質の判断はよりむずか しいと

思われる。そこで、英訳の観点からどうい う点が不自然で改良が必要か考える。以下に、英語を母語とする28名

の私の学生が自分の翻訳と機械翻訳(無 料の10サ イ ト)の訳を比較分析 したレポー トと私見か ら主な点を挙げる。

日英機械翻訳の長所

 ・ まずい英訳でも要点はつかめる事があるので翻訳の前に読む価値はある。原言語がわか らない人に大

   いに役立っ。

 ・ 正確性が重要でない、文字通 りの訳で足りる(マ ニュアルなどの)文 章には使える。

 ・ 速い・安い・いつでも使 える

 ・ 数字の訳の間違いがない(人 間は うっかりやタイプ ミスがあるが、その訂正は文脈から判断できない

   ことも多いので大変重要)
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日英機械翻訳の改良点

■

●

●

●

●

●

機 械 翻 訳 は 長 文 に 弱 い

英 語 は 日本 語 に 比 べ 、概 して1文 が短 い:つ ま り、1つ の 日本 語 文 を2-3英 語 文 に分 け た 方 が 自然 で わ

か りや す い 文 に な る。 ま た 、 日本 語 は や た ら接 続 詞 が 多 く、 これ を全 部 英 訳 す る と意味 を な さな か っ

た り、 不 自然 に な る。

日本 語 に は機 能 句 が多 く、 それ を 英 訳 す る と意 味 を な さな い。 例 、 「… とな っ て い ま す 」 「と思 われ ま

す 」(こ れ は 娩 曲表 現 と して 日本 語 で は よ く使 わ れ るが 、 英語 で は 、話 者 の 「判 断 の 不確 か さ」 を 意味

す る。)

日本 語 は 間接 表 現 を好 み 、 英 語/欧 州 語 は 直 接 表 現 を好 む。 これ を文 字 通 り訳 す と、押 しの 強 い 文 章

にな り、 ひ ん しゅ くを か う事 に もな る。 つ ま り、和 訳 の 時 は 妨 曲 表 現 を使 っ た り省 略 した りす る が 、

英 訳 の 時 は 、 明 瞭 な 表 現 を使 うべ き。 この よ うな調 整 は、 新 米 の 通 訳 翻 訳 者 や 機 械 翻 訳 には 困 難。

基 本 的 な 日英 文法 の違 い も克服 で き て い な い 。 非 文 が 多 い 。 例 a!the,時 制 や テ ン ス(日 本 語 と英 語

で は 一 致 しな い、 つ ま り、 直 訳 す る と間 違 い に な る こ とが 多 々 あ る)、 数(例:20 ep rson)な ど。

[最 大 の 問題 で あ る が そ の解 決 は最 も困難]文 脈 情 報 を 一切 考慮 して い な い。 とい う事 は 、

○ 適 切 な 単 語 の 選 択 が で きな い 。 例:「 オ ー ス トラ リア最 大 」 は`the highest in Australia'が 正 しい

  の だ が 、機 械 翻 訳 は 単 語 単位 で み て い る た め 、ほ とん どの 機 械 翻 訳 は`Australia maximum'と 訳 し

  て い る。

○ 文 の つ な が りや 流 れ が 悪 く 、意 味 が つ かみ に くい。 何 をい いた いの か ポ イ ン トが つ か めな い、、

○ 話 者 の意 図 や 強 調 点 を考 慮 して い な い の で 、誤 っ たニ ュア ン ス を醸 し出 して しま う。

 つ ま り、 以 上 の 点 か ら 、文 脈 情 報 を 考慮 しな い 語 や 句 単 位 の 訳や パ ラ レル コー パ スの 有 効 性 は い さ さか 疑 問。

簡 単 な例 で は 、Thank youは 文脈 や 場 や 相 手 に よ っ て そ の 和 訳 は様 々 に変 化 す る。 「あ りが と う、す み ませ ん 、 よ

ろ し く、失 礼 しま した 、お じゃ ま しま した 、で は、(会 釈)、etc」 また 、 この 点 につ い て は 、以 ドに弓1用す る 日本

語 文 とそ の 英訳 が如 実 に 表 して い る。 これ はAAMT事 務 局 発 行 の 「journal原 稿 フ ォー マ ッ ト」 だ が 、 日本 語 も

英 語 も 自然 で 違 和 感 の な い 文。 伝 え て い る内 容 や 概 念 や 丁 寧 さ も同 じで 、 日本 語 をみ た 人 も英 語 を 見 た 人 も同 じ

理 解 に 達す る事 が で き る。 しか し、 日本 語 と英 語 の 文 や 単 語 は ほ とん ど対 応 して い な い 。(挨 拶 文 とい う点 も大 き

く関 与 して い るが 、傾 向 と して の 一 例。)

AAA〃Tジ ャーナノレへの記事/099 .文提出κつ6て ノ

次号への寄膓のご承諾を錫 久 厚 ぐお鬼申し」←げま先

以 下の要餌で源揚をお迭吻 〃リをだ6プ虚〆ゴ幸甚でコち どラそよろ 乙ぐお虜7ρいたしまプるノ

こ れ に 対 応 す る 英 語

撫5㎞ ・㎞ 血 ン欄 ㎞

When you submit your paper for the upcoming AAMT Journal No.44, please comply with the following

instructions. We thank you very much for your kind attention and cooperation in this matter.
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 この意味でも、用例翻訳の方がより自然な訳出が可能だといえる。それもなるべく大きな単位で処理できれば

精度 と自然さが増 し、訳文調で意味が伝わらない違和感のある文が減るだろう。

【プロ通訳翻訳者が目指す訳 とは】

 「完壁/理 想的」な訳とは、各ことばの訳ではなく、文章全体が醸し出す 「概念」を他の言語に置き換える事

である。つま り、話者の伝えたい意味や意図がその言語を使わない人たちにも、忠実に伝わ り同 じ理解ができる

事といえる。例えば、 日本語を英訳 した時、日本語話者が意図 した意味や概念が、日本語話者の聞き手に伝わる

ように、英訳から英語話者も同じ意味や概念 として伝わる事。よくいわれる事だが、通訳(翻 訳)者 は黒子であ

り、訳を通 し、同 じ言語を共有 しない人たちが同じ言語を使って意味を伝えた時と同じ理解に達せれば、それは

よい訳といえる。そのため、日英/英 日訳の場合、マニュアルなどはともかく、単語や文や対応 しない事の方は

よくある。

 具体的にプロ通訳翻訳者がよりよい訳のため重要としている主な点は次の通 りだ。どれも今の ところ、機械翻

訳が最 も苫手とするところだ。

 1.文 化、背景、場面、常識、前提などの言語外知識を考慮 し、どこまで訳にその違いからくるギャップを補

   足するか、またどれを削るべきか適切な判断をする。

 2.読 み 手/聞 き手は誰で、どこまでの知識があるか考慮する。つまり、読み手/聞 き手により訳は変えるべ

   き。

 3. 話者の意図は?

 4.分 野や場に特化 した適切なことばの選択

【辞 書 の重 要 性:ニ ュ ア ン スや 使 用 場 面 や 文 脈 に 関す る記 述 の あ る辞 書 の 考 案 】

 これ らの 点 を 改 善す べ く新 しい 辞 書 作 成 を 考 案 して い る。 研 究 資金 が い た だ け れ ば 本 格 的 に 着 手 したい と思 っ

て い る。 ど こが 「新 しい 」 の か とい うと 、辞 書 とい うは本 来 母 語 者 用 に書 か れ て い る た め 、 母 語 者 に と って 当 た

り前 な 「暗黙 の 了解 」 事項 は ほ とん ど記 載 され な い。 つ ま り、 細 か い ニ ュア ン ス の違 いや 使 用 場 面 や 文 脈 に関 す

る記 述 はす で に共 有 され て い る との 前 提 か ら書 か れ て い な い 。既 存 の英 和 ・和 英 辞 書 も、 ほ とん どが 日本 語 母 語 者

の た め の もの で あ り 日本 語 母 語 者 が 必 要 な情 報 だ け記 述 され る た め 、 日本 語 を外 国語 と して 学 習 す る者 に 重 要 な

記載 が か けて い る。 例 え ば 、knowを 英 和 辞 書 で 引 く と、 「知 る、分 か る 、理 解 す る、 …」 な ど複 数 の 言 葉 が 挙 げ ら

れ て い る が 、 そ の細 か い ニ ュ ア ンス の 違 い や 使 用 場 面 に 関す る記 述 は 不 十 分 で あ る。 こ の た め 、仕 方 な く、 また

は 事の 重 大 さ を知 らず に 日本 語 学 習 者 は 無 作 為 に1つ の 言葉 を選 び 、 しば しば誤 文 を作 っ て しま う。 例 えば 、 「こ

の問 題 ど う した らい い で し ょ うか 」 の 答 え と して 「分 か りませ ん 」 と言 うべ き と こ ろ を 「知 りませ ん 」 と言 い 相

丁を不 愉 快 に させ て も、 学 習 者 は 何 が原 因 か わ か らず に い る。

 逆 の 英 和 の 例 も然 り。 英語 の 先 生 に`Would you like to get started?'「 始 め て い た だ け ます か」 と言 われ`I don't

care'と 答 え る 日本 人 が 非 常 に 多 く、 聞 い て い て 冷 や っ と させ られ る。`l don't care'は 「私 の知 っ た こ と じゃ な い/

ど うで もい い 」 の否 定 的 ニ ュ ア ン ス が あ り、`Idon't mind'「 か ま い ませ ん/い い で す よ」 とい うの が 正 しい 。 しか

し、care/mindに 同 じよ うな意 味 が あ るの で 、辞 書 に は そ の 微 妙 な(し か し重要 な)意 味 の ちが い は 載 っ て い な い こ

とが 多 い。

 また 、 フ レー ズ にな る と よ り使 用 場 面 や ニ ュ ア ンス が 重 要 に な る。 例 え ば、 英語 のHow are you?は 初 め て 会 っ

58



た 人 に も毎 日顔 を会 わせ る 人 に も使 わ れ るた め 、学 習 者 は 「お 元 気 です か」 を 英 語 と同 様 に連 発 す る。 初 め て 会

っ た 人 に 「お 元 気 で す か 」 と面 と向 か っ て 言 わ れ た 日本 人 は しば し困 惑 し違 和 感 を持 って しま う。

 これ らの 問 題 は 、 共 起 情 報 で は 回避 で き な い 違 い で 、 こ の よ うな 単語 や フ レー ズ の 細 か いニ ュア ン スや 使 川 場

面 や 文脈 に 関 す る違 い を範 疇 化 し辞 書 に 記 述 す る こ とで 、 日本 語 学 習 の み な らず 機 械 翻 訳 に 役 ・ン:てるの で は ない

か と考 え て い る。

【賢anstype】

  以 前AAMTJoumalに 掲 載 され た研 究 報 告 と同 じだ が 、 先 の 学 生 の レポー トに も、 あ る程 度 の 語 学 力が あ る場

合 は 、機 械 翻 訳 よ り充 実 した 信 頼 で き る辞 書 の 方 が 有 益 と報 告 して い る。 通 訳 翻 訳 者 に と り質 の よ い 辞,射 よ、情

報 工学 研 究 に と って 最 新/高 性 能/高CPUの コ ン ピュ ー タを使 い 言 語 処理 す る 事 に 当た る、,

 そ こ で 思 い 出 す の が 、Transtypeと い う 翻 訳 者 向 け のEC Projectが 開 発 中 の シ ス テ ム だ 、、

http:〃tt2.atosorigin.es/summary.htmそ の デ モ を4-5年 前 に学 会 で み た が 、 そ の 時 「使 え る」 「こん な の が ほ し

い 」 とつ くづ く思 っ た。 ベ テ ラ ン翻 訳 者 で も 一番 手間 取 るの は 辞 書 引 き だが 、 こ の シ ス テ ム は 見 事 に こ の問 題 を

解 決 して い る。 ヨー ロ ッパ 語 間 の 翻 訳 シ ステ ム な の で 、 日本 語 を介 した 時 どの く らい 有 効 か は わ か らな いが 、 日

韓 な どの 似 た 言 語 で あれ ば 十 分 有 効 で あ る と 考 え られ 、 ま た シ ステ ム 自体 、他 の 言語 に応 川 で き る だ ろ う。 この

シ ステ ム は 入 力 され た 文 章 か らMTを 訳 出す るが 、基 本 的 に は翻 訳 者 が 中心 。 翻 訳者 が タ イ プす る 訳語 毎 に 、そ

れ に あ わせ てMTの 訳 出 を も とに 、そ の 語 に続 く訳 の選 択 儀 を 表示 し、 翻 訳 者 は それ を選 ん で もい い し、 自分 で

訳 を 作 っ て も良 い。 このMTは で きれ ば ハ イ ブ リ ッ トで 、用 例 翻 訳 、翻 訳 メモ リー 、統 計翻 訳 な どに よ る訳 で あ

れ ば 、 よ り 【使 え る 】 だ ろ う。

【機 械 翻 訳:科 学 の 最後 の フ ロ ンテ ィア 】

 機 械 翻 訳 の 究 極 は 言 語 理 解 だ。 言語 理 解 は 、 認 知 学 に 大 き く関 与 し、 人 間 の 心 や 頭 脳 の働 き の 解 明 が 必 須 で あ

る。 この研 究 は 科 学 の 最 後 の フ ロン テ ィア と も言 わ れ て お り、 困 難 を 極 め る、 こ とば は1万 の ル ー ル が あ っ て も

そ の使 用 法 は 網 羅 で き な い 、つ か み ど ころ の な い 、話 者 や 世 代や 地域 や 時 代 で も変 化 し様 々 な バ リエ ー シ ョ ンを

もつ 曲者 だ。 こ の 曲者 を 、常 識 や 直感 を も た な い 、0と1の2つ の 選 択 肢 しか もた な い コ ン ピ ュー タを 用 い て 処

理 す る 訳 だ。 油 と水 を融 合 させ る よ うな もの で 、む ず か しい の は 当 た り前! す で に機 械 翻 訳 の技 術 は 、 こ とば

の壁 を緩 和 し世 界 をつ な ぐこ とに着 実 に貢 献 して い る の で 、今 後 も長期 展 望 で研 究 が進 む こ とを 切 望す る,,

AAMTへ のご要望

 もっとプロ通訳翻訳者 との意見交換の場があるとよいと思 う。
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会 員 名 ・所属

 u」知 幸(広 島 市立 大 学 国 際 学 部)/YOKOYAMA Tomoyuki

自己紹介

 私は もともと教育学部 ・教育学研究科の英語専攻の出身で、前任校までは英語教育関係のことを中心に教えて

お りました。機械翻訳の研究者でも翻訳家でもありません。ですが、英語教育分野の主たる流れが、いわゆる 「コ

ミュニケーション」なるものに向か う中で、長い間英語教育の中心であった英文和訳の研究がしたかった もので

すか ら、現在の勤務校に赴任する際に、翻訳関係のことを教えてほしいとい う依頼をありがたく受けて、今では

学部でも大学院でも主に翻訳関係のことを教えています。 もっとも、翻訳実務が教えられるわけではありません

ので、英文和訳などの歴史や理論的なことを扱っています。 自分の研究 としては、最近では、「独案内」という明

治期の リーダーの自習書を使って、原文と訳文の語順の問題を考えていた りします。今でも色々あって、二単位

ほど英語科教育法 も教えています し、普通の英語の授業に近いものも担当していますが。

 私 自身がこのような経歴なので、これまでゼミで論文を書いてくれた院生のテーマ も様々です。『ジキル博士と

ハイ ド氏』とい う多重人格的な小説における代名詞の翻訳の問題を扱ってくれた人もいれば、『アルジャーノンに

花束を』 とい う知的障害のある主人公が手術を受けて天才になるのだけれ ども結局はもとの状態に戻っていくと

い うSF小 説を扱い、原文 と訳文における文体の変容 とその現れ方の違いを論 じてくれた人もいます し、はたまた、

機械系の特許翻訳を何年もやっていて、原文に添付されている機械翻訳の問題を考察 してくれた人 もいます。機

械翻訳については、私 自身が理解できることは僅かですが、色々な意味で身近に感 じてはいます。

 AAMTに 入会することになったのは、こちらで出していらっしゃる書籍をお願いしようと連絡したら、いっそ

会員になりませんかというお話をいただいたからだったと思います。何 とも場違いな会員で申し訳ありません。

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 私自身は、機械翻訳の研究者でも翻訳者でもあ りませんので、主として教育に携わる者の視点から書いてみま

す。

 現在の勤務校には語学センターがあり、300台 ほどのPCが あります。私は、ほとんどの授業をここで行ってい

ます。その中で、割 とよく学生がウェッブ上の機械翻訳サー ビスなどを利用 しているように見える英作文関係の

授業(英 語で読書感想文を書かせています)を 例に取 りましょう。授業中に教卓の学生PC表 示画面を見ていま

す と、機械翻訳を頻繁に利用するのは、一割から二割程度の学生です。使い方も様々です。長い日本語文を先に

書いて、それをまとめて訳させている学生はあまりいません。む しろ各英文の構文の中心になりそ うな表現を機

械に翻訳させ、それをもとに枝葉の部分を自分で書き足 している学生の方が多い気が します。場合によっては、

本当に語句 レベルで英和 ・和英辞典代わ りに している学生もいます。 自分が作った英文の方を和訳させ、ちゃん

と意図する意味の日本語に訳されるか確認 しているのではないかと思われる学生もいます。英作文の方には全く

使わず、感想文のもとになる英文を直訳せて構造を確認 しているような感 じの学生もいます(意 訳気味の全訳は

授業の最初に配布済)。多くの学生は、機械翻訳はほとんど使わず、自分の知識 ・経験 とポータブルな電子辞書で

何 とか作業を進めます。みんな、自分の使いたいものを使いたいように使っているようです。

 英語の学習をしながら多少の英語の運用もするような普通のユーザに対 しては、機械翻訳だけと言 うよりは、
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む しろ 、機 械 翻 訳 ・電 子 辞 書 ・ウェ ッブ 上 で の 表 現 検 索(安 藤 進 先 生 の この 分 野 の こ著 書 は す ば ら しい です ね!)

な どが 一体 とな っ て 、 言 語 の 学 習 者 ・運 用 者 の 理 解 ・表 出 を 支援 して い た だ け る よ うな仕 組 み が もっ と発展 して

い け ば とて も うれ しい な と思 い ます 。私 自身 、機 械 翻 訳 では あ りませ んが 、何 年 もか け て 苦 労 しな が ら、Jamming

で 複 数 の 辞 書 を一 括 検 索 で き る よ うに した り、Emacsでlookupを 使 っ た り、Answers.comやYahoo!百 科 事 典 を

使 った り、XOOPSで 授 業用 の サ イ トを作 っ て み た り と、自分 に とっ て都 合 の 良 い 言 語 運 用 環境 を 整 え て き ま した

が 、学 生 に そ の よ うな 努 力 を期 待 す る わ け に は い き ませ ん か ら 、使 い勝 手 の 良 い ま と ま った 仕 組 み が あ る とい い

な と思 い ます 。 最 終 的 な 目標 は 、 自分 で あ る程 度 の 英 語 の 読 み 書 き が 出 来 る よ うに な る こ とで あ り、そ こ に行 き

着 く まで は 、各 自の都 合 や レベ ル に あ わせ て色 々 な もの を利 用 し、言 語 の 運 用 レベ ル を本 来 の 実 力 以1二に引 き ヒ

げ て や り、 そ の 結 果 と して 、 言 語 能 力 の 方 も少 し上 が って 行 けば い い わ けで す 。

 私 自身 よ くわ か っ て い な い の で 、 変 な こ とも 色 々 書 い て しま っ たか も しれ ませ ん が 、 人 間 の 言 語 運 用 を機 械 に

支 援 して も ら うこ とに 関 して は 、 現 在 で も既 に か な りの 程 度 まで そ うな っ て い ます し、 今 後 と も ます ます 期 待 し

た い と思 い ま す。

AAMTへ の 要 望

特 に 要 望 を 書 かせ て い た だ くほ ど、AAMTの こ とが よ くわ か って い るわ けで は あ りま せ ん 。
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協会活動報告

(2009年2月 ～2009年5月)

理事会(E-mailに て議論)

2009年3月24日 ～3月31日

    ①第1号 議案 2008年 度事業報告(案)② 第2号 議案 2008年 度決算報告(案)

    ③第3号 議案 2009年 度事業計画(案)④ 第4号 議案 2009年 度収支予算(案)

2009年4月1日 ～4月8日

    AAMT海 外支部創設に関す る会貝1」改正に関す る承認審議

2009年4月1日 ～4月8日

    機械調査課題委員会委員長交代に関す る承認審議

機械翻訳課題調査委員会

2009年2月23日(2008年 度 第10回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2009年3月16日(2008年 度 第11回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2009年4月14日(2009年 度 第1回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2009年5月8日(2009年 度 第2回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容 についての議論

② 前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥まとめと次回委員会 について

②前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめと次回委員会について

②前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめ と次回委員会について

②前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめ と次回委員会について

AAMTIJapio特 許翻訳研究会

2009年3月13日(2008年 度

    ① 前回議事録の確認

    ③次回の開催について

2009年4月24日(2009年 度

    ① 前回議事録の確認

第8回)

第1回)

②今年度 の研究内容について

②今年度 の研究内容について
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    ③次回の開催 について

2009年5月29日(2009年 度 第2回)

    ①前回議事録の確認

    ③次回の開催について

編 集 委員会

2009年3月AAMT Journal No.44発 行

2009年5月22日(2009年 度 第1回)

    ①AAMT Journal No.45進 捗確 認

    ③ そ の他

②今年度の研究内容について

②No.46の 企画 につ い て

MLに て最新号の進捗打合せ及び次回委員会の開催 日調整。

イ ンター ネ ッ トWG

①AAMTホ ー ムペ ー ジの更新(毎 月)

②AAMT Forumメ イ リング リス トの管理

③AAMT Forumへ の情 報発信(月 数 回)

④ 委員 会活 動 にお け るメイ リング リス トの管理

⑤ 会員 専用 ホー ムペ ー ジ開設 にむ けた準備

⑥ そ の他事 務 局ネ ッ トワー クの イ ンフ ラ管理全 般
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MT Summit XII開 催 の ご 案 内

 26-30August 2009

0ttawa, Ontario, Canada

Association for Machine Translation in the America(AMTA)主 催 に よる第12回 機 械 翻訳

サ ミッ ト(MT Summit XII)が 来 る2009年8月 、カナ ダ のオ タ ワにて 開催 され ます。

MT Summit XIIは 機械 翻訳 分 野の研 究者 、開発 者 、ユ ー ザ等 の幅広 い 関係 者 を対 象 と して

お り、主 要 な学術 、 民 間、政 府機 関等 に よ る最 新 の研 究発 表や デ モ ン ス トレー シ ョンが予

定 され てい ます。

サ ミッ トの本 会議 にお いて は、研 究 論文 発 表 、ユ ーザ レポー ト、招待 講 演 、パ ネル 討論 等

が用意 され てお り、 更 に、本 会議 前 後 の拡 張 プ ロ グラム と して 、チ ュー トリア ル 、 ワー ク

シ ョップ、 デモセ ッシ ョン等 が予定 され てお ります。

AAMT関 連 とい た しま して は、今 回 も前 回 に引 き続 き、本会議 後 の8月30日(日)午 後 よ

りAAMT-Japio特 許翻 訳研 究会 主催 によ るワー ク シ ョップが開催 を予定 してお ります。

MT Summit XIIと あ わせ ま して皆 さま か らの 多数 の参加 をお待 ち 申 し上 げ てお ります。

【日 時 】2009年8月26日(水)～30日(日)

【会 場 】The Fairmont Chateau Laurier Hotel

   lRideau Street, Ottawa, Ontario, Canada, KIN8S7

   TEL(613)241-1414

   FAX(613)562-7030

   URL http:〃www.fairmont.com/laurier/

【チ ュー トリアル 】2009年8月26日(水)

【本 会議 】2009年8月27日(木)～29日(土)

【ワー ク シ ョップ】2009年8月30日(日)

プ ログラムの詳 細及び参加 申込等 は、公 式 ウェブペー ジをご参照 くだ さい。

         httP:〃summitxii.amtaweb.ore
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MT Summit XII 3rd Workshop on Patent

    Translation

      August 30,2009

  0ttawa, Ontario, Canada

http:〃summitxii,amtaweb.org1

Workshop Theme

Patent documents are one of the major application areas of machine translation.

The workshop aims to foster research and development of the technology for patent

translation by providing a forum in which researchers and practitioners can

exchange their ideas, approaches, perspectives, and experiences from their work in

progress. We have successfully made the same workshops in MT Summit X and XI,

and will make deeper discussions about this theme.

Double submission of papers to both the workshop and the

also be welcomed.

main conference will

The workshop will consist of 1-3 invited talk(s), presentation of submitted papers,

and one panel discussion.

Areas of Interest

Zbpics of interests include, but are not limited to:

一Analysis and classification for patent documents
,

MT and translation aids for patent documents,

-Contrastive studies fbr multilingual patent documents
,

-Language resources for patent translation
,

-Dictionaries and terminology databases for patent translation
,

Parallel or comparable corpora for patent translation,

-Information extraction from patent documents
,

-Evaluation techniques for patent translation
,

・Multilingual patent classi丘cation and retrieva1 .
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Submission of papers

The workshop invites original submissions in any of the topics mentioned. Any

types of papers, including research papers, survey papers and reports on user's

experiences, are welcomed. Submissions should be A4, single-column format and

not be longer than 3,500 words including figures, tables and references.

Authors are requested to keep their papers anonymous and submit separate cover

pages with the following information

paper title,

-author's name(s) , affiliation(s), address(es), and e-mail address(es),
-100-200word summary

,
-some keywords for classifying the submission .

Electronic submissions in PDF format are strongly preferred. The two electronic files

should be attached to an email and sent to the following address

ahimohata245@oki.com

Important Dates

一June 19
,2009 Deadline for paper submission

-July 10
,2009 Notification of acceptance

-July 31
,2009 Camera ready submission deadline

Organization

Workshop Chair

    Terumasa Ehara, Prof. of Yamanashi Eiwa College, Japan

Co-Chair

    Shoichi Yokoyama, Yamagata University, Japan
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Program Committee

    Bente Maegaard, University of Copenhagen, Denmark

    Svetlana Sheremetyeva, Lanaconsult, Denmark

    Munpyo Hong, Sungkyukwan University, Korea

    Jong-Hyeok Lee, Pohang University of Science and Technology, Korea

    Jun'ichi Tsujii, University of Tokyo, Japan and Manchester University, UK

    Hiroyuki Kaji, Shizuoka University, Japan

    Eiichiro Sumita, ATR, Japan

    Shinichiro Miyazawa, Shumei University, Japan

    Sadao Kurohashi, Kyoto University, Japan

    Takehito Utsuro, University of Tsukuba, Japan

    Takashi Ninomiya, University of Tokyo, Japan

    Hiroshi Echizen-ya, Hokkai Gakuen University, Japan

    Takashi Tsunakawa, Shizuoka University, Japan

    Toshimichi Moriya, Japan Patent Information Organization, Japan

    Toyohide Watanabe, Japan Patent Information Organization, Japan

    Tadaaki Oshio, Japan Patent Information Organization, Japan

    Sayori Shimohata, Oki Electric Industry Co. Ltd., Japan

   Akira Ushioda, Fujitsu Labs., Japan

   Akira Kumano, Toshiba, Japan

    Mitsugu Miura, NEC, Japan
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学大学院システム情報工学研究科

        知能機能システム専攻

            宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル45%;を お 送 りしま す。

今 号の 巻頭 、㌃は,財 団 法 人 日本特 許 情 報機 構(JAPIO)専 務 理 事 兼 特 許情 報研 究所 長 で あ られ ます 、守 屋敏 道様 に

ご執 筆 頂 き ま した、,

特 許 翻 訳 は 、 機械 翻 訳 の最 も重 要 な適 用 事例 の 一つ で あ り、JAPIOに お い て 長年 に わ た り、特 許 文 書 の機 械 翻 訳

に取 り組 ん で こ られ た 様rに つ い て 、 ご紹 介 頂 き ま したD

また 、今 号で は前}」一に 引 き続 い て 、 計 算 t:に お け る 日本 語 の 取 り扱 い を 容 易 にす る た め に 日本語 を 規 格 化 す る

こ とを 目指 した試 み と して 、 「産 業 日本 語 」 プ ロ ジェ ク トの紹 介 を ご寄 稿 頂 きま した。 そ の他 に も、研 究機 関 や

企 業 にお け る 各種 プ ロ ジ ェ ク トや 取 り組 み の 紹 介 を ご寄稿 頂 き ま した。

情 報通 信 研 究 機 構(NICT)か らは 、音 声 ・言語 資源 と各種 ツー ル を配 信 す る 高度 言 語 情 幸隔 虫合 フ ォー ラ ム(ALAGIN)

び泣 ち ヒげ の紹 介 、お よび ボ ラ ンテ ィア 翻 訳 者 の 支 援 と翻 訳 の 共 有 の た め のWebサ イ ト 「み ん な の翻 訳 」 の紹 介

を ご寄稿 頂 き ま した 、 また 企 業 か らは、 サ ン ・マ イ ク ロ シ ステ ム ズ、 お よび 日本IBMに お け る 翻 訳 業務 へ の 取 り

組 み の紹 介 を ご寄稿 頂 き ま した。

一方AAMT内 の 活 動 報 告 と して は
、機 械 翻 訳 課題 調 査 委 員 会 か ら、 f l中機 械 翻 訳 文 テ ス トセ ッ ト(第1版)の 公

開 、 お よび 英 日 ・日英機 械 翻 訳 に 関す る ア ン ケー ト結 果 報 告 につ い て ご寄 稿 頂 き ま した。 そ の 他 、今uに お き ま

して は 、 通 常 の1/fと 同様 の 企 画 を掲 載 してお ります 。

「AAMT会 員 のひ ろば 」 の 企 画 にお き ま して は 、 法 人 会 員 の 紹 介 文2件 、 個 人 会 員 の 紹 介 文3件 を 掲 載 しま した 。
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